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　どれほど鍛たん錬れんを積んでいても、戦いの直前には緊張が走るものだ。それが初めて対たい峙じする相手なら、尚なお更さらである。

　場内に設もうけられた石造りの舞台リングの上には、自分と相手の二人しかいない。

　わずかに鼓こ動どうが速まるのを自覚しながら、ソーヤは目の前の相手を睨にらみつけた。

　少女だった。自分と同じ、今日この学院に入学したばかりの、一五歳の少女。小柄な体たい軀くのせいで年齢より幼く見えるが、その眼光には揺ゆるぎない自信が漲みなぎっていた。

「覚悟することね、魔力無しゼロ。あんたは最悪の相手を敵に回したのよ」

　艶つややかに輝く真紅の髪をかきあげて、少女は笑った。

　その瞬間、少女の周囲、あるいは無人の試合場全体の大気が揺らいだようだった。

「魔術師六祖、バーシュメルドが一人。ルルファ・アーリア・バーシュメルドの名を、二度と忘れないよう、その身に焼き付けてあげるわ!!」

　少女──ルルファが手を翳かざし、唱える。

「紅あかき焰ほのおよ。地の底より滾たぎる焦熱よ。業ごう火かとなりて、我が敵の咎とがを焼き払え──」

　焰の唄を、紡つむぐ。

「地裂炎クラツク・フレイム!!」

　ルルファが唱えると同時、ソーヤの足元がちりちりと熱を帯びた。

「くっ！」

　ソーヤは地を蹴けって飛とび退のく──と、ほぼ同時に、ソーヤが一瞬前に立っていた足下から、大気を灼やいて猛もう火かが噴き上げた。

　もしもまともに受けていたら、足一本はもっていかれただろう。

「すばしっこいのね。でも、いつまで逃げられるかしら？」

　ルルファはつまらなそうに鼻を鳴らして、次の呪じゆ文もんを唱え始める。

「紅ぐ蓮れんに燃ゆる六条の矢よ。我が路みちを遮さえぎるものを撃ち貫け──」

　ソーヤは反射的に動こうとして、その次の瞬間には自分を抑えつけた。

　まだだ。まだ、この術は詠唱が短い。

　ルルファの左右を囲うように六つの火球が現れ、火球は一瞬のうちに形を変えて炎の矢を形成する。その鏃やじりは全すべてこちらを向いていた。

「火炎六矢フアイア・アローズ!!」

　号令のように唱え終わった瞬間、六本の炎の矢が一斉に放たれた。光の軌跡を残して、まっすぐにこちらへ向かってくる。

　ソーヤは命中するギリギリまで引きつけてから地を蹴り、迫り来る六本の矢を次々にかわした。

「この……ちょこまかと！」

　ルルファが悔しさを隠そうともせず歯は嚙がみする。

「なら、これは避よけられる!?　……紅き力の奔ほん流りゆうよ。全てを飲み込む久く遠おんの輝きよ──」

　来た！　大技だ。

　認識すると同時、ソーヤは駆け出していた。防戦から一転、風を切ってルルファとの距離を詰める。

　一歩、二歩、三歩四歩五歩六歩──。

「……っ！」

　ルルファはこちらの狙ねらいが接近戦にあると気づいたようだった。詠唱が間に合わないと判断したのだろう、とっさに胸の前で両腕を交差させ、防御の構えに移る。

　一直線に突進しながら、ソーヤは反撃の右腕を引き絞り、突きを放つ──。




　と見せかけて、ガラ空きの腋わきに手を差し込み、こちょこちょこちょっとくすぐった。




「ぶふっ!?　はひゃっ、ひひふっ、く、ふっ、何っ、ひゃぁあふぅっ!?」

　ルルファが奇妙な悲鳴をあげて崩れ落ちる。

　挑むようだった目つきが驚きに見開かれ、何が起こっているのかわからないと言いたげに瞬まばたきを繰り返す。

　組み合うような姿勢のまま、ソーヤは脇腹へと手を滑すべらせる。

　すべすべの制服越しにルルファの体温を感じる。その熱が最も高まっているポイントを探り当て、指先を蠢うごめかせ、こしょこしょとひっかくように爪つめを擦こすらせる。

「ひゃふっ、あ、はぁっ、あはははっ……あ、あんたっ、ふざけんゃらいっ……！」

　笑いながら必死で怒ろうとしている様子で、ルルファが震える手をこちらにかざす。

「ぐ、紅蓮に燃ゆる六条の──あひゃひゃひゃっ!?」

　魔術の詠唱にかぶせるように両手で脇腹をくすぐると、収束しかけた魔力が霧む散さんした。

　これでわかっただろう。もはや勝敗は決した。

「負けを認めろ。もうお前に呪文を唱える時間は与えない。ここまで接近を許した時点で、お前の負けだ」

　ソーヤは慈じ悲ひを込めてそう告げたが、ルルファの瞳ひとみはより強い敵意を露あらわにした。

「はぁ……はぁっ……じょ、冗談じゃないわよ……こんなふざけたことされて、降こう参さんするとでも──っぷふ!?　ちょっ、や、まだ喋しやべって、あふぁはははっ、ひははははは!?」

「先に言っておく。降参するときは手のひらで地面を二回叩たたけ。それが合図だ」

　合図を決めると、ソーヤは十本の指をわきわきと蠢かせ、ルルファの弱点を的確に突いていく。

　こちょこちょこちょ。

「ひゃはうっ!?　ひぁ、あふ、くふふっ、はぁっ……！」

　こちょこちょこちょこちょ。

「やははははっ!?　あ、紅き焰よ、地の底、より……っぷはひゃひゃひゃっ!?　え、詠唱、途中っ」

　こちょこちょこちょこちょこちょ。

「ひぃんっ、やふ、ひぁぁふ、けほ、かふっ！　く、くる、しぃっ……」

　ぴたり。

「降参するか、ルルファ？」

「ぜぇ……はぁ、ふぁぁ……し、しにゃいぃっ……──ひぁ、あははははは!?　急に、やりゃっ、ひにゃああああぁ!!」




　──二分後。

「最後まで降参はしなかったか……大した心意気だ……」

　もはや抵抗らしい抵抗ができなくなったルルファを解放し、ソーヤは唸うなった。

　ルルファは胎児のように折りたたんだ体を時折痙けい攣れんさせながら、荒い呼吸を繰り返している。その瞳は虚うつろで、意識も朦もう朧ろうとしているようだ。雪のようだった素す肌はだは薄うす紅べにに染まり、汗で前髪が額にはりついていた。

「むっ……」

　暴れたせいで制服の前がはだけ、慎つつましやかな膨ふくらみを包む純白の下着が露わになっているのに気づき、ソーヤは呻うめいた。これは悪いことをしてしまった。

　ルルファは情けをかけられるのは嫌うのだろうが、せめて服くらいは直してやろう。そう思って傍かたわらに膝ひざをつき、胸元に手をかけた。

　その時、試合場の扉が勢い良く開いた。

「ルルファさんっ！　入学早々に魔力無しゼロのソーヤさんと試合だなんて、そんな弱いものいじめは今すぐにやめてくださ……」

　叫びながら飛び込んできて、そのまま目を丸くして固まったのは、二○歳前後の童顔の女性──確か、ソーヤとルルファの担任。クレア先生といったはずだ。

　ソーヤとルルファを交互に見下ろしてわなわなと震えるクレア先生に、ソーヤは軽く会え釈しやくして口を開いた。

「ちょうどよかった。見ての通り、試合は俺の勝ちです。こいつを保健室に──」

「し……神聖な学まなび舎やで何をやってるんですか！　ソーヤさんのけだものぉぉっ!!」

　先生の絶叫と、ばちこーんという小気味良い平手打ちの音が響いた。





　　＊＊＊






　生徒指導室に連行されたソーヤは、クレア先生に事の経緯を詳しく説明した。

「……つまり、あれは我が校のランキング戦の一環であり、あなたはルルファさんを介抱しようとしただけで、襲おうとしたわけではないというのですね？」

　こちらに疑惑の眼まな差ざしを向けつつ、クレア先生が確認する。

「もちろんです。俺はあくまで試合の上でルルファを倒しただけです」

　ソーヤは堂々と即答した。

「……さっき意識を取り戻したルルファさんからも、話を聞きました。試合中、あなたに全身をまさぐられたと言っていましたけど、それは間違いありませんか？」

「はい。まさぐりました」

　ソーヤは堂々と即答した。

　クレア先生のメガネの向こうに、絶望にも似た色が浮かんだ。

「……あのう、ソーヤさん。一応聞きますけど。何のために？」

「くすぐるためです」

「くすぐることと、試合と、何の関係があるんですか？」

「それが俺の戦い方です」

　はっきり答えると、クレア先生は頭を抱えた。

「……今朝に遡さかのぼって、教えてもらえますか。お願いですから」

　なぜか泣きそうな声で頼まれたので、ソーヤは今朝──入学式の直前あたりから、事の次第を話すことにした。












　まっすぐに伸びたその白い道は、まるで希望へと続く、光の道筋のようだった──。




　ひらり、ひらりと桜の花びらが春風に舞っている。

　ほのかに甘い風の香りを胸いっぱいに吸い込んで、ソーヤ・ディオスは自分がその道に立っていることを改めて実感した。

　見上げれば、白い坂道の先には時計塔がある。その隣には体育館、反対側に見えるのは──校舎の一部だろうか？　その向こうにも大きな建物の一部が見え隠れしている。

　フィーゼフト魔術学院。

　国内最大の魔術学校と知られる、名門中の名門校だ。

　自分も今日からその学まなび舎やへ通う生徒たちの一員になるのだと改めて自覚し、ソーヤは緊張と興奮で胸が熱くなった。

　道の中央に立ち尽くすソーヤの左右を、陽気に挨あい拶さつなど交わしながら、他の生徒たちが通り抜けて行く。中には、ソーヤと同じ新入生なのだろう、緊張で身を固くしている生徒も少なくはなかった。

　だが、ソーヤは他の新入生とは違う目的を持って、この学院の門をくぐったのだ。

「……奴はきっと、ここに現れる。必ず見つけ出し、この手で捕まえてみせる」

　誓いを立てた二人に届くように、強い思いを込めて呟つぶやいた。

「シリン。師し匠しよう。俺を見守っていてくれ」

　その時不意に、校門の方からどよめく声が聞こえた。何事かと思い振り返る。

　校門の前に一台の馬車が停とまっていた。

　馬車の側面には、炎をかたどった紋章が大きく刻まれている。

「バーシュメルド家の令れい嬢じようだ……」

「入試の総合成績、大差で一位だったらしいぜ。さすが魔術師六祖は格が違うな……」

　周囲の新入生が囁ささやき合っている。ソーヤは黙って馬車を見つめた。

　メイドが馬車のドアを開き、中から一人の少女が降り立った。

　おおっ、と馬車を囲む生徒たちから歓声があがった。ソーヤも思わず息を呑のんだ。

　舞い散る桜吹雪の中、波打つ真紅の髪が燃えるような輝きを放っている。絹のように白い肌も、髪と同じ真紅を宿した瞳ひとみも、全すべてが人目を惹ひきつける煌きらめきを纏まとっていた。

　小柄な少女だった。身長は一五○にも満たないだろう。制服のスカートから伸びた脚は折れそうなほどに細い。その未発達さが、穢けがれを知らない少女特有の神聖さを醸かもし出しているようでもあった。

　少女はぴんと背筋を伸ばしたまま、何な故ぜかまっすぐこちらへ向かってくる。

「……えっ？」

　ソーヤはたじろいだ。どうしてこちらへ近づいてくるんだ──？

　少女はソーヤの目の前で立ち止まると、まっすぐにこちらを見つめ、言った。




「通行の邪魔よ。道を空けなさい、愚ぐ図ず」















　可か愛わいらしい顔を蔑さげすみの色に染めて、少女は強烈な罵ば声せいを吐いた。

　その外見とのあまりのギャップに、ソーヤはしばらく返事ができなかった。

　しかし、言われてみれば、ソーヤは校舎へ続く坂道のど真ん中に立っている。確かに通行の邪魔だろう。

「……わ、悪い。気をつける」

　まさか見み惚ほれていたと言い訳するわけにもいかず、もごもごとしながら道を譲る。

　しかし少女は足を止めたまま、何かを測るようにこちらの顔を見上げていた。

「……どうかしたか？」

「あんたも新入生よね？　得意な魔術の属性は？　どの領域までマスターしてるの？」

　不意の質問に一瞬面食らう。しかし、その質問に対する答えはひとつしかなかった。




「魔術は使えない。俺は生まれつき魔力核コアを持たない、先天性の魔力無しゼロだ」




「……は？」

　質問した少女が、目を丸くした。

　予想通りの反応だ。周囲からも、先ほど以上の大きなどよめきが起こる。

「魔力無しゼロ？」「魔力喰いマジツク・イーターに襲われたのか？」「でも今、先天性だって……」

　バーシュメルド家の少女は訝いぶかしげな表情になって、不意にこちらへ手をかざした。

「魔ま映えいの鏡よ。彼かの者の力を映せ──解鏡リード・グラス」

　少女の手元に光が収束し、硝子がらすのような半透明の鏡を形作る。その鏡を通してこちらを覗のぞき込むと、少女の顔がはっきりと驚きのそれに変わった。

「……本当に魔力がないわ。先天性の魔力無しゼロ……実在したの？」

「世界的にも極めてまれな症例、らしいな。まあ、びっくりしたと思うが、これからは同級生だ。仲良くして──」

　握手のために差し出した手が、虫でも払うようにはたき落とされた。

　ソーヤの手を払った少女は、敵意を露あらわにしてこちらを睨にらんでいた。

「仲良く？　笑わせないでよ。魔力無しゼロが魔術学院への入学を許されるなんて、どういうこと？　こっちは遊びでやってるんじゃないのよ」

「……お前がどう思うかは勝手だが、俺も遊びに来たつもりはない」

「気安くお前とか呼ばないでくれる？　私の名はルルファ・アーリア・バーシュメルド。魔術も使えない劣等人種にお前呼ばわりされる筋合いはないわ」

「……劣等人種？」

　その言葉が耳に入った瞬間、ソーヤの腹の底に火ひ種だねのような熱の塊かたまりが生まれた。

　ルルファは気にした様子もなく「あら」とからかうような微び笑しようを浮かべる。

「そうでしょ？　魔術は使えて当たり前なのよ。そんな当然のこともできないなんて、人より劣ってるとしか言えないじゃない」

　見下しきった態度。人を人とも思わない口ぶり。

　それがソーヤ個人に向けられたものなら、我慢できただろう。だが、この少女の言葉は、魔力無しゼロ全体を侮ぶ蔑べつするものだ。

　魔力のない体にされた者も含め、全てを──。

　腹の底に沈んでいた火種が燃え移ったように、かっと頭が熱くなる。




「はーいっ、新入生の皆さーん！　もうすぐ入学式ですよ！　早く体育館へ集まってくださぁーい！」




　間延びした、それでいて潑はつ剌らつとした声が、校舎の方から聞こえてきた。

「…………」

　目を向ければ、おっとりとした感じの若い女性が、手を振りながら呼びかけてきている。学院の先生だろうか。

　道を歩いていた生徒たちも、ルルファも、早足になって坂道を登っていく。

　もやもやとした思いを抱えたまま、ソーヤも体育館へ向かうことにした。

　……冷静になれ。師匠の教えを思い出すんだ。自分にそう言い聞かせながら。




　魔術学院への入学が決まって間もなく、師匠はソーヤを呼び出して言った。

「いいですか、ソーヤくん。私はあなたを鍛きたえ、戦う技を教えました。けれども、技術はしょせん技術でしかありません。肝心なのは、心のありようです」

　頷うなずき返すソーヤに、師匠はなおも穏やかに説く。

「これから先、あなたの前には多くの苦難が立ちふさがるでしょう。そんな時、どうすべきか……わかっていますね」

　師匠は曇くもりのない笑みを浮かべ──握にぎり拳こぶしの親指を、びっ、と下に向けて突き出した。

「気に食わない奴は、全員ヤってしまいなさい♪」




「……はっ！」

　盛大な拍手の音で、我に返った。

　ソーヤは体育館の中、他の新入生たちと肩を並べて着席していた。壇だん上じようではどこぞの賓客らしい老人が頭を下げている。

（いかんな……昨日も、夜まで師匠に稽けい古こをつけてもらっていたから……）

　疲労のせいで意識が朦もう朧ろうとしていたようだ。慌てて周囲に倣ならい、拍手する。

　進行係が読み上げるプログラムに従い、続いて壇上に現れたのは、学院長だった。

　──おそらくは、本人だ。

　学院長の姿を初めて目にしたのだろう、周囲の新入生たちがざわめく。

　無理もない。ソーヤも目にするのは二度目だが、初めて見た時は驚いたものだ。

　あまりにもつぶらな瞳。小柄すぎる身の丈。全身を覆おおうふっかふかの体毛。

　演台の上に後ろ足で立って、ぴょこんと前足を挙げたのは、一匹のモモンガだった。

「やあ、新入生諸君！　ボクがこの魔術学院の長、クロロ・ラムだ！」

　モモンガが喋しやべった。

　新入生の反応は、絶句する者が半数、困惑の言葉を漏らすものが半数といったところだった。無理もない。

　学院長は後ろ足で立ったまま、大きな黒目をぱちくりして、きょとんと首を傾かしげた。

「……あれえ。もっとこう、黄色い悲鳴があがるのを期待したんだけどな。ほら、ふかふかだよ？　もふもふだよ？　エサを与えたくなるだろう？　撫なでてもいいのだよ？」

「学院長。この後もプログラムがありますので、簡潔にお願いします」

　演台の上で跳ね回ったりお腹なかを見せたりしていた学院長に、進行係の教師が釘くぎを刺す。

「ちぇー。せっかくかわいくなったのに。わかりましたよ、元に戻りますよお」

　モモンガが小さな声で詠唱すると、そのシルエットが光に包まれ、大きく膨ふくらんで形を変える。

　光の中から、姿を現したのは──大魔導師のローブに身を包んだ、妙みよう齢れいの女性だった。

　背が高く、ゆったりとしたローブの上からでもわかるほどメリハリの利いた体つきをしている。しかしその瞳に宿っているのは、少年のように爛らん々らんとした輝きだった。

「……さて。改めて、ボクが学院長のクロロ・ラムだ。堅苦しいのは苦手だから必要なことだけ言っておく。ボクたち教師がキミたち生徒に望むものはひとつ。競うことだ」

　細長い指をぴんと一本だけ立てて、クロロはにんまりと笑った。

「競い合い、自己を高め、より高位の魔術師として成長を遂げることだ。既に知っていると思うけど、入学後、キミたち一人一人にはランクが与えられる。そして、そのランクを賭かけて、随時開催のランキング戦に参加してもらう」

　周りの新入生たちが、緊張に身を強こわばらせるのがわかった。

　ソーヤ自身も、これから始まる戦いの日々を思えば緊張が走った。

　だが、勝たねばならない。強くならねばならない。

　ソーヤには、その理由がある。

「我こそ最強、と思う者は頑張りたまえ。この学院には世界中から、キミらと同年代では最高峰の魔術の使い手が集まっている。三年間、少なくとも退屈はしないはずだよ」

　壇上から全校生徒をぐるりと見回して、クロロは声を張り上げた。

「見事学友との戦いを制し、この学院の頂点に登り詰めた者には、大魔導師クロロ・ラムの名において、最高の栄誉を与えよう。若人わこうどよ、研けん鑽さんしろ──以上だっ！」

　拳を突き上げてクロロが吼ほえた瞬間、拍手の嵐あらしが巻き起こった。

　ソーヤも拍手をしながら、改めて気を引き締めていた。これから先、たとえ誰が相手でも、決して負けるわけにはいかない──そう心に誓って。

「続いて、新入生挨拶。新入生代表、ルルファ・アーリア・バーシュメルド」

　新入生の最前列にいたルルファが立ち上がり、姿勢よく壇上に立った。

　花のように可か憐れんな少女の姿に、周囲から感嘆の声が漏もれる。ソーヤも、さっきの一件がなければ改めて見惚れてしまっていたことだろう。

　ルルファの挨拶は模範的だった。澄すんだ声で、すらすらと淀よどみなく、関係者への御礼と学院生活への希望を述べる。

　しかし、ソーヤには先ほどの魔力無しゼロに対する発言が頭から離れず、とても聞き入るような気分にはなれなかった。あれこそがあの少女の本性に違いないのだ。

　そして挨拶が終わりかけた頃、ルルファの本性は、誰にでもわかる形で牙きばを剝むいた。

「……実りある学院生活を送ることを誓い、入学の言葉とさせて頂きます──が、その前に。私事ですが、この場を借りてもう一つ誓いたいことがあります。それは、私こそがこの学院の頂点に立つ、ということです」

　それは唐突で、あまりにも大胆不敵な宣言だった。そこかしこの新入生からどよめきの声があがる……が、ソーヤはさっきの一件のおかげで、驚きもしなかった。

　こちらを見下ろすルルファの表情が、明らかに嘲あざけりのそれとわかるものへ変わる。

「この魔術学院には、世界中から有望な生徒が集まってくると聞いて、期待していたのですが──周りの新入生を見て、正直ガッカリしました。遊び気分の素人しろうとばかりで、失笑が漏れるほど低レベルです。上級生の皆さんの中にも、私と良い勝負ができそうな人はせいぜい片手の指で足りるくらいかしら？　この学院で一年も二年も学んでその程度だなんて、今までよっぽど楽をしてきたんですね。うらやましい限りです」

　挑発的に、上級生にまで矛先を向けていく。二年、三年の集団もざわつき始めた。

　流石さすがに言い過ぎじゃないのか──と思って先生たちを見ると、学院長は心底楽しげに大口を開けて笑っていた。いいのかよ。

　しかし、ソーヤが冷静でいられたのは、ルルファの次の言葉が耳に入るまでだった。

「おまけに、今年の新入生には、無能の魔力無しゼロさえ紛まぎれ込んでいる始末。もはや低レベル以前の問題です」

　──ずきり。

　腹の奥にまた、火種のような熱いものが生まれた。

　無能？　無能と言ったのか、あいつは。

　ソーヤだけでなく、魔力を持たない人間全てを貶おとしめるような言い方をするのか──。

　不意に、妹の笑顔が脳のう裏りをよぎった。

　魔術学院に入学する自分を励ましてくれた笑顔を。

　弾はじかれたように、ソーヤは立ち上がっていた。

「まず私はこの学院の頂点に立ち、更に上を目指して──」




「いい加減にしろッ!!」




　壇上のルルファに指を突きつけ、腹の底から叫んだ。

　館内がしんと静まり返る。周囲の視線がこちらへ向く。それを自覚してもなお、我慢はできなかった。

「黙って聞いていれば、言いたいことばかり言って……他人を見下すのも大たい概がいにしろ」

「……あんたは……さっきの」

　こちらを捉とらえたルルファの目が、すっと細められる。

「そうだ、俺が魔力無しゼロのソーヤ・ディオスだ！　無能だと？　劣等人種だと？　そこまで言うなら、どちらがより優れているか、ハッキリさせてやろうじゃないか」

「何ですって？」

「俺は誓うぞ、ルルファ──ランキング戦が始まり次第、真っ先にお前を倒す!!」

　荒ぶる感情をそのまま吐き出すように、芯しんの通った声で宣言した。

「…………言ったわね。魔力無しゼロの分際で」

　ルルファはこちらをまっすぐに睨み返し、ぎり、と並びの良い歯を軋きしませた。

　静まり返った館内に、腹を抱えて転げ回る学院長の笑い声がこだましていた。




　波乱に満ちた入学式はどうにか収拾され、ソーヤたち新入生はそれぞれの教室へ移動した。ソーヤのクラスは１年１組だ。

　全員が黒板に記された通りの席に着くと、見覚えのある若い女性が黒板の前に立った。今朝、新入生を体育館へ誘導していた先生だ。

「改めて、入学おめでとう！　わたしはこれから一年間、この１年１組を担任として受け持つ、クレア・カーライルです。さて、まずは……」

　ソーヤと、その隣の席を順番に見比べて、引きつった笑みを浮かべる。

「……せ、席替えをしましょうか？」

　ソーヤは最後列の窓際の席だった。その右隣でむすっと唇くちびるを尖とがらせているのは、あのルルファだ。

　同じクラスというだけでも嫌なのに、隣の席とは実に忌いま々いましいことだ。向こうも同じことを思っているらしく、席に着いてから一度もこちらを見ようとしない。

「そうですね。私の左にいる魔力無しゼロを速やかに移動させるべきだと思います。移動先は廊下か中庭なんて開放的でいいと思いますが」

「だ、そうですよ、クレア先生。ルルファさんは廊下や中庭がお好きなようなので、移してあげるのがいいんじゃないですか」

「……気安く名前呼ぶんじゃないわよ、魔力無しゼロ。焼き尽くされたいの？」

　ルルファが敵意に満ちた目でこちらを睨む。ソーヤも負けじと睨み返した。

　クレア先生が泣きそうな顔になって、頭を抱えた。

「ううっ、なんで初日からこんなにギスギスしちゃうの……クラスメイトは仲良くあるべきなのに……ううん、がんばるのよクレア。これも教師としての試練なんだわ！」

　ぐぐっと拳を握りしめ、先生は一人で気を取り直す。

「自己紹介をしましょう！　前の席右側から順番に、名前と、趣味や特技をどうぞ」

　先生が仕切り直して、ようやく教室の空気が幾分か和らいだ。指名された順に起立しての自己紹介が始まる。

　さすがに初日だからか、大人しめな印象の生徒が多い。中にはルルファに対抗心を燃やしてか、好戦的な態度を見せる者もいたが、ルルファはずっとこちらを睨んだままで見向きもしない。先に目をそらしたら負けだ、とでも思っているのだろうか。

　しかしルルファの番が回ってくると流石にそうもいかないようで、「……チッ」と舌打ちしてから起立した。

「ルルファ・アーリア・バーシュメルドよ。趣味は魔術の研究。特技は炎の魔術──第四領域までマスターしているわ。痛い目を見たければ、いつでも挑んできなさい」

　自信満々にルルファが告げて再び着席すると、動揺の声があちこちから聞こえた。ソーヤも内心で驚いていた。

　魔術はその有効性や威力によって「領域」と呼ばれるランク付けがされており、その数字が大きいほど高位の魔術となる。

　一般に、第三領域まで扱えれば一人前という話だから、第四領域が扱えるなら上級魔術師として名を馳はせてもおかしくないレベルだ。どうやら実力は本物らしい。

「はい、それじゃラストですよ。ソーヤ・ディオスくん、お願いします」

「……え？　あ、はいっ」

　にこやかな笑顔でクレア先生に促され、ソーヤは慌てて立ち上がった。

「ソーヤ・ディオスです。趣味は体を鍛えること。特技は……」

　深く息を吸い、ぴんと背筋を正して、答える。

「くすぐりです」

　しん、と教室が静まり返った。

「……くすぐり……って……あの？」

「先生のご想像通りだと思います。人をくすぐる技にかけては誰にも負けません」

「……は、はあ、そうですか。では、自己紹介も終わったところで……」

　先生は何故かとても微妙そうな反応で、自己紹介を切り上げた。右隣からも白けた視線を感じる。

「授業は明日から始まりますが、その前に……今日から始まる、我が校独自のランキング戦について説明します。とっても大事だから、よく聞いてくださいね」

　こほん、と先生が咳せき払ばらいをしたのを合図に、ソーヤを含む皆が姿勢を正した。

「あなたたち新入生には、入試の実技テストの成績に応じた暫ざん定ていランクが設定されています。机の抽斗ひきだしの中に、手のひらサイズの魔術水晶のプレートがありますから、確認してください」

　言われた通りに自分のプレートを取り出す。ソーヤの名前が刻印された半透明の水晶の中に、「１０１」という数字が浮かんでいる。

「今年の新入生は全部で一○一人。現在皆さんに与えられているのは学年内でのランクです。数字が10の人なら一○位、30の人なら三○位ということですね」

　予想通りの最下位だった。実技テストは魔術の試験だったから当然だが。

　横目で隣を窺うかがうと、ルルファは「１」の数字が浮かぶプレートを退屈そうに弄もてあそんでいた。自慢する様子もなく、むしろ当然といった風だ。

「自分のランクは、ランキング戦を行うことで上下します。ランキング戦の際は、練れん魔ま場じようという試合専用の施設へ移動した上で行ってくださいね。間違っても、校舎の敷地内で戦ったりしないこと。練魔場の場所は、皆さんの抽斗に学院の地図が入っていますから、それを見て確認してください」

　再度、抽斗をあらためると、奥の方に折りたたんだ地図が入っていた。練魔場は校舎から独立した建物で、渡り廊下で繋つながっているらしい。

「先生。全部で一○一人ってことは、１年生は１年生だけで競うんですか？」

　前の列の男子が挙手して尋ねる。クレア先生は「いえいえ」と首を横に振った。

「最初の一ヵ月は新入生をランキング戦に慣れさせるため、学年別になっていますが、五月からは全学年合同です。上級生にも負けない気持ちでがんばりましょうね」

　無邪気に励ましてから、先生は説明に戻る。

「もちろんランキング戦に勝てばランクは上昇し、負ければ下降します。計算方法は……あれ？　別紙を用意してたんですけど、職員室に忘れてきちゃったのかな……」

　教壇や手提げ袋をがさごそと捜して、先生は首を傾げた。

　ちょっと待っててくださいね、と言い残して教室を出て行く。

　そそっかしい先生だな──と思っていると、いきなり隣で立ち上がる気配がした。

「いいタイミングだわ。練魔場に行くわよ、魔力無しゼロ」

「……本気か？　まだ先生の話が途中だぞ」

　聞き返すと、ルルファはソーヤの机を掌てのひらで叩たたいて身を乗り出した。

「だから行くのよ。いい？　私はランキング一位なんだから、他の生徒から挑まれる立場になるわ。あんたみたいなカスの相手をする暇ひまがあるのは今くらいなのよ」

「……なるほど。それなら仕方ないな」

　挑発交じりだが、一理ある話だ。頷いて、ソーヤも立ち上がった。

　こちらの様子を見たクラスメイトたちから動揺の声があがるが、全校生徒の前で衝突した二人を止める気は、もはや誰にもないようだった。好奇の視線を背中に浴びながら、ソーヤはルルファの後に続いて教室を出た。




　一階の渡り廊下を抜けて、隣接する練魔場へ向かう。

　地図で見る限りはコロシアムのような円形の建物のはずだが、近くで見ると大きすぎて形がよくわからない。地図の縮尺が確かなら、校舎よりも巨大なはずの建物である。

　中に入ると、開放感のあるロビーになっていた。さすがに時間が時間だからか、まだ人の気配はない。

　壁にかかった見取り図を見ると、この建物の中にいくつもの小部屋があり、それぞれの小部屋が試合場の機能を持っているようだった。

　建物の中心部は吹き抜けになっていて、その場所が最大規模の試合場になるようだが、普段のランキング戦には使えないらしい。

「こっちよ」

　ルルファの先導に従い、近くの部屋へ入る。

　小部屋と言ったが、入ってみると中はソーヤの予想よりもずっと広々としており、一部屋で小規模な体育館ほどの広さがあった。天井も高く、部屋の両サイドには二階席が備えられている。観戦も可能ということだろう。

「互いが所定の位置に立てば、すぐに試合を始められるわ。床の一部が水晶でできている箇所があるでしょ？　そこに立って」

「やけに詳しいんだな」

「姉様がこの学院の卒業生だからよ。私だけ試合の前にルールを知ってたのが不公平だとか、後で難癖つけられるのも面倒だから教えてあげてるの」

　悪態をつきながら、ルルファは水晶板の上に立った。ソーヤも所定の位置に向かう。

　互いが水晶板の上に立って向かい合った。距離は大おお股またで十歩ほどだろうか。

　真紅の髪を指先で摘つまんで弄いじりながら、ルルファはつまらなそうにこちらを見た。

「私の名誉のために言っておくけど、弱者をいたぶる趣味があるわけじゃないわ。でも身の程をわきまえないバカを見過ごせるほど寛かん容ようでもないの。あんたを徹底的に痛めつけて、二度と逆らう気も起こらないように矯きよう正せいしてあげるわ」

「……いいだろう。俺が負けたら二度とお前には逆らわない。その代わり、お前が負けたら、魔力無しゼロへの侮ぶ辱じよくは取り消してもらう」

「何でも勝手に決めれば？　魔力無しゼロが私に勝てるわけないんだから」

「──その前に、ひとつルールの確認だが。ランキング戦は、体術の使用も認められていると聞いている。俺が魔術以外の方法で攻撃しても、それを卑ひ怯きようだとは言うなよ」

「当然よ。私だって格闘術の心こころ得えはあるわ。打撃でも関節技でも、そう簡単に入るとは思わないことね」

「それを聞いて安心した」

　と──話している間に、足元の水晶板が白く発光し始めた。

　がごんっ、と大きな音を立てて、突然地面がせり上がる。

　石造りの正方形の舞台リングが、ゆっくりと二人を押し上げた。一片の長さは約二五メートルほどで、周囲の地面よりわずかに高くなっている。

「勝手に決めたけど、試合形式はベーシックでいいわよね？」

「ベーシック？」

「相手の耐たい力りよくゲージをゼロにするか、この舞台リングから落とせば勝ちってこと」

「それは構わないが……ゲージ？　というのは何のこと……」

　詳しく聞こうとした時、天井に近い位置から音声が聞こえた。

『１年１組、ランキング一位、ルルファ・アーリア・バーシュメルド。１年１組、ランキング一○一位、ソーヤ・ディオス。術式生体認証が完了しました。──試合を開始してください』

　水晶板が光を失う。

　それと同時に、ソーヤとルルファの頭上に、一条の光の帯が走った。光の帯は頭上に浮いたまま、二人の動きに追随する。

「これは……なんだ？」

「耐力ゲージよ。ダメージを受けるほど光の帯が短くなって、戦闘不能になると完全に消える。そうなったら試合終了」

「戦闘不能で試合終了……つまり、大怪我を負わないように、か」

「そうよ。あんたが致命傷を負う前に、生体認証が私を止めてくれるってこと。もっとも、死なない程度に痛い目を見ることにはなるわけだけど──」

　一歩、先に踏み出したのは、ルルファ。

「覚悟することね、魔力無しゼロ。あんたは最悪の相手を敵に回したのよ」

　艶つややかに輝く真紅の髪をかきあげて、ルルファは笑った。

　その瞬間、ルルファの周囲、あるいは無人の試合場全体の大気が揺らいだようだった。

「魔術師六祖、バーシュメルドが一人。ルルファ・アーリア・バーシュメルドの名を、二度と忘れないよう、その身に焼き付けてあげるわ!!」





　　＊＊＊






「──そこから先は、既にお話しした通りです。俺はルルファを前後不覚になるまでくすぐり、勝利を収めました」

　それまで黙って話を聞いていたクレア先生は、「えっ」と小さく声を漏らした。

「何か説明不足がありましたか？」

「い、いえ、説明不足っていうか……なんか、最後でいきなり意味がわからなくなったんですけど。くすぐりって……」

「はい。くすぐりです」

「くすぐられたくらいで、あのルルファさんが負けるとは思えないんですけど……」

「ただのくすぐりならそうかもしれませんが、俺のくすぐりは並のくすぐりとは違います。ある流派の使い手のもとで学んだ特別な技です。……何なら試してみますか？」

　ソーヤの提案に、先生は一瞬虚きよをつかれたような顔をしたが、すぐにふんぞり返って余裕を見せた。

「いいですよ？　こう見えても先生、くすぐりには強いんです。でも、変なところに触ったら、めっ、ですからね」

「わかってますよ。じゃあ、触れてから三秒間こらえたら先生の勝ちでいいです」

　言いながら、ソーヤは立ち上がり、クレア先生の隣に移動する。

　クレア先生も、ルルファほどではないが小柄な体格をしている。眼鏡めがね越しにこちらを見つめる大きな瞳が、ますます子供っぽい印象を強めていた。

　しかし、細身のルルファに比べると全体的に肉付きが良い。ぷにぷにとした桜色の頰ほおは艶やかで、白い薄手のブラウスから伸びる腕や、ひらひらとしたスカートから覗く脚も女性らしい丸みを帯びている。生地を押し上げる胸の膨らみも、ルルファと比べるまでもなく大きい。

　なるほど──と、落ち着き払ってソーヤは弱点を予測する。

「ふふん、一分でも三分でも構いませんよ？　どうせいくらくすぐったところで、無駄なんですから──」

　先生の腋わきに手を差し込んで、肩けん甲こう骨こつの形をなぞるように、つぅーっと撫なで下ろした。

「っぷひゃふふ、ぁはははっ!?」

　おとがいを反らせて先生が噴き出す。直後、はっと我に返ったように、手で口元を押さえた。

「俺の勝ちですね、先生」

「……い、今のなしです！　笑ってません、ちょっとびっくりしただけですっ！」

　先生は頰を真っ赤にして、ムキになって反論した。

「あり得ないですよ、私がそんな……だって、今まで友達とかにふざけてくすぐられても全然何ともなかったのに……」

「じゃあ、もう一回くすぐります。それで笑ったら認めてくださいよ」

「……いいですよ？　来るってわかってれば何ともありませんから」

　構えるように、先生が身を強ばらせる。

　ソーヤは指先に力を込めた。やわらかな肌を指の腹でひっかくようにして、肩甲骨のラインを上下に素早くなぞる。

「ひぅ……っん、ふ、んっ……！」

　先生は唇を引き結んでこらえると、どうだ、と言いたげな瞳でこちらを見上げた。

「俺はまだ指一本しか使っていませんよ、先生」

　しかも、既にソーヤは完全に見切っている自信があった。

　指を這はわせた瞬間の反射感度、呼吸と鼓動のリズムに最適な緩急を。

　腋と背中の境界──探り当てたその弱点に五指を滑らせ、こしょこしょこしょっとくすぐっていく。

「ふぁっはっはっは!?　や、なんっ、きゃはははは！　ふひゅひゃひゃひゃひゃっ!?」

　早くも涙目になっている先生の笑い声を聞きながら、ソーヤは責めの手を更に研とぎ澄すませていく。

　ただ闇やみ雲くもに指を蠢うごめかせるのではなく、全ての指先が弱点のポイントを擦こするようにして、それでいて単調にならないよう緩急をつけてくすぐり立てる。

　先生の体が弾かれたように大きく跳ねた。












「おっと！」

　その勢いで、座っていた椅い子すごと倒れそうになった先生を、とっさに腕を摑つかんで膝ひざ立だちにさせた。

　先生は一瞬、自分が倒れかけたことにも気づかなかった様子で、濡ぬれた瞳でソーヤの顔を見つめた。

「ソ、ソーヤさん……？　ふぅ、あっ……ありがとう、ござ──ぷぁはははははっ!?」

　服の前がはだけて脇腹が覗いていたので、直接素肌に指を立て、更にくすぐる。

「やはっ、や、わか、わかりまひゃははっ、あひひ、し、しん、信じますからぁぁ!!」

　泣き声でそう言われたので、ソーヤは手を止めた。

　手を離すと、クレア先生はふにゃふにゃと軟体動物のように崩れ落ちた。

　荒く深い呼吸に合わせて、肺が活動しているのだろう。豊かな胸が艶なまめかしく上下すると、はだけたブラウスが捲めくれて、ピンクストライプの下着が露わになる。

　……さすがに目の毒だ。急に後ろめたさを覚えて、先生の顔に視線を移す。

「ぜぇっ……はぁ、えふっ、はふ……」

「すみません、少しやりすぎました。大丈夫ですか、先生」

「し……信じます……このくすぐりは、もはや、武器です……」

　上気した顔で天井の一点を見つめて、先生は呟いた。わかってもらえたようだ。

「じゃあこれで、俺がルルファに何もいかがわしいことはしていないということも、わかってもらえましたね？」

「……ま、まあ、そうですね……って、はれ？」

　潤うるんだ瞳で自分の体を見下ろして、先生は小首を傾げ……次の瞬間、湯気が立ちそうなほど顔を真っ赤にし、ブラウスの前を寄せ合わせた。

「きゃああああぁっ!?　な、なな、なんでわたし、こんな格好っ!?」

「ああ。くすぐられると全身を激しくくねらせることになるので、その勢いで衣服が乱れるのも珍しくないんですよ」

「珍しくないんですか!?　わっ、わたし……男の子に、み、みら、見られっ……」

　先生は瞳に涙を溜ためて、弾かれたように立ち上がった。

「もう……もうっ、お嫁に行けませぇえええんっ!!」

　意味深なことを口走りながら、生徒指導室を出て行こうとした。

　が、ドアの前で「あうっ」と腰砕けになり、前のめりに突っ伏した。

「くすぐられたばかりで腰が抜けているんですよ。今起こしますから」

　見かねたソーヤはクレア先生の背後に回って膝をつき、抱き起こそうとした。

　その時、ガラッと音を立てて目の前のドアが開いた。

「カーライル先生？　今の悲鳴はいったい……」

　立派な白ヒゲをたくわえた男性教諭は、ドアに手をかけたまま硬直した。

　服をはだけさせ、お尻を突き出すような格好で突っ伏したクレア先生と、その真後ろで膝立ちになっているソーヤを交互に見下ろす。

「……こっ……これは……!?」

「ひっく……う、うわぁぁぁーんっ!!」

　クレア先生はパニックを起こしたように、廊下へ飛び出していってしまった。

　あんな格好で転んだところを見られたのが、よほど恥ずかしかったのだろう。泣かせるつもりはなかったのだが、機会があったら後で謝らねばなるまい。

「お、おいっ！　お前、新入生だな？　カーライル先生に何をした!?」

　取り残された男性教諭が詰め寄ってくる。どうやらまた勘違いをしているらしい。

　だが、ちゃんと同意を得てくすぐったのだから、何も問題はあるまい。毅き然ぜんとした態度で、ソーヤは説明する。

「何か勘違いなさっているようですが……すべて、合意の上でやったことです」

「ご──合意の上ッ!?」

「いや……成り行きで言えば、むしろ俺がクレア先生に求められたと言うべきですか」

　間違いなく求められた。説明を。

　そう言ったつもりだったのだが、男性教諭は雷にでも打たれたように身をすくませ、アゴが外れそうなほど大口を開けて打ち震えた。

「き、教育の……神聖なる教育の現場で、なんという……こと、をっ……ををを……」

「噓うそだと思うならクレア先生に訊きいてください。それじゃあ」

　とりあえず、本人に訊いてもらえば誤解も解けるだろう。

　何故か立ち尽くしたままでいる男性教諭を置いて、ソーヤは教室へと戻った。




　教室は既に無人だった。

　時計を見れば、午後二時を回っている。今日の式次第は午前中だけだったはずだから、他のクラスメイトはとっくに帰宅したのだろう。

　ソーヤも自分の鞄かばんを回収し、帰ることにした。

「……待ちなさいよ」

　教室の出入口に、小さな影が立ちふさがった。その声は震えていた。

　ほんの数時間前まで揺るぎない自信に満ちていた紅あかい瞳は、今はこぼれ落ちそうなほどの悔し涙に満ちている。固められた両の拳がわなわなと揺れていた。

「待ち伏せか、ルルファ？」

「気安く呼ばないで！　あんた、よくも……よくもこの私に、あんな恥を……!!」

「負けることは恥じゃない。敗北を受け止め、乗り越えることができれば人は成長する」

「うっさいわよ、このド変態!!　今更まともっぽいこと言うな!!」

　怒鳴って、水晶プレートを投げつけてきた。飛んできたそれを空中でキャッチする。

「おい、少し落ち着け。俺もさっきは頭に血が上っていて、結果的にケンカを売り買いする形になって、悪かったと思ってる。だけど、これからはクラスメイトなんだし、仲良くだな──」

「するわけないでしょ!?　こんなの絶対に認めない……絶対にあんたを這はいつくばらせて、今日のアレは何かの間違いだったってことを証明してやるんだから!!」

　威い勢せい良く吐き捨てて、ルルファは廊下を駆けていった。

「恥、か……」

　投げつけられたプレートに視線を落とす。

　ルルファの名が刻まれた水晶板に浮かぶ数字は『75』に変わっていた。

「……なるほど。ずいぶん一気に順位が落ちるわけだ」

　これは、思っていた以上に深刻なことをしたのかもしれない。

　プレートを鞄にしまいながら、ソーヤは、明日の朝ルルファにどう声をかけるべきかと考えていた。












　朝の空気は清流のように冷たく澄すんでいる。特に夜と朝の狭はざ間ま、空が白み始めた頃の空気は格別に良いものだ。

　フィーゼフト魔術学院は街からも近い位置にあるが、自然の力を利用した魔術が行使しやすいようにと、学院の周囲は森や川、湖などに囲まれている。

　おかげで、早朝のジョギングコースには全く事欠かない。軽く十キロほど走り込んでから、ソーヤは門の前で足を止めた。

　校舎と、周囲の景色に目を向ける。まだ夜が明けたばかりとあって人の気配はない。

「しかし、少し寂しいな……」

　学院に入るまで師匠のもとで修行に明け暮れていたソーヤにとって、一人きりで鍛たん錬れんに励はげむのは久々のことだ。どうにも気分が落ち着かない。

　せめて誰か、付き合ってくれる相手でもいればいいのだが……この魔術学院において異端である、魔力無しゼロのソーヤと友人になりたがる者がいるかどうか。

　実際、今までにも、この体質のために数え切れないほど差別を受けてきた。そんな中で、ソーヤと仲良くしてくれる相手など──。

「……いや、昔はいたな。一人だけ」

　思い出すのは、七年も昔のことだ。

　魔力無しゼロのソーヤは、当時、いじめの標的だった。みんなと違うというだけでからかわれ、毎日のように心ない罵ば声せいを浴びせられていた。

　妹はかばってくれたが、そのせいで幼い妹までいじめの被害に遭あうことになった。

　ただ、周りには味方もいた。隣の家に住んでいた、魔術の得意な女の子だ。

　ソーヤたちがいじめられていると、その友達は真っ先に飛んできて、ソーヤと妹をかばい、時にはやり返してくれたりもしたものだ。

　今頃、あの子はどこで何をしているのだろう──郷きよう愁しゆうの念が胸をよぎった時、不意に遠くから、けたたましく地を踏み鳴らす音が聞こえてきた。

「……ん？」

　道をまっすぐに駆けてくるそれは、人間ではなかった。硬い蹄ひづめで地を蹴けって猛進する、赤みがかった毛色の駿しゆん馬めだった。

　なんでこんなところに馬が──と考えている暇はなかった。馬は土煙をあげて爆走してくる。このまま突っ立っていたら跳ね飛ばされてもおかしくない。

「仕方ないな……！」

　ソーヤは身構え、馬が突っ込んでくるタイミングに合わせて──突進した。

「はああっ！」

　すれ違いざまの一瞬で馬の胸、腹、脚の内側、尾の付け根へと指を立て、滑らせる。

　馬の高らかな鳴き声が、澄んだ空気を震わせた。

　身を翻ひるがえして様子を窺うかがうと、馬は脚を折り畳んで地面に腹をつけ、うっとりとした優しい瞳ひとみで虚こ空くうを見つめていた。

　とりあえず無力化には成功したようだとわかり、胸を撫なで下ろす。

「ふう……我ながら、今朝もなかなかの指先のキレだ」

　しかし、どうしてこんなところに馬が？　大人しくなった馬の鬣たてがみをこちょこちょとほぐしてやりながら、ソーヤが首をひねっていると、今度は別の足音が近づいてきた。

「ブラド、どこへ行ったの!?　ブラドーっ!?」

　聞き覚えのある声だ。見ると、駆けてくる二人のうち、片方は見知った相手だった。

「ルルファ……？」

「げっ……魔力無しゼロ」

「その呼び方はやめて欲しいんだが。もしかしてこいつ、お前の馬なのか？」

　すっかり落ち着いた様子でソーヤの手に顔をすり寄せてくる馬を示し、尋ねる。

　ルルファは目を丸くして、馬とソーヤを交互に見つめた。

「まさか……あんたが、ブラドを大人しくさせたの？」

「感謝しろとは言わないが、気をつけてくれよ。相手が俺でなかったら、大おお怪け我がをしていたかもしれないところだ」

「そ、それはごめん……でも、これっていったい何をしたのよ？　私が許可してない相手に、ブラドがこんなに懐くなんて……」

「いや、懐いたわけじゃない。俺の指技の虜とりこになっただけだ」

「……あっそ」

　物言いたげなルルファの隣で、メイドが深々と頭こうべを垂たれた。

「申し訳ございません。その子には馬車を引かせていたのですが、途中で急に暴れ出して、馬車に繋つなぐ金具が壊れてしまって……点検不足でした」

「結果的に何事もなかったんだ、次から気をつけてくれればいい。それにしてもルルファ、こんな朝早くから登校か？　まだみんな眠っている時間だぞ」

「……あんたには関係ないでしょ」

　ルルファは目を合わせようともせずに言った。昨日のことがよほど許せないのだろう。ソーヤとしては、クラスメイトといつまでもギスギスしているのは気分が良くないし、早く仲直りしたいところなのだが……。

「あの……ところであなたは、お嬢様のご学友でいらっしゃいますか？」

「学友？　冗談じゃないわ、こいつは敵よ、私の敵っ!!」

　メイドの質問に、ソーヤより早くルルファが答えた。即答だった。

「……まあ、確かに敵だったかもしれないが、初日から一戦交えた仲じゃないか。わだかまりは水に流して、仲良くしないか？」

　ソーヤとしても言いたいことは色々あるが、勝負に勝ったおかげで心に余裕がある。ここは自分が大人になるべきだろうと思った。

　と──何気ない返事のつもりだったが、ソーヤの言葉に、二人は過剰に反応した。メイドは瞳を輝かせ、ルルファは顔色をなくしていた。

「まあ！　お嬢様、初日からこの方と試合をなさったのですね？　夕べの食事では、一言もそんなことは仰おつしやらなかったのに」

「え、ええ……そうだったかしら……」

「ということは、もちろんお嬢様が完勝されたのでしょうね。ああ、わたくしもお嬢様の勇姿を一ひと目め拝見しとうございました！」

　祈るように両手を組んで盛り上がるメイド。しかし勘違いをしているようだ。

「いや、勝負に勝ったのは俺のほ──うぐむっ!?」

　訂正しようとした口を、ものすごい勢いでルルファの手が塞ふさいできた。その額ひたいにだらだらと冷や汗が流れている。笑い顔を作っているが、目は全く笑っていない。

「あははは！　いやねえ、記憶が混乱してるんじゃないかしら？　まあ、この私に倒されて翌朝から歩き回れるんだから大丈夫よね！　大丈夫ったら大丈夫よね!?」

　襟えり元もとを摑つかんでがくがくと揺さぶってくる。

「あっ、そんなことよりブラドも見つかったんだから、早く寮りようの部屋に荷物を運び込まなきゃ！　無駄話をしてる時間なんてないわよ。さあ、急いだ急いだ！」

　早口で一気にまくし立て、馬の手綱を引っ張って起こすと、ルルファは今来た道を戻っていった。メイドも若干戸惑った顔をしながらついていく。

「……何なんだ、あいつ」

　取り残されたソーヤは、ぼんやりと立ち尽くしたまま呟つぶやいた。




　登校したソーヤは、昨日のものとは異なる奇異の視線がまとわりつくのを覚えた。

　教室中の視線がソーヤの席に注がれている。単なる好奇の目だけではない。気のせいかもしれないが、憧あこがれ、あるいは畏い敬けいにも似た眼まな差ざしを感じる。

　何かあったのだろうか……と不思議に思いながらも、自分の席に着いた。ルルファはまだ来ていないようで、隣には誰もいない。

　待ち構えていたように、数名のクラスメイトがソーヤの席に近づいてきた。

「なあなあ。お前、あのバーシュメルドに勝ったんだって？」

「えっ？　……なんでそれを？」

　ソーヤは驚いて聞き返した。一同が「やっぱり！」と盛り上がる。

「全員のランクは、中庭の記録水晶に表示されてるんだ。昨日、お前とバーシュメルドが出て行ってからランクが変動してたから、きっとそうなんだと思ってさ」

　そんな便利なものがあったのか──と思ったが、そういえばソーヤは昨日、先生の話を途中までしか聞いていなかった。おそらくあの後に説明されたのだろう。

「すごいじゃない、魔術を使わずに魔術師六祖のバーシュメルドに勝つなんて！」

「どうやったんだ？　実はすごい拳けん法ぽうを使うとか？　なあ、教えてくれよ」

「いや、拳法じゃないんだが……実はな……」

　説明しようとした時、話し声が急に止やんだ。周囲の生徒が皆揃そろって、教室後ろの出入口に目を向けている。ソーヤも気になってそちらを見た。

　少しうつむいた無表情で立ち尽くしていたのは、ルルファだった。

　昨日のような自信も、激情も、何も読み取れない瞳のままソーヤの隣──自分の席まで歩いてくると、黙って席に着く。

　ソーヤを取り巻いていたクラスメイトたちは互いに目配せして、引き潮のように下がっていった。

「……絶対に、許さないから」

　ルルファが小さな、それでいて毒づくような声で吐き捨てた。

「放課後、練れん魔ま場じようへ来なさい。昨日のことが何かの間違いだったって証明してあげる」

「間違い……か。ルルファ。お前、ランキング戦の結果、家族に隠してるのか？」

　今朝のメイドの様子を思い出して尋ねると、ギロリと睨にらまれた。

「あんたには関係ないでしょ」

「それはそうだが、もうクラス中の噂うわさだ。いつまでも隠し通せるものじゃないぞ」

「隠し通すつもりはないわ。今は一時的にランクを落としただけ。あんたを倒して、他の上位ランカーも全員倒して、またトップに返り咲くだけよ」

「……そうか。いずれにせよ、挑まれた勝負は受ける。放課後は空けておく」

　答えてすぐにチャイムが鳴った。しかし、クレア先生の姿はない。

「クレア先生、職員会議で吊つるし上げに遭ってたぜ？　なんでも昨日の放課後、新入生と二人でいやらしいことしてたんだとか……」

「ええっ、ウソでしょ？　あの先生、マジメそうだと思ってたのに……」

　前の席から囁ささやき合う声が聞こえてくる。しかし、クレア先生なら昨日の放課後はソーヤと一緒にいたのだから、それは事実無根の噂だ。

　やがて教室前方のドアが開き、クレア先生が姿を見せた。

　よっぽどひどく追及されたのか、半べそをかいていた。

「……が、がんばるのよ、クレア……これは教師としての試練。試練なの……！」

　肩をぷるぷるさせて自分を励ます先生を見ながら、ソーヤは憤ふん然ぜんたる思いだった。

　いったい誰だ、そんな根も葉もない噂を流した奴は。




　その日から授業が始まった。といっても、初日とあって、授業内容は魔術の初歩的な内容の確認程度だ。

「……おさらいになりますが、わたしたち人間の体の中枢には〝魔力核コア〟が宿っています。触れることのできない非物理的器官ですが、魔力を生み出す源ですね。消費した魔力が時間経過によって回復するのも、この魔力核コアがあるおかげなんですよ」

　クレア先生の優しげな声と、黒板をチョークで打つ音が教室に響く。

「また、魔力は一定の免疫機能を果たしています。なので、魔力核コアに異常が発生した場合、普段はかからないはずの病気などにかかってしまう恐れがあります」

　魔力核コアに異常が発生した場合、という言葉にふと疑問を覚えたのだろう。クラス中から何人かの視線がソーヤに向いた。

　さっきも話に加わっていた、前の席の女生徒──確か、自己紹介の時にミイナと言っていた──が振り返り、ソーヤへの興味がありありと浮かぶ瞳で尋ねてきた。

「ディオス君って、魔力核コアがないんだよね。もしかして体が弱かったりする？」

「いや。先生が言っているのは、魔力核コアに異常が生じた場合に免疫が弱るという話だ」

「ん？　……それって、どう違うの？」

「先天性の魔力無しゼロは魔力核コアの不足を補うために、胎児の段階でリンパ節や脾ひ臓ぞうなどの免疫器官が発達するんだ。だから人並みの免疫力は持っている。先天性ならな……」

　頷うなずき返すミイナから視線を外して、ソーヤは今この場にいない妹のことを思った。

　ソーヤとは違い、妹は魔力核コアを持って生まれてきた。本来なら、何の不自由もなく暮らすことができていたはずだ。なのに……。

「……ソーヤさん。授業中の私語はいけませんよ？」

　教室前方からの声で我に返ると、クレア先生のジト目がこちらを向いていた。

「あっ……すみません。今の授業に、少し補足をしていて……」

「……補足ですか。そんなに余裕なら、次にわたしが出そうとしてた問題にも答えられますよね。現在、体系化されている魔術は、全部で何種類あるでしょうか？」

　先生はわざと意地悪っぽく言ったが、一瞬後には表情を緩ゆるめた。

「なーんて、ちょっとイジワル言っちゃいましたね。正解は──」

「現時点で三五一七種類。うち攻性魔術が二八○二、防性魔術が七一五です」

　答えを告げると、先生が感心したように目を丸くした。

「……せ、正解です。よく勉強してますね」

「炎属性が四○四種類、氷属性が一八六種類、土属性が二一九種類、雷属性が──」

「え？　ま、待ってください。全部覚えてるんですか？」

「はい。既に体系化されている魔術の効果と詠唱は、三五一七種類全て覚えています。相手がどんな魔術を使おうとしているのかは、詠唱の出だしを聞けばわかります」

　周りがざわついた。

　普通、得意な魔術の属性は一人一つと決まっていて、それ以外の属性の魔術は、よほどの訓練を積んでようやく初歩的なものが使える程度だ。

　だから、自分が使えない魔術の効果や詠唱をわざわざ覚える者はあまりいない。仮に覚えたとしても、よく使用されている魔術をいくつか自然に覚えるくらいだ。

　隣のルルファが、つまらなそうに鼻を鳴らした。

「ふん……それで、私が大技を使うタイミングを見切られたってこと……か」

「俺にはリーチがない分、後手に回れば勝ち目はなくなる。覚える必要があったんだ」

「自慢のつもり？　ちょっと記憶力がいいくらいで、調子に乗るんじゃないわよ」

「その『ちょっと記憶力がいい』だけの奴に負けたのは誰だ？」

「あんた今すぐ燃やされたいの!?」

　つい売り言葉に買い言葉で返してしまうと、ルルファが怒鳴って立ち上がった。

　その場は先生の介入で事なきを得たものの、ルルファは放課後まで、全身から怒りのオーラを放っていた。




　放課後になると、ソーヤとルルファはすぐに練魔場へ向かった。

　昨日とは違い、練魔場を利用中の生徒もいるらしく、廊下の移動中にも何度か遠くから破壊的な音が響いてくる。

　練魔場には高度な術式が組み込まれていて、内部で破壊されたものや生徒の負った傷は容易に修復・治療できるということを、ソーヤは今日の授業で初めて教わった。

「だから、遠慮も躊ちゆう躇ちよもしないわ。──今度こそ、あんたを焼き尽くしてあげる」

　水晶板に立ってソーヤと向き合うと、ルルファは低い声で言い放った。

「いや、昨日だって充分遠慮なかっただろう」

「うるさい！　そんな減らず口を叩けるのも今のうちよ!!」

　減らず口はどっちだよ──と言いかけた時、遮さえぎるように音声が響いた。

『１年１組、ランキング三八位、ソーヤ・ディオス。１年１組、ランキング七五位、ルルファ・アーリア・バーシュメルド。術式生体認証が完了しました。──試合を開始してください』

　光の帯──耐たい力りよくゲージがソーヤとルルファ、それぞれの頭上に浮かび上がる。

　ルルファが右手の甲に左手を重ね、詠唱する。

「天に輝く日にち輪りんよ！　降り注ぐ灼しやく熱ねつを、身に纏まといし紅炎を……」

　魔力を集中させるルルファと正対し、ソーヤは地を蹴り、突っ込んでいく。

　ルルファは詠唱に気を取られているのか、こちらを見ようともしない。

　ふと──その口元が、わずかに歪ゆがんだように見えた。

「我が敵を撃つ夷い滅めつの烈光と化して、猛火の路みちを──そこっ!!」

　ソーヤの手が届く直前、ルルファは詠唱を中断し、鋭い蹴りを繰り出してきた。

　それは、突撃してきたソーヤの顎あごを正確に打ち抜き、意識を刈り取る一撃──。

　の、はずだった。

　蹴りを察知したソーヤがルルファの足首を摑んでさえいなければ。

「……へっ？」

　ルルファの目が点になる。

「狙ねらいが正確すぎるな。悪いが、今日も俺の勝ちだ」

　左手で足首を摑んだまま、むき出しのふくらはぎや膝ひざ裏うらに右手の指を這はわせていく。

「はぷっ!?　こ、こらっ、ちょっと……は、離しなさっひゃふぁははは!?　やだっ、脚くすぐるの……ん、んぐっ、んん～……っぷぁはははは!!　膝っ、膝の裏だめえ!!」

　悔しさと混乱と羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にして、ルルファは暴れに暴れる。

　それと並行して、耐力ゲージがぐぐぐっと四分の一ほど削れていく。

　なるほど。初戦ではよく見ていなかったが、これは相手の限界がわかって便利だ。

　しかしこのままだと体勢を崩しそうなので、頃合いを見て床に寝かせてやる。

　肩で息をしながら、ルルファはキッと鋭い目つきで睨みつけてきた。

「ちょ、調子に乗らないでっ！　こんなの、全然くすぐったく……にゃははははっ！　ひぃ、っは、あは、ひゃふふふっ、だ、だめ、そこ、苦し……ひ、にゃあああ……！」




『ルルファ・アーリア・バーシュメルドの戦闘不能を確認。ソーヤ・ディオスの勝利です』

　ルルファのゲージが尽きると同時、試合終了の音声が響いた。

「……うん。これがルルファの体力の限界……なかなか正確だな」

　やはり息も絶え絶えになったルルファを横目で見つつ、思わず感心して呟いた。直視を避けているのは、またルルファの制服がはだけてしまっているからだ。

　衣服の乱れを直してやりたいところだが、昨日のように勘違いされては危険だ。

「それにしても、昨日もあれだけくすぐられたのに降参しないとは……相当な執念だ」

　戦闘不能により敗北。ランクは八八位にダウン。それが本日のルルファの戦績だった。

　しばらくすると、ルルファはよろよろと立ち上がった。膝ひざが小刻みに震えている。

「大丈夫か？　肩を貸すぞ」

「うるさい……あっ、きゃあっ!?」

　言ったそばから、ルルファは後ろに転んでしまった。

　その勢いで余計にシャツが捲めくれ、小ぶりな肩まで露あらわになる。玉のような汗が浮いて紅こう潮ちようした素肌は、未発達なボディラインとはアンバランスな色香を纏っていた。

　可か愛わいらしいレースがついた純白の下着も、肩かた紐ひもがずれかけていてやはり目に毒だ。

「いたた……え？　……きゃああああっ!?　な、何これ、なんで服が……!?」

　自分のあられもない恰かつ好こうに気づいたルルファが、胸を隠して悲鳴をあげた。

「くすぐっている間に服が乱れたんだ。よくあることだから、そう慌てるな」

「あ、あんた……見たの？　見たわよね？　っていうか、まさか昨日も……！」

「ああ、昨日も見た。だが、ひとつ認識を改めなければならないな。お前の平たい胸にブラは不要だろうと思っていたんだが、こういう事態ハプニングが頻発する以上は有用──」

　目の奥に火花が散った。

　額に頭突きを食らったらしい。どこか冷静に認識しながら、ソーヤはぶっ倒れた。

「あんたは……あんただけは絶対に、完かん膚ぷなきまでに叩きのめしてやるっ！」

　ヒステリックに叫んで、ルルファは試合場から走り去った。

「……今、既に叩きのめされたんだが……」

　倒れたままでソーヤは呟いたが、その声は誰にも届かなかった。




　翌日の授業では、運動適性のテストが行われた。

　魔術の使用は禁じられた、純粋な身体能力を測るテストだ。魔術の力量を測るテストも別にあるのだが、魔力無しゼロのソーヤはそちらには参加できない。

　その分、こちらで良い成績を残しておきたい。というわけで、ソーヤは張り切った。




　スタートの号令と同時に飛び出す。自分の体を押し出すように、脚をバネにしてトラックを蹴り、風を切り裂いて前へ、前へ──。

　ゴールライン横でタイムを計測していたクレア先生が「ひゃわっ」と声を上げるのを、ソーヤは背中で聞いた。

「け、計測オッケーです。ソーヤさんの記録は……え？　な、七秒一二……？」

　順番待ちや雑談をしていたクラスメイトたちが、タイムを聞くと目を見張った。

「なんだよ今の!?　風魔術や重力魔術でも使わなきゃ、あんなタイム出ねーぞ!?」

「ディオスくん、すごい！　魔術も使わずに、なんであんなに速く走れるの!?」

　トラック脇に退いて呼吸を整えていたソーヤは、たちまち取り囲まれた。個人的には、七秒の壁を破れなかったことを悔しくさえ思っていたのだが……。

「師匠の教えと、七年間の修行の賜たま物ものだ。俺は間合いを詰めないと戦えないから、何を置いても機動力は確保しなければならないと……」

　話している間に次の走者が、ポニーテールにまとめた赤い髪を揺らしながら、ゴールラインを越えた。

「ルルファさん、一二秒一二……ですね」

　クレア先生の計測結果を聞きながら、ソーヤは内心驚いていた。体格にハンデがあるにもかかわらず、今のところクラスの中でソーヤの次に速いタイムだ。

「ルルファ！」

　ソーヤは人垣をかき分け、健闘を讃たたえるつもりで駆け寄った。

　しかしルルファは、威い嚇かくするような敵意に満ちた眼差しでこちらを睨んできた。

「こっち来るんじゃないわよ。くすぐり趣味のド変態」

「ひどい言われようだな……俺は変態じゃないし、趣味でくすぐりをしているわけでもない。自己紹介の時にも言ったが、あれはあくまでも特技だ」

「噓うそつかないでよ！　あんたみたいな奴が考えそうなことはお見通しなんだから。どうせ隠れて女の子を手当たり次第にくすぐってるんでしょ!?」

「俺のくすぐりは、そんなに安くない」

　はっきり言い返すと、ルルファは一瞬驚きとも呆あきれともつかない表情になったが、やがて呆れの方が勝ったように肩を落とし、溜ため息いきをついた。

「……なんか、あんたを真ま面じ目めに警戒するのがバカらしくなったわ」

「理解して頂けたようで何よりだ。それよりお前、なかなかの速さじゃないか」

　改めてルルファの体を見ると、ただ細く小柄なだけではなく、しっかりと引き締まっているのがわかる。日頃から鍛錬を欠かしていない証あかしだ。

　しかし、ソーヤの賞賛はむしろ逆効果だったようで、ルルファは怒りを露わにした。

「余裕かましてんじゃないわよ！　このままで済むと思ってたら大間違いなんだから。絶対あんたを負かして、吠ほえ面づらかかせてやるっ!!」

　肩を怒らせて立ち去るルルファに、ソーヤはどうしたものかと肩を落とした。

　その後も反復横跳び、立ち幅跳び、遠投、持久走などのテストが行われ、ソーヤはそのことごとくで学院新記録を残すことになった。

　あくまで「魔術を使わない」という条件下での記録に過ぎず、公式記録としての価値はないものだが、テストを経て、級友たちのソーヤを見る目は明らかに変わっていた。

「……絶っ対、負けるもんか……っ」

　が、クラス総合二位の運動成績となったルルファの怨うらみも、深くなってしまった。




　その日も瞬く間に放課後になり、ソーヤはルルファの挑戦を受けた。

　試合開始と同時に、ルルファが詠唱に入る。

「炎の種よ、集いて爆はぜろ！　火散華クラツカー！」

　目くらましの魔術──そう気づいた直後に、ソーヤの眼前で無数の火花が弾はじけた。

「く……っ！」

　反射的に顔をかばい、動きを止めてしまう。その間にも別の詠唱が聞こえた。

「烈火よ、その身を一条と化して、全てを焼き貫く槍やりとなれ──烈火破槍フレイム・ランス!!」

　ルルファの頭上で渦巻く炎が巨大な槍と化し、切っ先がこちらに向いて──落ちる。

　真紅が爆ぜた。

　天地を揺ゆるがす轟ごう音おんが響く。

　烈火の一撃に、凄すさまじいほどの粉ふん塵じんが舞い上がり、それさえも焼き尽くさんとするかの如ごとく炎の放射が噴き上がる。

「……やった。やったわ……！」

　煙の向こうから、歓喜の声が聞こえた。勝利を確信した安あん堵どの声だ。

　──その声を頼りにソーヤは煙の中を突っ切り、数瞬でルルファの懐ふところに潜り込んだ。

「え？」

　ルルファが桜色の唇をぽかんと開けたまま硬直する。

「紙かみ一ひと重え……だったな。俺の勝ちだ、ルルファ」

　ルルファの脇わき腹ばらに突き立ったソーヤの十指が蠢うごめく。

　嬌きよう声せいが響いた。




　その翌日もルルファは挑んできた。

　今度は前回同様に搦からめ手てを使って、こちらの足を止め、逃げながら確実なチャンスに大技を叩き込む作戦のようだ。だが──。

「戦いに慣れてきているのはお前だけじゃない。それを教えてやる……！」

　ソーヤは直線的な動きを止やめ、フェイントを交えて前後左右上下へ、相手の予測を引っ掻かき回すように三次元を駆けた。

　ルルファは魔術を連射して対抗してきたが、反応が間に合っていない。

「は、速すぎる……っ！　目で追うのがやっとだなんて──ひゃふんっ!?」

「背中だ！　首筋だ！　脇腹！」

「ひにゃっ、きゃはははっ、た、立て続けに……ぷはははは、あはっやはははぁっ!!」




　試合を終えて、ソーヤは少しルルファと話をしたくなった。

　ルルファは明らかにソーヤへの対策を取り始めている。最初の頃は直接攻撃魔術を多用していたのが、まずソーヤの動きを止めることを優先するようになってきた。

　ただ自分の魔力量に物を言わせるのではなく、柔じゆう軟なんに戦術を変えてくる。

　それは勿もち論ろん、対策を練る必要があると判断されたからだ。つまり、ルルファは口で言うほどソーヤを見下してはいないのではないか。そう思ったのだ。

「……ぜぇっ……私は……あんたと、話なんか……したく、ないわよっ」

　しかし身を起こし、服の乱れを整えたルルファは、いつも通りの憎まれ口を叩いた。

「どうしてそんなに俺が嫌いなんだ」

「当たり前でしょ！　あんたは敵なのよ！」

「確かに俺も、試合中はルルファのあんなところやこんなところを容赦なくまさぐり、撫で回し、くすぐってはいるが……それでも試合が終われば級友ともだちじゃないか」

「どこがよ!?　アタマ沸いてんの!?」

　ルルファは威嚇する猫のように甲かん高だかい声で叫んで、苛いら立だたしげに目を伏せた。

「……あんたにはわからないわ。私の気持ちなんて……！」

　言い捨てて、ルルファは試合場を出て行った。

「ルルファの気持ち……か」

　ポケットを探り、未いまだ返せずにいるルルファの水晶プレートを取り出した。

　順位の数字は「97」を示していた。




　翌朝、登校したソーヤは、教室の手前でルルファとすれ違った。

「おい、どこに行くんだ？　教室はあっちだぞ……」

　声をかけたが、ルルファは俯うつむいたまま早足で歩いていく。

　もしトイレなら呼び止めるのも悪いな、と特に気にせず教室へ入った。

　教室はやけに騒がしかった。あちこちに人だかりができて、何か囁き合っている。

「どうしたんだ？」

　一番近くにいた女子生徒二人に話しかけると、彼女たちは安堵の表情を覗のぞかせた。

「あっ、ディオスくん……」

「他のクラスの奴が来て、バーシュメルドと一ひと悶もん着ちやく起こしたのよ。ほら、あいつ」

　言われてそちらに目を向けた。見覚えのない男子生徒が、ソーヤの席の近く……というか、ルルファの席の前で高笑いをあげていた。

「ひゃっはははは！　何も言えずに逃げやがった。あんな根性無しが本家の娘ってんじゃ、バーシュメルド家もいよいよ落ち目だな！」

　逃げた……ルルファが？

　気にかかって目を向けていると、男と視線がかち合った。

「おっ。テメエか、あのルルファを負かした魔力無しゼロってのは」

　にやにやと気味の悪い笑みを浮かべて言う。

「ソーヤ・ディオスだ。そういうお前は？　よそのクラスだと聞いたが」

「俺はランキング二三位、ゴルドー・ロプティ。１年２組だ」

　ゴルドーは自分のランクを告げる時、強調するように声を張った。

「好調らしいじゃねえか、ランキング二八位の魔力無しゼロさんよ。もっとも、単にバーシュメルドが口先だけのお嬢様だったってことが証明されただけだろうがな」

「……口先だけだと？」

「そうじゃねえか。学院の頂点に立つなんてほざいておきながら、魔力無しゼロごときに負けを重ねて、今や底辺争い中だ。大口叩いてあのザマとは、みっともないったらねえぜ」

　大おお仰ぎように肩をすくめて、ゴルドーはまた笑った。嘲ちよう笑しようだった。

　ソーヤは──不快な思いだった。

　口先だけだの、みっともないだの──実際にルルファと戦ってもいないくせに。

　ルルファ相手に、ソーヤがどれほどギリギリの戦いをしているかも知らないくせに。

　何も知らない奴が、何な故ぜそんな口を利ける──。

　そう思った瞬間、口が勝手に動いていた。

「そういう言い方はやめろ」

　思ったよりも強い言い方になったようで、ゴルドーは怪け訝げんな顔でこちらを見る。それでもソーヤは言葉を抑えられなかった。

「ルルファは強い。俺が勝ったのはあくまで結果であって、実際にはいつ負けてもおかしくはなかった。あいつは決して、口先だけの奴じゃない」

「……何だよ？　お前、なんであいつをかばうようなこと言ってんだ？」

「俺はお前が気に入らないだけだ。過程はどうあれ、ルルファは正当なルールの上で戦った。それを、実際に戦ったわけでもないお前に、どうしてこき下ろす権利がある？　本当に口先だけなのはお前の方じゃないのか」

　ソーヤの指摘に、ゴルドーは魚のように口をぱくぱくとさせていたが、逆上したのか、額に青筋を浮かせて床を踏み鳴らした。

「調子に乗るんじゃねえ！　魔力無しゼロのくせに、まぐれ勝ちが続いたくらいでつけ上がりやがって……身の程ってもんを教えてやる！」

　ゴルドーが机を蹴倒し、教室の隅まで飛とび退のいた。こちらに向けて手をかざす。

「何のつもりだ」

「物を知らねえ魔力無しゼロに、力関係を叩き込んでやるって言ってんだよ！」

「魔術を使う気か？　練魔場以外での戦闘行為は禁止されているはずだ」

「うるせえ!!　ここは魔術学院だ。魔力無しゼロごときが意見するんじゃねえよ!!」

　ゴルドーが叫び、事態に気づいた周りの生徒たちが大慌てで廊下に退避していく。

　ソーヤはただ、心静かに対たい峙じする。

「……一度だけ忠告する。ここで魔術を使うな。さもなくば──」

「さもなくば、どうするってんだ？　あァ!?」

　ただ静かに、答える。




「くすぐるぞ」




　ゴルドーは阿あ呆ほうのように口を開けて突っ立っていたが、やがて我に返ると喉のどを反らせて笑った。

「くすぐるって？　それがどうした。やれるもんならやってみやがれ！」

　ゴルドーの右手に力がこもる。魔力の集中が始まったのだ。

　ほぼ同時に、ソーヤは床を蹴っていた。

「母なる大地よ、命の源よ！　刃やいばとなりて我が手につど──フブォッふ!?」

　ソーヤの右手が丹たん田でんに突き立つと同時、ゴルドーは噴き出していた。

　だが、このまま普段通りの技で終わらせるつもりはない。

「……ゴルドー・ロプティ。俺は忠告したぞ」

　この技を使うことになるとは思っていなかったが──。

　身み悶もだえるゴルドーの全身に十本の指を這わせる。

　ポイントを的確に押さえ、速く──速く、速く速く、速く速く速く速く速く!!

「お、おごおぉっ!?　ぶごっほ、ひょほほほほほはぁ!?」

「なっ、なんだ、あの手の動きは!?」「肘ひじから先がまるで見えねえ！　なんて速さだ!?」

　ゴルドーが奇妙な笑い声を、廊下に避難していたクラスメイトが驚きの声をあげる。

　空気さえ焼け付くような猛攻を続けながら、ソーヤはくすぐりの速度を──更に上げた。




「ゼットー流奥義──烈れつ破ぱ指し弾だん殺さつ!!」




　腕を振り抜いた。

　一切の声を止め、ゴルドーが目を見開いて硬直する。

　その唇が、突然奇妙な形に歪んだ。

「ふ、ひっ。ぐふっ。ひ、いひひひ……ぎゃはははははっ、ぶわははははは！　あひゃひゃひゃひゃひゃひゃああぁっ!!」

　腹を抱えて床に転がり、涙を流して身悶えする。

「いひっ、いひひ、ぎゃははははぁ！　と、止まら、なっ、いひゃはははははっ!!　苦、しっ、ぶはははっ、し、ぬっ、ぶははは!!」

「……超絶くすぐり技巧、ゼットー流奥義……烈破指弾殺。もはやお前の体は、お前の意思と無関係にひたすら笑い続ける。笑いの渦に飲まれて、己の行いを悔くい改あらためろ」

　勝負はついた。既にこの男には、魔術を唱えるだけの集中力は残されてはいない。

「みんな、もう安全だ。教室に入ってきてもいいぞ」

　廊下に向かってそう呼びかけた。

　が、廊下に逃げたクラスメイトたちの視線は冷ややかだった。床を転がって笑い続けるゴルドーを一いち瞥べつしてから、懐かい疑ぎ的てきな目でソーヤを見つめてくる。

「もう安全だ。教室に入ってきてもいいぞ」

　ソーヤはもう一度言ったが、皆の視線に警戒の色が強まっただけだった。

　気のせいか、「お前がいる限り安全じゃねえよ」と言われているようにさえ感じる。

　結局、クレア先生が駆けつけるまでの数分間、ソーヤと笑い転げるゴルドーの他に、教室へ入ってくる者はなかった。




　一五分後、ソーヤは学院長室にいた。

「いやはや……ボクもこの学院に勤めて長いけど、入学から一週間も経たたないうちに生徒指導室と学院長室へ呼び出しを食らった生徒を見たのは初めてだよ」

　クロロ・ラム学院長はソーヤを出迎えるなり、笑顔で感想を漏らした。

「俺も、学院長がそのお姿でいるところは初めて見ました」

「これ？　ボクのお気に入りパターンだから、大して珍しくないよ。きゃるるんっ☆」

　外見年齢一○歳ほどの美少女に変身していた学院長は、ウィンクしながらぶりっ子ポーズを決めてくれた。小動物を思わせるデザインの帽子が頭のシルエットを一回り大きくして、いっそう容姿を幼く見せている。

「……そういうことされると、正直精神的にかなりのダメージを受けるんですが」

「えーっ、なんでなんで？　クロロちゃん、かわいくないのぉ？　しょんぼり～」

「喋しやべり方まで変えないでください……学院長、今年でおいくつなんですか」

「もーっ、おにいちゃんったら、ひどぉい！　おんなのひとのおとしをきいたりしたら、めーなんだからね？」

「はは。聞いたらどうなるっていうんです」

「死ぬ」

「…………」

　ド直球だった。

「そろそろこのキャラ飽きちゃった。普通に話すかねえ」

　はーぁよっこらしょっと、などとぼやきながら学院長は応接用のソファにどっかりと腰を下ろす。ソーヤも向かいに腰掛けた。

「話は聞いてるよ、ソーヤ少年。いずれ何かしでかすだろうとは踏んでいたが、なかなか期待以上に面白いことをしてくれるじゃないか」

「間違ったことをしたとは思っていません」

「もちろん、キミに落ち度はない。教室で攻撃魔術を使おうとした生徒を、怪我人の一人も出すことなく無力化したのだからね。むしろキミには感謝すべきところだ」

　と言ってから、学院長は「とはいえ」と肩をすくめた。

「あのゴルドーという子、養護の先生が保健室に連れて行ったが、いまだに四肢をくねらせて笑い続けているらしい。あんまりうるさいから寮に運び込むそうだ」

「ゼットー流の奥義を使いました。丸一日はあのままですが、明日には治ります」

「楓かえで子このヤツ、相変わらず弟子にロクなことを教えないなぁ……まあいっか。そういえば、去年キミを紹介されたとき以来だけど、楓子は元気にしてるかい？」

「師し匠しようならお元気ですよ。俺の入学を機に、また旅に出てしまいましたが……」

「そかそか。一応楓子からキミを任された身としては、様子が気になってね。今回呼び出したのも実のところは、一度キミと話しておきたかったから、ってだけなのさ」

　細く短い脚を組み替えて、学院長は何かを見定めるようにソーヤを見つめた。

「何せ、魔力無しゼロをうちの学院に入学させるなんて、前例のないことだからね」

「……今更訊きくのも何ですが、本当に俺を入学させて良かったんですか？」

「んん？　どういう意味だい？」

　わざとらしく首を傾かしげる学院長に、ソーヤは姿勢を正して答える。

「今回こういうトラブルになったのは、口くち喧げん嘩かが主因ではありますが、魔力無しゼロである俺に言い返されたことがゴルドーの怒りに火をつけたんだと思います。これからもこういう衝突は起こるでしょう。魔術学院としては、俺は厄やつ介かい者ものじゃないんですか？」

　ソーヤの問いに、学院長は小さく口笛を鳴らして、ソファにもたれかかった。

「これはボクの持論なんだが」

「……何です？」

「似たようなものだけを同じ容いれ物ものに詰め込んだところで何も起こらない。違うもの同士がかけ合わさった時こそ、初めて劇的な反応が生まれるのさ」

「俺という異分子が、他の生徒への刺激になるってことですか？」

「言い方を変えればそうだ。例えば、キミが最近仲良くしてるルルファくんとかね」

　ルルファの名前が出ると、思わず驚きに学院長の顔を見返してしまった。どうしてそんなことまで知ってるんだ？

「仲良くなんて……俺は目めの敵かたきにされているだけですよ」

「あー、それは仕方ないね。ルルファくんはキミが羨うらやましいんだから」

「うらやましい？」

　ソーヤは自分の耳を疑った。

「そんな馬鹿な。ルルファはかなりの魔術の使い手です。ランキング戦では俺が全勝しているとはいえ、いくらなんでも俺みたいな魔力無しゼロを羨むわけないでしょう」

「魔術師六祖、って言葉は知ってるね？」

　学院長は突然話題を切り替えた。が、言いたいことはソーヤにもすぐにわかった。

「太古の昔、現在の基礎となる魔術を生み出した始まりの魔術師。その一族のひとつが、焰ほのおの始し祖そ……バーシュメルド。そうですね」

「いかにも。しかもルルファくんは本家の娘だ。家か督とくは姉が継ぐ予定だけど、ルルファくんも大いに期待を寄せられ、高位の魔術師になるべく育てられた」

「すごいですね。どう頑張っても初歩的な魔術すら使えない俺とは、雲うん泥でいの差だ」

　ソーヤは自じ嘲ちようと皮肉を込めて笑った。

　学院長は不意に表情を引き締めて、声のトーンを落とした。

「さっきの話……今のキミには納得できないかもしれないが、そのうちわかるさ。さて、ちょっとサボりすぎたよ。そろそろ仕事へ戻らないと」

　学院長はぴょんと立ち上がって、心底めんどくさそうにデスクに着いた。

「ソーヤ少年も、いつまでも女の子を待たせるのは忍びないだろう？　行っておあげ」

　そう言われ、廊下に意識を向けて初めて、ソーヤはその気配に気がついた。

「わかりました、学院長。またお時間のある時に」

　一礼し、学院長室のノブに手をかける。

　……いや。立ち去る前に、ひとつ確認をしておきたい。

「学院長。魔力喰いマジツク・イーターについては、あれから何かわかりましたか？」

　振り返らずに尋ねると、即座に答えが返ってきた。

「入学前に約束したはずだぜ、少年？　魔力喰いの件は危険だ。どうしても情報が欲しければ腕を示せ。少なくとも、全学年のランキング戦トップになれるくらいの──ね」

「……妹をあんな体にした魔力喰いマジツク・イーターを、この手で捕まえるためなら、俺は本気で戦いますよ。いいんですね？」

「もちろんだとも。競いたまえ。全力でね」

「……ありがとうございます」

　そのまま振り向かずに、学院長室を辞去した。

　廊下に出ると、柱の陰からこそこそとこちらを見ていたルルファと目が合った。その気配自体には、先ほどから気づいていたのだが。

「何をしているんだ、そんなところで。授業はサボったのか」

「……あんた、ゴルドーと喧嘩になったこと、叱しかられてたんでしょ？　生意気にも私をかばうようなことまで言ってくれたらしいじゃない。放ほうっておけなくて見に来たのよ」

「よく知ってるな。もしかしてあの時、廊下で聞いていたのか？」

「ち……違うわよっ。クラスの友達に聞いたの……」

「噓を言うな。お前はクラスに友達なんていないだろう」

「あんたにだけは言われたくないわよっ!!　今回の一件、早速噂が広まってて、あんたはくすぐり魔とかヘンタイとか言われてんだからね？」

「ヘンタイは納得いかないが、くすぐり魔は悪くないな」

「絶対あんたアタマおかしいわ……」

　怒る気力も失うせたように、ルルファは肩を落とした。

「……ゴルドーは中等部で一緒だったのよ。その頃コテンパンに負かしてやったわ。あんなの、単なる負け犬の遠吠えよ。だからあんたにかばわれる必要も筋合いもないの」

「お前のために怒ったんじゃない。お前をバカにした奴を俺が個人的に怒っただけだ」

「似たようなものよ。何なの？　憐あわれんでるつもり!?　勝者の余裕ってわけ!?」

　ルルファは今まで以上に頭にきている様子で、嚙かみつかんばかりに声を荒らげた。

「落ち着け。俺はそんなつもりじゃ──」

「だったら、今から私と戦いなさい！　嫌だなんて言わせないわよ」

「……それは構わない。しかし、前にも聞いたが、どうして俺を目の敵にするんだ」

「あんたを倒さなきゃ、私は前へ進めない。あんただけじゃないわ。この学院の生徒みんなを倒して、一番になるのよ。ならなきゃいけないの……私は！」

　廊下に響くように怒鳴りつけて、ルルファはつかつかと歩き出した。

「どうしたんだ……あいつ」

　食ってかかってくるのはいつものこととしても、今日は様子がおかしい。

　首をひねりながら、ソーヤはルルファの後に続いた。




　試合開始してからも、ルルファはどこか様子がおかしかった。

　ここ二日ほどはしっかりソーヤの対応策を練っていたのに、今日は直接攻撃魔術を連射するばかりだ。それもかなり狙いが雑で、ソーヤが動かなくても外れることが多い。

　激情の宿る瞳でこちらを睨み、昂たかぶる声音で言葉を絞り出す。

「認めない……っ。私が……バーシュメルドの私が、誰もに蔑さげすまれて、魔力無しゼロに……あんたなんかにまで同情をかけられるなんて……絶対認めない!!」

　放たれた炎の矢が虚空を射抜き、ソーヤの横を抜けていく。

「結局はプライドか？　そんなに家名が大事なのか」

「うるさいっ！　あんたにはわからないわよ!!」

　ルルファの詠唱とともに、いくつもの火球が頭上から降り注ぐ。ソーヤはそれらをかいくぐりながら、一気にルルファへ接近する。

　動きを止めたルルファの懐めがけて、ソーヤは必殺の一撃を突き込んだ──。




『ルルファ・アーリア・バーシュメルドの戦闘不能を確認。ソーヤ・ディオスの勝利です』

　アナウンスが、無情に決着を告げた。

　床に転がって呼吸を整えていたルルファは、ふいに身を起こし、笑い声を漏らした。

「……は……はは、は……」

　どこか虚うつろなその瞳は、ソーヤの手元──自身のプレートに注がれていた。




「一○一位。最下位、か。私が……」




　ゆらりと立ち上がったルルファは、そのまま試合場を出て行こうとする。

　なんとなく放っておけない気がして、ソーヤは声をかけた。

「おい、どこへ行くんだ？」

「ついてこないで」

　ルルファは振り返らず、抑よく揚ようのない声で答えた。

「汗をかいて気持ち悪いから、お風呂に行くのよ……あんたは教室に帰れば」

　言い捨てて廊下へ出て行く、その足どりはひどくふらついていた。どう見てもまともな状態ではないが、ソーヤに引き止めることはできなかった。

　かといって、このまま帰るのも、ひどくもやもやした心地がする。

「……俺も、一風呂浴びて気持ちを切り替えるか」

　廊下の見取り図を頼りに、練魔場に設置されている男子用の浴場へと向かった。




　今はまだ午前の授業中とあって、練魔場に入ってからは誰にも出くわしていない。

　とはいえ他の学年はカリキュラムが違うかもしれないし、先生の見回りもあるかもしれない。誰にも見み咎とがめられないよう、ソーヤは足音を殺して脱衣場へ移動し、さっさと服を脱いで浴場へ侵入した。

　中は大浴場といった様子で、軽く数十人は浸つかれそうな浴槽が目を引く。もうもうと湯気が立っているところを見るに、沸かされたばかりなのかもしれない……一番風呂だとしたらかなりの贅ぜい沢たくだ。

　しかし、残念ながら既に先客がいるようだった。濃い湯けむり越しに、湯船に浸かっている誰かの影が見える。かなり小柄だが、他の生徒だろうか。

　授業をサボって来ている身でもあるし、気づかれる前にこっそり引き返そうか──そう思った時、湯けむり越しの人影がふらりと揺れた。

「うっ……うっ、ううっ……」

　苦しそうな声まで聞こえる。まさか、のぼせたのか？

「おい、しっかりしろ！」

　ソーヤは湯船に飛び込み、その人影の体を支えようと手を伸ばした。




　ふにっ、と両の掌てのひらにほのかな膨ふくらみの感かん触しよくがあった。




「……ん？」

　感触に少し違和感があった。とっさに手を出してしまったからどこを支えたのかはわからないが、男の体にしてはやけに柔らかい。しかも大変すべすべしている。

　触れる距離になって初めて、相手の顔と姿がはっきりと見えた。

「…………」

　涙を溜ためた目で、きょとんとこちらを見つめていたのは──生まれたままの姿のルルファだった。

　白はく磁じのような素肌が、熱でほのかな赤みを帯びて桜色に染まっている。そのなだらかな胸元に、ソーヤの両手は思いっきり押し当てられていた。












　永遠にも思えるような時間が流れた。

「え……ええと、だな。落ち着け、ルルファ。俺は、別に悪気はなくてな……」

「……もう……だ」

　きょとんとしたまま瞬きを繰り返していたルルファが、聞き取れない声で何か呟いた。

　聞き返そうとルルファの顔を見て、ソーヤは息を呑のんだ。

　ルルファの瞳から、ぼろぼろと大粒の涙が溢あふれ出していた。




「もう、やだ……ひくっ、ぐすっ……やぁぁだぁぁぁああああっ!!　ばかああああ!!」




「おぶっ!?　痛っ、痛いぞ!?」

　グーに固めた拳こぶしで、ぽかぽかと頭を殴られる。

「もうやだ！　バカ！　ばかばかばかばか、ばかぁぁっ!!　キライ、大っキライ!!」

　ルルファは泣きわめきながら、駄々っ子のようにぽかすか叩いてくる。

　この手を離すと胸が見えてしまう。しかしこのまま触り続けているわけにもいかないし、ルルファは泣いているし叫んでいるしもうどうすればいいのか──。

「あっちいけぇぇ！　あんたなんか、あんたなんかあんたなんかっ、大キライなんだからぁ！　うわぁああああんっ!!」

　ひとしきりソーヤの頭を叩いて、ルルファは肩を落とし、更なる大声で泣き始めた。

「うえぇええええん!!　うえぇえぇええええん!!」

　号泣するルルファの前で、ソーヤはただ、石像のように固まっていた。

　お願いだから、今だけは誰も風呂に入ってこないでくれ──心底そう願いながら。




　それからどれくらい経っただろうか。ルルファがようやくまともな言葉を発した。

「ひっく……ぐす……あんた、いつまで触ってんのよっ……」

　ルルファの胸に触れたままの、ソーヤの手のことを言っているらしい。

「あ、ああ、すまん。ただ、手を離すと丸見えになってしまうし……」

「目ぇ閉じて離せばいいじゃない！　バカなの!?」

　それもそうだ。我ながら、そんな当たり前のことにも気づかないほど動転していたらしい。目を閉じて手を離し、ルルファに背を向けた。

「……っていうか、だいたいあんた、なんで女子のお風呂にいるのよ!?」

「いや、ちょっと待て。ここは男風呂だぞ」

「え？」

「女風呂は反対側だ。ちゃんと案内図を見たのか？」

　尋ねると、沈黙が返ってきた。やはりよく見ていなかったようだ。立ち去った時のあの様子からすれば、無理もないが……。

「……そ、それは悪かったけど。それでも、私に言うべきことがあるんじゃないの？」

　言うべきこと……？

「改めて見て思ったことだが肌が綺き麗れいだな。つるんとして真っ白でぷにぷにして、例えるならば剝むきたてのゆで卵を連想させる」

「誰が感想を言えって言った!?　あんた、女の子の……む、む、胸をあんな風に揉もんでおいて、よくもそんなことを……！」

「いや、揉むほど膨らんでないだろう。せいぜい撫でるくらい──」

　言い終える前に背中をぶん殴られた。

「謝れって言ってんのよこのボケナスっ!!　う、うぅ……もうやだ……最悪っ……なんでこんな奴に……ふ、ふぇえええんっ……」

「な、泣くな！　落ち着けっ」

　聞こえてきた泣き声にまた慌ててしまうが、どうやって落ち着かせればいいかわからずただただ困惑する──と、泣き声に交じって不穏な言葉が耳に届いた。

「もう、おしまいよ……こんな醜しゆう態たい、お父様やお母様に知られたら、バーシュメルド家にいられない……私、捨てられちゃうんだ……誰の家族でもなくなっちゃう……」

「おいおい。いくら何でも……」

　大げさじゃないか、と言いかけたら、また背中をぽかりと叩かれた。

「あんたは何も知らないからそんなこと言えるのよ！　私は優秀でいなきゃいけないの！　優秀じゃない私なんて、誰も必要としてくれないの……！」

　ぽこぽこと全く痛くない拳で殴られながら、ソーヤはルルファの言葉が、ただの思い込みではないように思えた。プライドの高いルルファがこんなに取り乱すほどなのだ。

「……負けることは恥じゃない。敗北を受け止め、乗り越えることができれば」

「またその言葉!?　あんたの信条なんて聞いてないわよ！」

「これは、俺の師匠が教えてくれた言葉だ。俺がただの脆ぜい弱じやくなガキだった頃にな」

　背中を殴ってきていた動きが、ぴたりと止んだ。

「……俺だって、生まれた時から今のようなくすぐりを使えたわけじゃない。師匠のもとで、苦しい修行を潜くぐり抜けた結果だ。それまでは、ただの弱々しい負け犬だった」

　運命をただ享受するだけだったあの頃。師匠が差さし伸のべてくれた手を、思い出す。

「師匠は俺に選ばせてくれた。このままただの敗者として苦しみながら一生を過ごすか。それとも運命に立ち向かうか──」

　ソーヤは立ち上がった。湯船が大きく波を立てる。




「お前はどちらだ、ルルファ。諦あきらめるか。それとも、この手を取って立ち上がるか？」




　振り返り、手を差し伸べる。ルルファがびくりと肩を震わせた。

「恐れるな、ルルファ」

　押おし潰つぶされなければいい。たとえ何度敗れても、不屈の精神で這い上がり、最後に笑って立っていられればいい。心でそう語りかけた。

「い……いや……待って……」

　ルルファは怯おびえるような目をして、肩を小刻みに震わせていた。

　敗北を受け入れることが恐ろしいのか。

「目をそらすな。目の前で起きていることを見つめ、受け入れるんだ」

「ちょ……直視できるわけないでしょっ」

「見るんだ！　その目に焼きつけろ。そして自分を解き放ち、全すべてをさらけ出せ！」

「できるわけないわよっ!!」

「できるはずだ。ルルファにはできる！」

　身を乗り出し、更に手を伸ばした。

「恥じらいで自分を隠すな。ありのままの、包み隠さないお前を見せてみろ！」

　叫ぶソーヤに、ルルファがガバッと顔を上げた。

　憤ふん怒ぬの顔だった。

「──あんたは前を隠せ、アホンダラぁぁぁっ!!」

　絶叫とともに繰り出された右ストレートが、ソーヤのみぞおちにめり込んだ。

　ああ。そういえば俺は裸だったのだ。

　いいパンチだ。そう思いながら、湯船に叩き込まれたところで意識を失った。




　……ソーヤが意識を取り戻したのは、昼休みに入ってからだった。汗を流しに来た男子生徒に発見されたのだ。当然ながらルルファはいなかったらしい。

　幸いにも頭は打っていなかったが寒気がひどく、しばらく保健室で休ませてもらった。

　放課後になってようやく体調が落ち着いたので、鞄かばんを取りに教室へ戻った。

「……誰も、いないな」

　無人の教室に入り、ルルファの席の横に立つ。荷物がない。既に帰ったようだ。

　結局うまく励ませなかったのかと思うと、虚むなしさがこみ上げてくる。

「……ぶわっくしょん！」

　おまけに寒気もこみ上げていた。参った。本格的に風邪をひいたかもしれない……。

「動かないで」

　不意に、後ろから声がした。

「我が掌てのひらに集え、炎のぬくもりよ──焦熱掌ヒート・ハンド」

　短い詠唱。その直後、ぴたりと背中に熱いものが押し付けられた。

　じわり、と熱が伝わってくる。

　人肌よりもずっと温かく、脊せき椎ついに沁しみ入る優しい熱だ。

「……ルルファ？」

　首を動かして振り返ると、ジト目のルルファがいた。

「バカのくせに風邪ひいてんじゃないわよ。バカ」

「随分な言われようだな。せめて助けを呼んでくれてもよかっただろうに」

「わ、私だって心配したわよ！　でも、あんたがお風呂で倒れてるなんて、私から誰かに説明するわけにもいかないし……」

　言われてみれば、確かにその通りだ。

「それもそうだな。さっきはつい熱くなりすぎて、我を忘れていた。すまない」

「……別にいいわ。あんたの言ったこと自体は、間違ってないと思うし」

　ソーヤの背中に温かな手で触れたまま、ルルファは溜息を漏もらした。

「この一週間で、何年分かってくらい気持ちを引っかき回されて……あんなに本気で怒ったり泣いたりしたのなんて、いつ以来だかわかんないわ。全部あんたのせいだからね」

「俺のせいって……まあ、確かに結果的にはそうかもしれないが……」

「でしょ？　だからはっきり言っておくわよ」

　そう言うとルルファは手を離し、くるりとソーヤの前に回り込んで、姿勢を正した。




「今は、私の負けを認めるわ。ソーヤ」




「……え？」

　思わず聞き返してしまった。

「何度も言わせないでよ。ええ、私の負けよ、完敗よ！　五回も立て続けに負けたんだからいい加減認めるわよ。でも今だけだからね？　いずれはあんたを倒してやるから」

　一気にまくしたててから、今度は言いにくそうに口ごもる。

「それから……魔力無しゼロを侮辱したのも取り消す。私が悪かったわ……ごめん」

「……ど、どうしたんだ？　悪いものでも食ったのか？」

「違うわよっ！　負けたらそうしろってソーヤが言ったんでしょ！」

　そういえば、最初の勝負の時にそういう約束をしていた。

「……言っておくけど、負けたからって理由だけで謝ってるわけじゃないわよ。私が間違ってたから謝ってるの。あの時は言い過ぎて、本当に悪かったと思ってる」

「ルルファ……」

「水に流して、これからは仲良くしてくれる？　ソーヤ」

　柔やわらかく微笑ほほえんで、ルルファが右手を差し出す。

　ソーヤはその手を、しっかりと握り返した──。




　刹せつ那な、反対の手で右の腋わきをこしょこしょこしょっとくすぐられた。

「ぶふぁっ!?　ははっふははははっ!?」

　電流のように体を駆け巡るくすぐったさに、思わず噴き出してしまう。

　しまった、と我に返ったときにはもう遅い。ルルファがにやりと笑っていた。

「ふふん。さっき背中を触ったとき一瞬ビクってなったから、思ったのよねー。実はあんたもくすぐりに弱いんじゃないかって」

「ぐ、ぐぬっ……」

　図星を突かれ、ソーヤは口ごもった。

　師匠との修行時代に組手を通じてあちこち開発されたソーヤの体は、実のところかなりくすぐりに弱い。今まで師匠以外には知られずに済んでいたのだが……。

「やっとひとつ、あんたにやり返せたわね。あー、本当に色々スッキリした気分っ」

「ちょ、ちょっと待て、ルルファ。今のは気の緩みだ。何かの間違いだ」

　反射的に引きとめようとしたが、ルルファはその手をするりとかわして廊下に出た。

「待たないわよーっだ。ばーか！」

　べー、と小さく舌を出して、ルルファは駆けて行ってしまった。

「……参ったな」

　取り残されたソーヤは、走り去る直前のルルファが見せた表情を思い出し、一人ごちた。

　ルルファ自身は気づいていたのだろうか？

　ソーヤの前で初めて、屈くつ託たくのない笑顔を浮かべていたことに。

「意外と可愛いとこ、あるじゃないか」

　本当に参った。

　そう思いながらのソーヤの呟きは、夕焼けの教室に溶けて消えた。












　フィーゼフト魔術学院１年３組、メリッサ・ヒューバートは憂ゆう鬱うつだった。

　前回挑まれたランキング戦に勝利して四位になった。

　首位で入学したバーシュメルド家の娘が謎なぞの連敗を喫きつして転落したのを皮切りに、ランキングは荒れに荒れている。この機に乗じれば、トップも充分狙ねらえるだろう。

　しかし、メリッサにはそれほどの熱意はなかった。

　入学前の実技テストの時点で手を抜いていたため二五位という微妙な位置からスタートしたのだが、その後、挑まれた試合に勝ち抜いていくうち現在の順位になっただけのことだ。自分から試合を挑んだことなど一度もなかった。

　──私、どうしてこの学院に入学したんだろう。

　もう何度目になるかもわからない問いを、自分自身に繰り返す。

　フィーゼフト魔術学院は、魔術師を志す者なら誰もが憧あこがれる名門校だ。入学が決まった時には親も友達も心から喜んでくれた。冷めていたのはメリッサただ一人だった。

　かつては魔術の研けん鑽さんに全力を傾けた時期もあった。ゆえに今日のメリッサがあるのだ。けれど、今となってはもう、魔術を学ぶ理由も見失ってしまった。

　大切な幼おさな馴な染じみが、メリッサの目の前から姿を消した、あの日から──。




「……ッサ。メリッサ、聞いてる？」

　クラスメイトの呼びかけで、メリッサははっと我に返った。

　教室の喧けん騒そうが、メリッサを嫌でも現実に引き戻す。

　席が近い女子三人と、机をくっつけて昼食を摂とっていたところだった。しっかりそう思い出すまで、十秒近い時間がかかった。自分の弁当はほとんど手つかずのままだ。

「……ごめん。考え事、してた」

「メリッサって、いつもボーっとしてるよね。そのくせ、試合になると人が変わったように冷徹になるし……」

「そうそう、聞いたよ。ランキング四位だって？　すごいじゃない！」

「……べつに」

　本心からそう答えて、レタスとトマトのサンドをかじる。シャキシャキした歯ごたえと甘酸っぱい口当たりで、少しだけ目が覚めた。

「ねえ、どうしたらそんなに強くなれるの？　やっぱり才能？」

「……私はただ、強くなる必要があった。だから強くなった。それだけ」

　簡潔に答えながら、メリッサの胸にはその決意の記憶が蘇よみがえっていた。

　大切に想おもっていた幼馴染の少年。無力な彼を守るため、メリッサは強くなろうとした。彼が自分の前から去っても、いつか帰って来てくれると信じて、信じ続けて──。

「……でも、意味ない。いくら強くなっても、もう」

「意味あるわよ。みんながあなたのことをなんて呼んでるか知ってる、メリッサ？」

「知らない」

「全すべてを凍いてつかせる氷魔術と、その美び貌ぼうになぞらえて〝氷河の女帝グレイサー・エンプレス〟だって。男子はもちろん、女子の間でも結構ウワサになってるんだからね？　ランキング一二位のサイラスがあなたに告白したって」

　小声での囁ささやきに、残る二人が驚きの声をあげる。メリッサは黙々とサンドをかじる。

「サイラスって、あのピアーシェ家の？　かなりの名門よね」

「それにスラッと背が高くて、見み惚ほれるくらいカッコいいのよ！　いいないいなぁ、メリッサってばうらやましい！　もちろん付き合うんでしょ？　ねっ」

「誰、それ」

　盛り上がっている三人に純粋な疑問をぶつけると、一瞬で空気が凍てついた。

「……ほら。先週末、あなたと試合して負けて、その場で告白してきた男の子」

「……『興味ない』って言ったら泣きそうな顔してた、あの人？」

　少しだけ記憶に引っかかったので聞き返してみる。と、三人は顔を見合わせて、それぞれにげんなりするような反応をした。どうしてかはよくわからない。

「そ、そうそう。ランキング戦といえば、知ってる？　魔力無しゼロの生徒の話」

　微妙な空気を察したように、一人が話題を切り替えた。魔力無しゼロ？

「知ってる！　入学式でバーシュメルドに宣戦布告した男子でしょ？」

「何のこと？」

「そっか。メリッサは入学式の日、寝過ごして式に間に合わなかったんだっけ。１組にね、魔力無しゼロの生徒がいるらしいのよ」

　魔力無しゼロ──そう聞いた瞬間、胸の鼓こ動どうがメリッサの芯しんを揺さぶった。

　メリッサが昔、仲良くしていた幼馴染の少年も魔力無しゼロだったからだ。極めてまれな特異体質である魔力無しゼロが、しかも同世代に、そう何人もいるわけがない。

　もしかしたら、と思う。けれどもメリッサの中の冷静な部分は、同時に「こんなところに魔力無しゼロがいるわけがない」とも思ってしまう。

「まさか。魔力無しゼロがこの学院に入ったって、何の意味もない」

「そうでもないらしいのよね。なんでもその男子、あのバーシュメルドを倒したって噂なんだから」

「バーシュメルドを？　でも、魔術を使わずにどうやって」

「それが……くすぐりらしいわ」

　……何を言っているのかよくわからない。そういう反応が表面に出ていたのだろう。彼女はすぐに詳しく言い添えてくれる。

「試合が始まると、相手の攻撃をかいくぐって接近し、信じられないくらいの正確さで弱い所をくすぐってくるんですって。一度捕まったら最後、息継ぎする間も与えられず、失神するまでくすぐられるそうよ。もう何人も被害に遭ってるんだって」

「何それ!?」「こわーい！」

　確かにぞっとする話だ。あまりにも得体が知れない。

「２組のゴルドーって男子。衆しゆう人じん環かん視しの中でその魔力無しゼロにくすぐられてから、丸一日くすぐったさがこみ上げ続けて、笑いを止められなかったんだって。呼吸困難で何度も死ぬかと思ったそうよ。それからくすぐりがトラウマになったみたい」

「そんな化け物みたいな奴が、ランキング戦に参加してるの？」

「うん。噂じゃ、バーシュメルド家の娘もそいつのくすぐりに堕おとされて、そいつなしじゃ生きていけない体にされたとか……既にそいつの奴ど隷れいも同然らしいよ。あまりの絶技に〝夢魔の手ナイトメア・ハンド〟あるいは〝神を冒瀆せし魔指デイシクレイシヨン・フインガー〟の名がつけられたほど」

　……にわかに信じがたい話だ。だが噓うそにしては現実離れしすぎているだけに、かえって真実味があるように感じられた。警戒する必要がありそうだ。

「その人、名前はなんていうの？」

　しっかり覚えておこう。そう心に決めて尋ねる。

　彼女は、えーっと、と思い出すような仕草をしてから答えた。




「確か、名前は────────って、いうんだって」




「……えっ？」

　その、名前は。

　他の誰かの口から聞くことなど二度とないだろうと思っていた、その名前は──柔やわらかな春の陽ひ射ざしのように、メリッサの胸に吸い込まれて。

　灰色に凍てついていた世界が、色づき、動き始めるのを感じた。





　　＊＊＊






「ソーヤ。そういえばあんた、今はランキング何位なのよ？」

　自分のランチボックスをつついていたルルファが、不意にそう切り出した。

　先週末に和解を果たしてから、昼休みは基本的にルルファと二人、教室の隅で机をくっつけて食事を摂っている。購買のパンをすっかり平らげて、ソーヤは答えた。

「今は二三位だ。不敗のままだが、くすぐりの噂うわさが広まってからは、なかなか対戦相手が見つからなくてな」

「思ったより上がってないのね。先週の連戦で、私はどん底まで落とされたのに」

「自分よりランクが低い相手と戦っても、あまり順位は上がらないんだろう。どうせ来月になれば上級生とランキングが統合されるんだ。今から焦あせることはない」

「私は五八位まで巻き返したわよ。あんたとの負けが込んでるせいで少し苦労してるけど、ぼさっとしてたらすぐに追い抜いてやるからね。覚悟してなさい」

　ふふん、とルルファは平たい胸を張って自信を示した。

　友人として接する時間が増えてから気づいたことだが、初日からの高飛車な態度はあくまで虚きよ勢せいで、むしろこういう子供っぽい面がルルファの素すであるようだ。

「……っと」

　よそ見をしていた間に、パンの入っていた空の紙袋が風で飛んでしまった。

　紙袋は宙を舞い、二つ隣の女子の机に落ちる。ソーヤは回収のため席を立った。

「すまないな、ゴミがそっちに飛んでしまっ──」

「ひっ!?」「きゃああっ!?」

　女子たちは椅い子すを蹴け倒たおすほどの勢いで席を立ち、変質者を見る目でこちらを凝視しながら飛とび退のく。その両りよう腋わきはしっかりとガードされていた。

　周りの席のクラスメイトも腰を浮かせ、いつでも逃げられるようにしている。

「……どかなくてもいいんだが。悪いな」

　ソーヤが紙袋を回収して席に戻ると、張り詰めていた空気がようやく弛し緩かんした。

　ゴルドーとの一件で、ソーヤがくすぐりの使い手であることが露見すると、ルルファやクレア先生をくすぐり倒していたことまで噂になって広まった。

　おかげで先生の汚名は晴れたものの、ソーヤはルルファ以外のクラスメイトとはまともに話もできない有様だった。

「しかし、今の反応は少しどうかと思うぞ……」

「ふーん？　流石さすがのあんたでも、ああいう態度を取られると傷つくのね」

　ルルファはやけにニヤニヤしながら言ったが、何か勘違いをしているようだ。

「腋だけをガードしたところで、背中も腹も、二の腕もガラ空きじゃないか。あれでは〝どうぞくすぐってください〟と言っているようなものだ。そうは思わないか？」

「そんなこと考えるのは全世界であんた一人だけよ」

　一緒にすんな、とドスの利いた声で断じられてしまった。残念だ。

　とはいえ、初日から衝突した経緯もあって、こうして互いに遠慮なく本音をぶつけ合える友人となったのは喜ばしいことだ。

　そう考えて──以前からタイミングを窺うかがっていた、ある誘いをかけることにした。

「ところで、ルルファ。次の週末なんだが、空いているか？」

「週末？　荷に解ほどきも先週中に済んでるし、別に予定はないけど……何か用？」

「俺と一緒に出かけてくれないか。二人きりで」

　ルルファは手を止め、怪け訝げんな目でソーヤの顔を見た。

「……まさか、私とデートしたいなんて言い出すんじゃないでしょうね」

「いや、違う」

「ふーん。だったらいいわよ。で、何のために出かけるの？」

「俺の家族にお前を紹介したい」

　ルルファが手にしていたフォークを落とした。

　聞き耳を立てていたのか、周囲の席からひそひそと話し声が聞こえる。

「聞こえた？」「ああ、家族に紹介だって……」「親公認の仲になるってこと？」「やっぱり付き合ってるのか、あいつら」「婚約でもするの？」

　机を激しく叩たたいて、ルルファが席を立ち、射殺すような目で周囲を睨にらみつけた。

「うるさいっ!!　全部聞こえてんのよ!!　焼き尽くされたいわけ!?」

　皆が逃げるように目を伏せた。よくわからないが、おかげで話しやすくなる。

「待ち合わせは午前一○時、中央駅の前でいいか？　術式列車マジツクトレインに乗りたいんだ」

「なんであんたはこの状況で話を続けようと思うのよ!?」

「デートじゃなければいいと言ったじゃないか」

「言ったけどっ、まさかそれ以上のことだなんて思わないわよ！」

「それ以上……？　ちょっと待て、ルルファ。俺が会ってほしいのはな──」

　言いかけた時、勢いよく教室の扉が開け放たれた。

　大きな音に、誰もがそちらに気を取られる。ソーヤも反射的に目をやっていた。

　扉に手をかけ、一人の少女が息を切らせていた。

　肩の高さで揃そろえられた白銀の髪が、廊下の窓から射し込む陽光を背負い、新雪のようにきらきらと輝いている。透き通るような白い肌、アイスブルーの煌きらめきを帯びた瞳ひとみが、冷たく研とぎ澄すまされた美術品にも似た、見る者を圧倒する空気を放っていた。

「……氷河の女帝グレイサー・エンプレスだ……」

　クラスの誰かが小さな声で囁いた。それを意に介する様子もなく、少女は教室の隅から隅まで目を走らせる──その視線が、ソーヤの顔に留まった。




「……ソーくん……？」




　少女の発した言葉に、驚かされたのはソーヤだった。あんな綺き麗れいな少女には見覚えがない。話したことがあれば、確実に覚えているはずだ。

　だが、ソーヤの困惑をよそに、少女は震える声でその名を繰り返した。

「ソーくん……ほんとに、ソーくん。帰ってきてくれた……ソーくんっ！」

　少女は駆け出し、ものすごい勢いで突進してきた。進路上で固まっていたルルファが跳ね飛ばされて「ぴぎゃっ！」と壁に激突するが、少女は見向きもせず、そのままソーヤの胸に飛び込んできた。

「うわ、わ、わっ!?　ちょっと待て！　お前、どうして俺の名前を知ってる!?」

　慌ててソーヤが尋ねると、少女は顔を上げた。あまり表情は変わっていないが、どことなく悲しげな雰囲気が見て取れた。

「ソーくん……私のこと、忘れた？」

「忘れるも何も、記憶にないぞ。俺のことをソーくんなんて呼ぶ相手も、一人しか──」

　──一人？

　そうだ。一人だけ……ソーヤのことをそう呼んでいた、幼馴染がいた。

「……メリッサ？　もしかして……お前、メリッサなのか……？」

　半信半疑で尋ねた言葉に、少女は──メリッサは、ぶんぶんと激しく頷うなずいた。

「ソーくん、思い出した。やっぱりソーくん！　私のために帰ってきてくれた！」

「おむぐっ!?」

　感極まったように、今度は頭を抱きしめられた。むにゅううっ、と柔らかすぎる感触が顔面を押し返してくる。気道が塞ふさがれて……く、苦しい。












「こらぁぁっ!?　あんた誰よ、いきなり人を突き飛ばして！」

　ルルファの怒鳴り声が響くと、頭を抱きしめていたメリッサの腕が緩ゆるんだ。

　助かった──と思って顔を上げたが、安あん堵どしている余裕はないようだった。ルルファが今にも摑つかみかからんばかりに、メリッサを睨みつけている。

「……誰かいたの。小さすぎて見えなかった」

「あんた、どこの誰だか知らないけど、この私にケンカ売ってるわけ……？」

「私とソーくんの間に立ってる方が悪い。運命の再会に、お邪魔虫は空気を読むべき」

「運命の再会？　……ちょっとソーヤ。こいつ、あんたの知り合いなの？」

　メリッサを睨んでいたルルファの目がこちらに向いた。ぎこちなくソーヤは頷いた。

「ああ。俺が子供のころ隣に住んでた、幼馴染のメリッサ・ヒューバートだ」

「それだけじゃない。私とソーくんは、将来を誓い合った仲」

「えっ」

　なんだそれ。そう言いかけている間にも、メリッサはソーヤの腕に腕を絡めて、二の腕に頰ほおをすり寄せてくる。

　ルルファの口くち許もとが大きくひきつった。

「……あっ、そう。へえぇ。良かったわねー、ソーヤ。可か愛わいい彼女と再会できて」

「いや、待て！　俺にはいったい何のことか……」

「私は別にあんたのことなんか、ぜんっぜん何とも思ってないけど。そんなご身分のくせして、他の相手を家族に紹介しようなんて言い出すほど軽けい薄はくな奴だとは思わなかったわ！　最低よ。大っきらい!!」

　叩きつけるように叫んで、ルルファは教室を飛び出した。誤解を解く暇ひまさえなかった。

　クラスメイトが「修羅場かな？」「修羅場だな」と囁き合っている。

　ソーヤは肩を落とした。

「どうかした、ソーくん？　元気ない」

「……いや、いい。ルルファには後で説明する……それより、少し離れてくれないか」

「だめ。また逢あえる日をずっと待ってた。七年と二カ月と一二日ぶん、くっつかせて」

　まるで意地になったように、メリッサは更に腕を抱きしめてくる。二の腕に押しつけられた膨ふくらみが、また幸せな感触で……。

「……くっ、落ち着け！　俺は師し匠しようの教えを受けた男。この程度の雑念には負けん！」

「ソーくん、いきなり変なこと言ってる。どした？」

「俺は闘士。俺は戦うためにここに在ある男……」

　自己暗示を繰り返していると、ふとメリッサが「あっ」と呟つぶやいた。

「……そういえばソーくん。変な噂、聞いた。きっとデマだと思う」

「ん……？　変な噂？」

「うん。魔術を使えない代わり、対戦相手をくすぐりまくって戦闘不能に追い込んでる変態生徒がいるって。その名前がソーくんと同じだって聞いた。たぶん何かの間違い」

「ああ、それなら俺のことだろう」

　俺は変態じゃないけどな──と付け足す前に、ぴしっとメリッサが硬こう直ちよくした。

「……うそ」

　ソーヤの腕から離れ、メリッサが震える声で呟く。

「本当だ。そんな戦い方をしてる奴は俺以外にいないしな」

「じゃあ……じゃあ、ソーくんが男も女も誰彼構わずくすぐりまくってて、くすぐられた相手は軒並みソーくんのテクニックの虜とりこになり、あのバーシュメルド家の娘もソーくんの指技なしじゃ生きていけない肉奴隷同然の体にされたっていうのも本当……!?」

「ちょっと待て」

　途中から明らかにおかしい点がある。が、メリッサは待ってくれなかった。

「ソーくんの……ソーくんのバカ！　知らないっ！」

　ソーヤの制止を聞くこともなく、飛び出していってしまったのだった。

　後には呆ぼう然ぜんとたたずむソーヤと、ひそひそ囁き合うクラスメイトだけが残された。

「捨てられた？」「みたいだな」「二ふた股またかけてて両方にフラれたって感じ？」「誰彼構わずだったらしいぞ」「サイテー」

　背中に突き刺さる視線が痛かった。




　その日、ソーヤは事あるごとにルルファに声をかけてみたが、目も合わせてくれなかった。時間を置かなければどうにもならないようだ。

　仕方ないので、先にメリッサの誤解を解くことにした。

　練れん魔ま場じように行った、とメリッサのクラスメイトに教えられたので、そちらへ向かう。

　場内の通りすがりを捕まえて話を聞けば、今日はランキング戦をやるのだという。二階席から観戦できるはずなので、そちらから入ることにした。

　観客席には、既に結構な数の生徒が集まっていた。やけに男子の割合が高い。

　眼下の試合場では、メリッサが対戦相手を待っていた。観客席の男子たちの熱視線がメリッサに注がれているのに気づき、そういうことかと納得する。

　確かに、メリッサは見違えるほどきれいになった。客観的にそう思う一方で、彼女がメリッサだとわかってからは、昔の面影を重ねてしまう自分もいる。

（……七年前は男の子みたいだったからな。よく一緒に探検なんかもしたし……）

　しかしまじまじと見ていると、ふとした表情や仕し種ぐさに女性らしさを感じる瞬間があって、何とも落ち着かない。よく知る幼馴染のようにも、別人のようにも思えてくる。

　ソーヤが居心地の悪さを感じている間に、対戦相手の男子が現れ、位置についた。術式水晶が輝き、対戦相手の順位を七位、メリッサの順位を四位と告げる。

「四位？　メリッサが……？」

　ソーヤは思わず呟いていた。確かに、地元では魔術の才能が豊かな子供だったが、全国から強つわ者ものが集うこの魔術学院でも通用するほどの腕になっていたのか？

　試合開始の合図が響く。と、メリッサはハッキリと響く声で言い放った。

「今日の私、機嫌が悪い」

　二人は同時に詠唱を始めた。先に魔術を発動したのは──メリッサ。

　対戦相手の足元の広い範囲が、一瞬のうちに凍結した。

「早い……あの魔術、威力に対してかなり詠唱が短い……」

　ソーヤが驚きに目を見張っている間に、メリッサは次の呪じゆ文もんを唱えていた。

　魔術を発動させたメリッサの上空に暴風が吹き荒れる。その風は無数の、大小さまざまな氷のつぶてを纏まとっていた。

　メリッサが命じるとともに、無数の氷のつぶてが対戦相手に襲いかかった。

　足を氷で固められて動けなかった相手は攻撃をまともに食らい、耐たい力りよくゲージを一気に削り取られて倒れた。

　試合終了──圧倒的な力を見せつけての勝利に、観客席が沸いた。

　観客のうち何人かが立ち上がり、救護班を呼びに行く。それを見たメリッサは、自分が留とどまる理由はないと判断したらしく、さっさと試合場を出ていった。

「……って、まずい。見失う……！」

　目的を思い出し、急いで観客席を飛び出す。

　かろうじて廊下でメリッサの背に追いつくことができた。

「メリッサ！　ちょっと待ってくれ！」

「……なに」

　じろり、と氷のように冷たい眼まな差ざしを向けられる。背筋に寒気がした。

　が、ここで引き下がるわけにもいかない。

「昼休みにお前が話してたあの噂、あれは全部正しいわけじゃないんだ」

　それからソーヤは噂の誤りを正し、自分があくまで真剣にくすぐりで戦っていること、ルルファとも別に妙な関係にはなっていないことを教えた。

「確かに昔の俺とは少し変わった。驚かせたかもしれない。だが、決して破は廉れん恥ちな男になったつもりはない。そこは信じてほしい」

　そう説得を締めくくろうとして、顔を見ると──メリッサは、ぷっくり頰を膨らませていた。

「……わかってない」

「えっ？」

「ソーくんは、わかってない。私がなんで怒ってるのか」

「なんで、って……どういう意味なんだ？」

「ぷいっ」

　口で言って、メリッサはそっぽを向く。

「なあ、メリッサ。頼むよ。教えてくれ」

「つーん」

　口で言って、つかつかと去っていってしまう。

　これ以上引き止める言葉も思い当たらず、ソーヤはメリッサの背を見送った。

「わかってない……俺が……？」

　どういうことなのだろう。自問自答しても、答えは見つからなかった。




　ソーヤはその翌日以降も誤解を解こうと二人に声をかけ続けたが、ルルファはソーヤを完全に無視していたし、メリッサは怒っている理由を教えてくれなかった。

　徒労のままに時間が過ぎ、週末になった。

　本来はルルファと二人で出かける約束だったが、ルルファは結局週末まで不機嫌なままだった。メリッサにも、仲直りの機会になればと思って手紙で待ち合わせの時刻を指定したのだが、返事はなかった。

　結局、一人で行くことになった。少し寂しい気もするが、仕方ない。

　最低限の身支度を整えてから、中央駅に向かった。




「……ん？」

　駅前広場の近くまで来たところで、ある光景に気づいた。つば広の帽子を被かぶった女の子が、三人の男に囲まれているのだ。

　見た感じ強引なナンパといったところだが──男に囲まれ、負けん気の強い目で彼らを威い嚇かくしていたのは、白いワンピースに赤髪赤あか眼めが映える、見覚えのある少女だった。

「……ルルファ!?」

　驚きながらも、足は勝手にルルファの方へと動き出していた。

　ルルファと男たちの会話が聞こえる。

「いい加減しつこいわね。先約があるって言ってるでしょ」

「つれないこと言うなよ。こんな可愛い彼女を待たせるような男なんてほっといてさ、俺たちと遊びに行こうぜ？」

「誰があんな奴の彼女なのよ！　とにかく私には約束があるの。ここを通して……っ」

　ルルファが強引に通り抜けようとすると、男の一人がルルファの手首を摑んだ。

「こっちが下手に出てるうちに、大人しく言うこと聞いといた方がいいよ？　オレ、こう見えても第一領域の魔術をマスターしてんだ。ケガしたくないだろ？」

「……は？」

　ルルファの形の良い眉まゆが、怒りに吊つり上がった。まずい。

「そこにいたのか！　探したぞ！」

　わざと大声を出して呼びかけると、ルルファと男たちがこちらに気づいた。

「ソーヤ……」

「発車の時間が近い。そろそろ行こう」

　ルルファを強引に連れ出そうと手を伸ばす。しかし、それを阻むように男たちが立ちふさがった。

「なんだテメエは、今更ノコノコ出てきやがって！」

「この子は俺らと遊ぶんだとよ」

「痛い目見たくなかったら、とっとと失うせな」

　ソーヤは三人の顔を順に見回して、ゆっくりと言い含める。

「大人しくその子を離せ。離さなければ……」

「離さなければ？　どうするってんだ、あぁ？」

「くすぐるぞ」

　ソーヤの返答に、三人はぽかんと口を開けて顔を見合わせると、一斉に爆笑した。

「うっはははは！　くすぐるって？　だから何だってんだよ。やりたきゃ好きなだけくすぐってみろよ！」

「わかった」

　ソーヤの手が疾はしった。

　あひぃいいいっ、という男たちの奇声が高らかに響いた。




「……あんな最悪な方法で助けられる日が来るなんて、想像したこともなかったわ……」

　列車に乗り込んで席に着くなり、ルルファはぐったりと肘ひじかけにもたれて呟いた。

　車窓の外の景色がゆっくりと流れていくのを眺めながら、ソーヤは首をかしげた。

「我ながら理想的な手段だったと思うぞ。平和的解決というやつだ」

「あひゃあひゃ笑い転げたまま放置されたあの連中、今頃いい見世物になってるんじゃないかしら。今ならいっそ不ふ憫びんにすら思えるわ」

「ああでもしないと、ルルファが魔術で撃退していただろう。後先考えずに」

　さりげなく指摘すると、ルルファは口ごもった。図星だったらしい。

「し、素人しろうと相手に攻撃なんてしないわよ。派手な魔術でおどかすだけ」

「本当か？　……まあ、俺はお前が無事で済んだならどちらでもいいが」

　改めてルルファに向き直る。いつも制服でいるところしか見ていないので、私服姿は少し新鮮だ。清せい楚そなワンピースが年齢相応の可愛らしさを引き立てている。

「……何よ？　人のことジロジロ見て」

「いや……そういえば、どうして今日は来てくれたんだ？　てっきり来ないものだとばかり思っていたが」

「約束を反ほ故ごにするのは主義じゃないの。一度行くって言ったからには来るわよ」

「律りち義ぎだな。でも、来てくれて嬉うれしいぞ。ありがとう、ルルファ」

　頭を下げると、ルルファは照れくさそうにそっぽを向いた。

「別に……それより、あんたの家族に私を紹介するって話、本気なの？」

「もちろん本気だ」

「私、まだあんたと会って半月も経たってないんだけど。紹介してどうするつもり……」

　そこまで口にした瞬間、ルルファの顔がさっと蒼あおざめた。自分の腕を抱き、逃げるように座席の隅っこで縮こまる。

「嫌よ!?　や、やっぱり帰る。あんたたちの餌え食じきになるくらいなら今すぐ帰るわ!!」

「……だいたい何を想像したかはわかるが、くすぐり技は別に俺の家系に伝わってるものじゃないぞ。うちの一族でくすぐり技を使うのは俺だけだ」

　当たっていたらしく、ルルファは「……そ、そう」と胸を撫なで下ろした。

「だとしてもよ。一応言っておくけど、私はあんたのクラスメイトで、ただの友達だからね。あんたの家族に変な紹介したら、その場で燃やしてやるから」

「ん？　ああ、もちろん友達として紹介するつもりだったぞ。あと、今日はメリッサも誘ったんだが、残念ながら向こうは来てくれなかったな……」

　思わず溜ため息いきを漏らして呟く──と、ルルファのこめかみに青筋が浮いた。

「あの女も誘ったわけ!?　あんた、どういう神経してたらいっぺんに女の子二人も家族に紹介しようなんて思うの？　信じらんない！」

「いや、メリッサとは久しぶりに会うからな。妹も喜ぶと思ったんだ」

　勢いに圧おされながらも答えると、ルルファはきょとんと目を丸くした。

「……妹？」




　列車を降りると、目的の国立総合病院は目と鼻の先にあった。

　駅を出た辺りで、ルルファが妙にきょろきょろとしているのに気づく。

「どうかしたのか？」

「なんか、さっきの列車でもそうだったけど、誰かに見られてるような……」

「俺たちを追ってくるような物好きなんていないだろう。ほら、こっちだ」

　手招きすると、ルルファは納得いかない顔のまま後についてきた。

　外来患者の行列をかき分け、受付で面会の手続きを済ませる。手続きといっても、何年もここに通っているソーヤの顔は向こうも知っているから、ごく簡かん素そなものだ。

「あんたの妹に会わせたいんなら、最初からそう言いなさいよ」

　廊下を歩きながら、ルルファが唇を尖とがらせる。

「そう言おうとしたんだが、あの時は色々タイミングが悪くて言えなかっただろう。入学したら、友達を連れて遊びに来るって妹と約束していたんだ」

「妹ね……私、子供って好きじゃないのよ。すぐ甘えたがるし、遠慮を知らないし」

「意外だな。子供みたいな体型なのに」

「体型は関係ないでしょ……っ」

　病院だからか、声を抑えながらルルファが凄すごむ。

「とにかく、あんたの妹に優しくしてやるつもりはないから。もし泣かせたりしても、責任は取らないからね」

　ルルファがそう言い切った時、ちょうど病室の前に着いた。

　引き戸を開けて、病室に足を踏み入れる。

「シリン、起きているか？　見舞いに来たぞ」

　ベッドの上で本を読んでいた、パジャマ姿の少女──シリンが顔を上げた。

「……お兄ちゃん？　来てくれたんだ！」

　ぱあっと太陽のような笑顔を浮かべる。いつもと変わらぬ笑みに、ソーヤの胸には安堵感がこみ上げてきた。












「また痩やせたんじゃないのか、シリン。ちゃんと食べてるんだろうな？」

「お兄ちゃんは心配しすぎだよ。……あれ。そっちの人は？」

　もう一人の来客に気づいたシリンが首を傾かしげると、ルルファがびくりと反応した。

「友達を連れてくるって約束しただろう？　クラスメイトのルルファだ」

「そうなんだ？　はじめまして、ルルファさん。兄がいつもお世話になってます」

「は、初めまして……シリン、ちゃん。よろしく」

　目をぱちくりさせながら、慌てたようにルルファが頭を下げた。

　少し様子が変なので、小声で尋ねてみる。

「何だか妙にぎこちないな。どうかしたのか、ルルファ」

「どうもこうも、あの子本当にあんたの妹？　すごくまともな子に見えるんだけど」

「ああ、よくできた妹だとは思うが、何かおかしいか？」

「おかしいわ……この非常識な兄の下で、まともな妹が育つだなんて……」

　何やらものすごく失礼なことを言われている。

　シリンもルルファの緊張に気づいた様子で、じっとこちらを見ていた。

「この部屋、あんまり空気が良くないから……ちょっと待っててくださいね」

　シリンはベッドを下りて、壁に手をつきながらよろよろと窓へ近づく。

「おいシリン、危ないぞ。お前、まだ車椅子がないと……」

「大丈夫だってば、このくらい……きゃ、っ」

　不意にバランスを崩したシリンの体がよろめく──。

「危ないっ!!」

　ソーヤがそう思った時、声に出したのはルルファだった。それと同時に飛び出し、シリンのか細い体をしっかりと抱きしめていた。

「ル、ルルファさん……？」

「ダメじゃない、そんな足取りで無理に歩いたりしたら！　ほら、このまま支えててあげるから、ベッドに戻って。窓くらい、言えば開けてあげるわよ」

　そのままシリンをベッドの端に座らせると、ルルファは窓を開けて、爽さわやかな春風を室内に取り込んだ。

「ありがとうございます、ルルファさん。それと……ごめんなさい」

「そんなのいいわよ。それより、足首ひねってない？　違和感があったら言ってよ」

「平気です。……ルルファさんって、とっても優しいんですね」

「へっ？　……そ、そんなんじゃないわよ、別にっ」

「ふふっ。あの、ルルファさんのこと、色々聞いてもいいですか？」

　ベッドの端に身を寄せて、二人で話し始めてしまった。

「……俺は？」

　つまはじきにされたような物悲しさに、ソーヤは呟いたが、誰も聞いていなかった。




　二人の話は弾んだ。時間と、ソーヤの存在が忘れ去られるほどに。

「えーっ！　じゃあルルファさんって、魔術師六祖の家系なんですか？」

「そうよ。ま、同世代で私くらい魔術が使える奴なんてそうはいないわね。姉様が私と同じ歳としの頃には、もっとすごかったって話だけど」

「へえ……ルルファさん、お姉さんがいるんですか」

「うん！　姉様はすごいの。魔術の腕だけじゃなくて、いつも綺麗で、優ゆう雅がで……それに、私にすっごく優しくしてくれるの。私も、姉様に少しでも近づきたいわ」

「ふーん……じゃあ、ルルファさんのこと、これからルルファお姉ちゃんって呼んでもいいですか？」

「ええっ!?　そ、それはちょっと恥ずかしいんだけど……」

　ずっとこんな調子で、どこか甘酸っぱいようなトークに花を咲かせられるのだから、女子というのはすごい生き物だ。

　話を聞きながら、ソーヤは出ていくわけにもいかず、ぼんやりと窓の外を眺めていた。今日はとても天気がいい。

「……？」

　ふと中庭を見下ろした瞬間、視界の隅で何かが動いたような気がした。ソーヤの視界に入った瞬間、何かが木の陰に隠れたような……。

　ソーヤの思考は、病室の扉が開いたことで中断させられた。医者と、看護師の女性が入ってくる。

「あっ……時間ですね。ごめんなさい、二人とも。私、回診を受けなくちゃ」

「そんなに長居しちゃったの？　こっちこそごめんね」

　ルルファが時計を見て驚いていた。長話の自覚もなかったらしい。

「お兄ちゃん、ルルファお姉ちゃん。また来てくださいね」

　笑顔のシリンに見送られ、ソーヤとルルファは病院を後にした。




　病院の外のベンチに、ルルファと並んで腰かける。

「今日は来てくれてありがとうな、ルルファ。シリンも喜んでた」

「ううん、私も楽しかったわ。お礼を言うのはこっちよ」

　まだ楽しさの余韻に酔いしれているかのように、ルルファはいつになくうきうきした表情を見せた。本当に、来てもらえてよかったと思う。

「……シリンは、後天的な魔力無しゼロなんだ。七年前、魔力喰いマジツク・イーターに襲われて以来な」

　ソーヤの一言に、ルルファの表情から一瞬で熱が引いた。言葉を失ったようだった。

「その様子だと、説明の必要はなさそうだな」

「……新聞記事を読んだことがあるわ。他人の魔力核コアを奪い取る能力の持ち主。七年前に突如現れ、正体不明のまま、今もなお通り魔的に犯行を繰り返してる」

「そうだ。魔力喰いマジツク・イーターに襲われたせいで、シリンは……魔力無しゼロにされたんだ」

「七年前って……そんな小さな頃から、魔術を使えない体にされたっていうの？」

「魔術が使えないだけならまだ良かった。クレア先生が授業で言っていたことを覚えているか？　魔力核コアを持って生まれた全ての人間は、魔力が一定の免疫機能を果たしている。魔力核コアに異常が生じれば、通常罹かからないはずの病やまいに罹ってしまう場合がある」

「ええ、それは常識の範囲だけど……えっ？　じゃあ、まさか……」

「そうだ。後天性の魔力無ししか罹らない病気が存在する。シリンは運悪く、魔力核コアを奪われた六歳の頃に罹患した」

　ルルファははっとして息を呑のんだ。その表情が驚きから悲痛の色へと移り変わる。

「まさか……その時から、ずっと？」

「ああ。同じ病に苦しめられている。学校にだって、ほとんど行けていない」

「治る見込みはないの？」

「ない。症例が少なすぎるし、薬で補えるものでもない。魔力核コアが戻れば、体の機能も元に戻るかもしれないそうだが──根本的な解決法は、他にないんだ」

　ルルファは再び俯うつむいて「……そう」とだけ漏らした。

「……だからな、ルルファ。俺はその唯一の方法に賭かけることにした」

「えっ……？」

「魔力喰いマジツク・イーターを捕らえ、シリンの魔力核コアを奪い返す。それが、俺の目的だ」

　自分の中の決意を改めるつもりで、はっきりと声に出して告げる。

　その声に共鳴したように、ルルファの顔から悲痛の色が抜けたのを見届けてから、ソーヤは続ける。

「ここ二年間で、魔力喰いマジツク・イーターによって魔力核コアを奪われた者は九人。全員魔術学院に通う学生で、うち七人がフィーゼフトの生徒だ」

「……フィーゼフトの生徒が襲われたのは知ってる。でも、そんなに？」

「調べればわかることだ。だから、魔力喰いマジツク・イーターは学院関係者の中にいるという説もある。学院長が目を光らせている以上、考えにくいことではあるが──どちらにせよ、魔力喰いマジツク・イーターは再びフィーゼフトの生徒を狙って現れる可能性が高い」

「じゃあ、あんたが魔術学院に入学した理由って……」

「奴を追うためだ。それに、魔力喰いマジツク・イーター自身も魔術を使えるはずだからな。奴と対峙した時のために、実戦経験を積んでおきたかった」

　頷き返すと、ルルファは少しの間、悲しげな表情のままでいたが、やがて腰を折って深く頭こうべを垂たれた。

「……ごめん。ごめんなさい、ソーヤ」

「どうした？」

「私、入学式の日……初めてあんたに会って、目を見た時に感じたの。こいつは他の奴とは違う。私と同じ……強い決意を秘めているって、そんな気がした」

「……そういえば、得意な魔術の属性とか、色々訊きかれたな」

　今思えば、ソーヤだけにあんなことを尋ねてきたのは不自然だったが、そんな理由があったのか。

「でも、あんたが魔力無しゼロだってわかって……お遊びで入学してきたんだと思った。だから本気で頭に来たの。その誤解が解けたのは、散々あんたにボロ負けした後」

　言葉を切ったルルファの手の甲に、雫しずくが落ちた。

「私、ひどいことを言ったわ。魔力無しゼロが人より劣ってるとか、あんな……ひどいことを。ソーヤやシリンちゃんは苦しんでるのに。私……」

　ルルファの声は震えていた。心からの言葉だと思えた。

「いいんだ。わかってくれれば、それで充分だ」

　小さな肩に手を置いて、ハンカチを差し出した。ルルファは首を横に振って、自分のハンカチで涙を拭ぬぐった。

「シリンのためにも、俺は負けない。必ず魔力喰いマジツク・イーターを見つけ出し──」

　ありったけの決意を言葉に乗せ、宣言する。




「──この手で、自分の所業を悔くい改あらためるまで、くすぐり倒してやる！」




　ルルファが顔を上げた。涙の痕あとが残った顔が、呆あきれの表情を作っていた。

「……それ、すっかり忘れてたわ。そうよね。あんたはそうだったわよね」

「ん？　急にどうした、ルルファ。俺は入学した時からこうだろう」

「そうだけど。ほんの少し前まで真ま面じ目めだったのに、ものすごく台無しにされた気分」

　ずびー、とチリ紙で洟はなをかんで、涙目のジト目でこちらを見やる。何な故ぜそんな微妙な反応をしているのだろう。よくわからない。

「っていうか、前から聞きたかったんだけど、なんでくすぐりなのよ!?」

「なんでって……詠唱を中断させるには効果的だろう。くすぐり」

「有効性以前に、そのチョイスが謎なんだけど。なんでそんな技を学び始めたのよ」

　ルルファの問いかけに、ソーヤは天を仰いだ。懐かしい記憶が呼び覚まされる。

「そう……あれは、シリンが病に倒れてから、少し後のことだった……」

「えっ？　何、なんか語り出した？」

「当時九歳だった俺は、一人でシリンの見舞いに行く途中で、いわゆる不良どもに絡まれた。見舞いの花を買うためにと親から渡されていた金を、奪われそうになったんだ」

　あの時、ソーヤは自分の無力さを呪のろった。

　魔力でなくてもいい。せめて自分と、大切なものを守れるだけの力が欲しかった。

「俺も必死に抵抗したが、数人がかりで殴られ、魔術で痛めつけられた。もうどうすることもできない……そう思った時、一人の女性が割って入ってきたんだ」

「女の人？　……まさか、その人って……」

「そうだ。その人こそが、超絶くすぐり技巧〝ゼットー流〟正統後継者。俺の師匠だ」

　その瞬間の衝撃を、ソーヤは一生涯忘れることはないだろう。

「師匠が軽く一ひと撫なでしただけで連中は崩れ落ち、腹がよじれんばかりに笑い狂った。俺は驚いた。なんて呆あつ気けなさだ。なんて凄すさまじい技巧なんだ……と」

「うん……まあ、そりゃ誰でも驚くわよ……」

　開いたまま塞がらない口で、ルルファが感想を漏もらした。

「師匠は奴らの手から取り返した金を俺に渡すと、立ち去ろうとした。だが、俺は全力で師匠を引き止め、頭を下げて頼んだんだ……その技を教えて欲しい、と」

「なんでまたそんなことを……目の前でそんなの見たらヒくでしょ、普通……」

「ずっと、魔術に対抗できる力が欲しかったんだ。俺はいじめられっ子だったからな」

「ええ？　あんたが？」

「すべては、俺が魔力無しゼロだったからだ。『他の人と違う』……ただそれだけで、差別される理由になるんだよ。師匠と出会う前には、色々とつらい思いをしてきた。低学年の頃は近所に住んでいたメリッサに助けてもらうことも多かったが、シリンが病院を移る関係で俺も居を移すことになって、それからは本当に孤独だった」

「……そうなんだ」

　ルルファの表情に影が落ちた。また自分の言動を反省しているのだろう。

「じゃあ、あんたの師匠ってのも、魔力無しゼロなの？」

「いや、師匠は魔術を使えるぞ。何故だ？」

「え？　だって、魔力無しゼロのあんたがくすぐりで戦うのは、百歩譲ってわからなくもないけど。魔術が使えるなら、なんでわざわざそんな妙な技で戦うのよ」

「師匠はくすぐりを愛しているからだ」

　即答すると、ルルファは顔をしかめた。

「……愛って……」

「ゼットー流の創始者は魔力無しゼロだったが、その後、改良を重ねながら技を受け継いできた伝承者は、全員普通の体質だ。皆、くすぐりを愛する猛も者さだったと聞いている」

「なんかもう、ただのくすぐりフェチの集まりにしか思えないんだけど」

「違うぞ。俺たちはみな真剣にくすぐっているだけだ。やましいことなど何もしていない。そのように見えるとすれば、それは、見た人間の心を鏡のように映し出しているだけのことだ。師匠がそう言っていた」

　ソーヤの説明に、ルルファは目尻をぴくぴくさせて何か言いたげにしていたが、やがて諦あきらめたらしく、黙ってぐったりと肩を落とした。

「まあ、とにかくそういうわけで、くすぐり技を教えてもらえることになったんだ」

「……いきさつはわかったけど、それでよく真剣に学ぶ気になったわね」

「自分を助けてくれた技だからな、思い入れもできるさ。もしもあの時、俺が拳けん法ぽうで助けられていたら拳法を学んだだろう。剣術で助けられていたなら剣術を学んだだろう。俺の場合、たまたまそれがくすぐり技だっただけのことだ」

「天文学的な確率だと思うわよ、それ」

　感想で締めくくって、ルルファは長く深い溜息を吐き出した。

「おかげさまで、いくつか腑ふに落ちたわ。あのメリッサって子が怒ってる理由も」

「え？　わかるのか？　教えてくれ、なんでメリッサは怒っているんだ？」

「なんでって……あんたがくすぐりを学んだのは、メリッサと離れてからなんでしょ？　久々に会った幼馴染がド変態になってたら、引いたり嘆いたり怒ったりもするわよ」

「誰がド変態だ」

　あまりにもひどい言われようだ。そう言い返そうとした時、不意にルルファが近くの茂しげみに向かって声を張り上げた。

「ねえ、あんたはどう思ってるの？　メリッサ・ヒューバート」

「……え？」

　ソーヤも目を向けると──がさがさと揺れる茂みから、メリッサが顔を出した。

「メリッサ!?　いつからそこに……」

「たぶん電車の中からいたのよ。誰かの視線を感じるって言ったでしょ？」

　ルルファの指摘に、メリッサは小さく頷く。そういえば、ソーヤも病室にいた時、中庭から視線を感じたような気がしたが、あれもメリッサだったのか。

「ごめん。二人が電車に乗るところからずっと、後つけてた」

「メリッサ……でも、どうしてだ？」

「ソーくんのこと、ちゃんと知りたかった。会えずにいた間に何があったのか。ちょっとでもわかりたかった。今の話も、ぜんぶ聞いてた」

　こちらをじっと見つめて、メリッサは何か言いたげにもじもじとしている。

　どうしたのだろう──と様子を窺っていると、いきなりルルファに背中を叩かれた。

「つっ！　……何をするんだ、ルルファ」

「私、そろそろ帰るわ。今日はありがとね、ソーヤ」

「えっ？」

「あんた鈍にぶすぎ。私がいたら話しにくいこともあるでしょ」

　むすっと言い放って、ルルファは席を立った。メリッサと一瞬、目が合う。

「……ありがとう。この前は悪かった。あなた、体と胸が小さいわりに器は大きい」

「ケンカ売ってるわね？　売ってるのよね？　買うわよ？」

　ほんの少しだけピリピリした空気を撒まき散らしてから、ルルファは去っていった。

　後にはソーヤとメリッサだけが残される。

「あー……まあ、とりあえず座ったらどうだ？　話しにくいだろう」

「うん。座る」

　答えて、メリッサは腰を下ろした。──ソーヤの膝ひざの上に。

「……おい」

「ソーくんのお膝、ぬくい。ちょっと固いけどなかなかの座り心地。九一点」

「採点するな。降りてくれ」

「問題ない。昔はよくこんな風にスキンシップしてた。私は気にしない」

　意地でもどかないつもりらしい。説得するだけ無駄のような空気を感じたので、仕方なくこのままにしておくことにした。

「……安心した。何年経ってもソーくんはソーくんだった。私の知ってる、まっすぐで優しくて、妹想いのソーくん」

　呟く声は、とても優しげなものだった。ソーヤもまた、その声に、目の前にいるのが本物のメリッサであることを改めて実感した。

「約束通り、私のところに帰ってきてくれた。ありがとう、ソーくん」

「約束……？」

「昔、ソーくんがいじめられてた頃に約束した。私がずっとソーくんのそばにいて、守ってあげるって」

　メリッサはどこかうっとりしたような様子で言った。

「もしかして……将来を誓ったって言ってたのは、そういう……」

　そんな約束をしただろうか？　したかもしれない……ただ、少なくともハッキリとは覚えていない。

　ソーヤが思い出そうと必死になっている間に、メリッサはしょんぼりしていた。

「でも、ソーくん、私の前から突然いなくなった……」

「……すまない。シリンが病に倒れて、急に家族で引っ越すことになったんだ」

「うん。それはさっき聞こえた。でも、さっきまで知らなかったから、私はただずっと待ってた。ソーくんはきっと帰ってくる。その時ソーくんを守れるように、がんばって強くなろうとした。それで、今の私がある」

「えっ……」

　ソーヤは思わず目を見張った。約束のために……ソーヤのために、フィーゼフト魔術学院に入学できるほどに、力をつけたというのか。

　頷いてから、メリッサは少し照れたように耳を赤くした。

「……少しだけウソ。本当はすごく不安だった。もしかしたらもう会えないかも、って思ってた。ソーくんのこと、ちょっと疑ってた。ごめん。私、悪い子」

「いや……そんなことはない。俺の方こそ……」

　そんな大事な約束をしたことを思い出せないのだから、むしろ謝るべきはソーヤの方だろう。心からの謝意を込めて頭を下げた。

「……もしかして、メリッサが怒ってたのって、ずっと待たせていたからか？」

　その間のメリッサの気持ちを考えると、とても申し訳ないと思う。

　しかし、その問いにメリッサは不思議そうに首を傾げて、少し経ってから何かを思い出したようにピンと背すじを正した。

「そういえば、私、怒ってたの忘れてた。ソーくんめー。ぷんすか」

「……そ、そうか」

　無表情のまま、あまり抑よく揚ようのない声で言われると、どうにも脱力してしまう。というか、メリッサは本当に怒っているのだろうか。

　さっきまで普通に話していたということは、少なくとも、待たせたことが怒りの原因ではないようだ。だとすると、やはりあのことか……。

「メリッサ、聞いてくれ。俺は確かに今、くすぐり技を用いてランキング戦を勝ち抜いている。それは異端で、はたから見れば変質者のようにも思えるかもしれない」

「…………」メリッサは膝に乗ったまま、黙って前を向いている。

「だが、俺は真剣なんだ。決してふざけているつもりはないし、相手を倒す以外の目的があってくすぐっているわけじゃない。そこだけは理解してほしい」

「……やっぱり、わかってない」

　メリッサは呟いて振り返った。

「私がそんなこと気にすると思ってるなら、大間違い。たとえ異端でも変質者でも、ソーくんがソーくんなら構わない。私が言いたいのは……」




「どうして、私のこともくすぐってくれないの？」




「……はい？」

　ソーヤは意味がわからず聞き返した。

「他の人ばっかりずるい。私の方がずっとずっと、ずーっと長い間ソーくんのこと想ってたのに、なんで私より先に他の人がくすぐってもらえるの。ずるい」

「いや。別に俺は相手を選んでくすぐっているわけじゃないんだが……」

「だったら私のこともくすぐって。さあ、今ここで」

　腕を広げ、無防備な体勢になるメリッサ。その瞳が期待に揺れている。

「待て、待て！　いきなり言われてもできるわけないだろう」

「私はいつでもくすぐられる覚悟はできてる。なのに、なんで『くすぐりついでにそのデカパイを揉みほぐしてやるぜグヘヘ』とか、『スカートに手を突っ込みあちこちくすぐりまくってアヘアヘ言わせてやるぜキヒヒ』とか言ってくれないの？　ひどい……」

「お前の中で、俺はいったいどういう人間なんだ」

「好きの先に肉欲があるのは仕方ない。ソーくんも男の子。受け入れるのが女の甲か斐い性しよう」

「メリッサ……お前は何か、とてつもない勘違いをしているぞ……」

　ソーヤは頭を抱えた。いったいどこからツッコめばいいのやら。

「……だから、くすぐりがしたいなら、私だけにしてくれればいい。ソーくんには、もう魔術学院の戦いから身を引いてほしい」

「……何？」

　予想外の言葉に顔を上げる。メリッサの纏う雰囲気は研ぎ澄まされていた。

「ソーくんは知らない。あの学院には魔術師六祖を筆頭に、魔術師の名門がたくさんいる。そういう人たちは、自分たちの権威を守るためならどんなことでもする。まして、魔力のないソーくんが活躍することを快く思わない人はきっと多い」

　危険だ、と言いたいのだろう。それはそうかもしれない。

「……だが、俺にはもう一つ、あの学院に入った理由があるんだ」

　話しておかなければ、きっと納得しないだろう。そう思って、こちらを振り返ったままのメリッサをまっすぐに見つめる。

「フィーゼフトの生徒が襲われて以来、学院長も、持てる権力を駆使して魔力喰いマジツク・イーターを追っている。その情報を流してもらえるように頼み込んで、ある条件を提示された」

「条件？」

「全学年合同のランキングで一位になること。俺の事情を加味しても、魔力喰いマジツク・イーターの件に首を突っ込むなら、最低でもそれくらいの実力は必要だと言われたんだ」

　これで事情は全て話した──が、メリッサはますます意固地になった。

「なおさら危険。一番になるなんて無理に決まってる。バーシュメルドには勝てたかもしれないけど、それはきっと相性の問題。本気でぶつかり合えば、ソーくんは私にだって勝てない」

「……ほう？　だったら、試してみるか？」

　挑戦的な言いように、ソーヤの中の対抗心に火がついた。

　負けじと、メリッサもこちらを睨み返してくる。

「忘れた？　子供の頃、ソーくんはいつも私が守ってあげてた。私に勝てるわけない」

「そこまで言うなら、身をもって教えてやる。あの頃の俺とは違うってことを」

「……わかった。口で言っても無駄ならしょうがない」

　ぴょん、とソーヤの膝から降りて、メリッサは駅に向かって歩き出した。

　ついさっきまで膝の上でくつろいでいたメリッサとは、既に何かが違っている。そう感じながら、ソーヤもメリッサの後に続いた。




　学院に戻った二人は、ソーヤの提案で一旦別れ、お互い制服に着替えてから練魔場の前で合流した。

　ランキング戦を推奨する性質上、フィーゼフト魔術学院の制服は、破れても無償で支給される。そのため、制服の方がお互い遠慮なく戦えるのだ。

　ロビーに入ると、同じく制服姿のルルファと鉢合わせした。

「あれ？　あんたたち、もう帰ってきたの？」

「ああ……ちょっと、これからメリッサと試合することになってな」

「へえ。じゃあ、私も見てていい？　一戦終えてきたところで、ちょうど休憩しようかと思ってたのよ」

　ソーヤとメリッサを交互に見やって、ルルファが興味深そうに言う。

「別に構わないぞ。なあ、メリッサ……」

　メリッサはルルファの脇をするりと抜けて、廊下を進んでいった。

「……メリッサの奴、さっきと雰囲気違うわね。何かあったの？」

「話せば長くなるが……おい、メリッサ！　あんまり先に行くとはぐれるぞ！」

　ソーヤもメリッサを追いかけて、一番近くの試合場に足を踏み入れる。

　既にメリッサは準備を済ませているようだった。

　所定の位置につき、メリッサと向かい合うと、先ほどまでとは明らかに異なる威圧感を纏っているのがわかる。まるで別人のようだ。

「ソーくんは私が守る。私に守られる立場だってことを、ここで教える」

「お前なりの優しさなんだろうが……あまり俺を見くびるなよ、メリッサ」

　足元の水晶板が輝きを帯び、石の舞台リングが形成される。

　ソーヤとメリッサは、互いに腰を落として身構えた。

　試合場に声が響く。




『１年３組、ランキング三位、メリッサ・ヒューバート。１年１組、ランキング二三位、ソーヤ・ディオス。術式生体認証が完了しました。──試合を開始してください』




「昇しよう魔ま！　絶界より来たれ、無む間けんの氷河！　氷結凍河フリーズ・スウオツシユ!!」

　メリッサが唱えると同時──ソーヤの足元を中心とした広範囲が、一瞬で凍結した。

「う……くっ！」

　術が発動する瞬間に跳ちよう躍やくすることで、ソーヤはかろうじて回避に成功した。

　メリッサの戦いを一度見ていなければ、危うく氷漬けにされていたところだ。こちらが遠距離に攻撃できない以上、動きを封じられれば打つ手がなくなる。

「ソーくん、今のを回避したのはすごい。でも、ここからが本番」

　顔色一つ変えずに、メリッサは次の呪文を詠唱し始める。

　接近するチャンス──とは言えなかった。舞台リングの広い範囲が凍りついたことで足元が滑り、踏み込みが効かない。転びでもしたら格好の的だ。

「降こう魔ま！　氷と風の刃やいばよ、吹き降ろせ──氷烈斬波ザン・ブリザード!!」

　斜め上から一陣の風が吹き込む──と同時、大小いくつもの氷のつぶてが、ソーヤ目掛けて降り注ぐ。

　ソーヤはとっさに地を蹴り、横に跳んでかわそうとした。しかし氷で足が滑り、予想通りに跳ぶことができず、鋭利なつぶての一つがふくらはぎをかすめた。

「ぐ……っ！」

　鋭い痛みとともに、ソーヤの耐力ゲージが僅わずかに縮む。幸い、動きに支障が出るほどのダメージではなく、即座に体勢を立て直す。

「その詠唱の短縮……そうか。始めに攻撃の形態を宣言し、方位に制限を加えることを代償として、詠唱速度を向上させている。そうだな？」

　通常、魔術は詠唱を終えた直後に効力が決定される。

　しかしメリッサは、最初に効力の一部を宣言する代わりに、詠唱をある程度省略している。詠唱の応用技だ。

「だが、弱点が二つある。まず、詠唱を短縮すれば通常の魔術より遙はるかに大きな魔力を消費する。そして、次にどこから攻撃するのか、相手に教えることになる」

　詠唱が「昇魔」から始まる時は下から。「降魔」は上からだ。

「ソーくん、よく勉強してる。昔は魔術なんて文字を見るのも嫌ってたのに」

「言ったはずだ。昔の俺とは違う」

「かもしれない。でも、私もずっと強くなった。昔も今も、ソーくんは私に勝てない」

「すぐに、そんな口は利けないほど笑わせてやるぞ──この手でな」

　構えを取り、十本の指をぐねぐねと蠢うごめかせる。間合いさえ詰めれば、いける。

　メリッサが次の呪文を唱えた。ソーヤは氷で足が滑らないよう力を加減して、横っ飛びに回避する。

「──ぐぁっ!?」

　無数に降り注いだ氷の刃の一つが、肩に突き刺さった。

　想像以上に攻撃範囲が広い。あらかじめ方位を宣言しても回避できないよう、広範囲の魔術を使っているのだ。今の足場では完全に避よけきれない。

　だが、ただでさえ広範囲の魔術に加え、詠唱を短縮しているとなれば、魔力の消費も大きいはずだ。近づけなくとも、回避に徹し続ければ、いずれ魔力が尽きるはず。

　間かん髪はつ容いれず、連続で魔術が発動する。

　完全にかわしきれず、ダメージを蓄ちく積せきさせられながらも、ソーヤは逃げに徹した。

「何してんのよ、ソーヤ！　いつものあんたなら、そんな奴すぐにとっ捕まえてるはずでしょ!?」

　観客席からルルファの野や次じが飛んだ。簡単に言ってくれるものだと思う。

　だが、仮にメリッサと戦っているのがルルファなら、きっと対処できるのだろう。炎で氷を溶かしてしまえばいい。メリッサの攻撃も完封できるかもしれない。

（相性か……なるほど。メリッサの言っていた意味が少しわかった……）

　だが、やりようはある。時間稼ぎに徹すれば、いずれは必ず──。

「ソーヤッ!!」

　ルルファの強い声に、我に返って足を止めた。そうするしかなかった。

　ソーヤの踵かかとは、舞台の縁にかかっていた。これ以上は退さがれない。

　メリッサの攻撃を避けながら、正方形の舞台の一角に追い込まれていたのだ。

「……狙っていたのか？　メリッサ」

「逃げ場を奪うのは基本。負けを認めて舞台リングから降りれば、怪我しないで済む」

「勝った気になるには早いぞ。勝負はまだついていない」

「魔力切れを狙ってるなら考えが甘い。連戦ならともかく、一試合もフルパワーが続かないほどヤワな鍛きたえ方はしてない。──降魔」

　メリッサが唱え、魔力が収束を始める。ハッタリではなく、余力は十分のようだ。

「くっ……まずい……！」

　読みを誤った。もはや打つ手はないのか。

　師匠ならどうする？　こんな時、師匠なら──。




　かつて、遠距離戦への対処法を師匠に教わったことがあった。

「いいですか、ソーヤくん。ゼットー流の基本は、まず相手に接近することです。間合いに入らなければこちらの手が届きませんからね」

　ソーヤは頷いた。師匠のもとで三年の鍛錬を積み、ある程度の基本技を使いこなせるようになってはいたが、間合いの取り方に苦慮していたのだ。

「そのために、ゼットー流ではまず足腰を鍛えます。既にあなたの脚力、下半身のバネは常人を陵りよう駕がする域に達しています。ですが、それだけでは不完全です」

「はい。走ったり跳んだりするだけじゃ、間に合わない相手の時もありました」

「そうです。そこで用いられるのが〝点てん縮しゆく地ち〟と呼ばれる技です」

　よく見ていてくださいね、と言って師匠は力を抜いて棒立ちになった。

　──瞬きよりも短い一瞬の間に。それは起こった。

　気がつけば、師匠の体は音もなく、三○メートルも離れた位置に跳んでいた。

「見えなかったでしょう、ソーヤくん？　これが点縮地です」

「こ、これは……どういう技を使ったんですか、師しょ──うわっ!?」

　今度はいきなりソーヤの目の前、鼻先が触れそうなほど近くに師匠の顔があった。驚いて転んでしまったソーヤを見下ろし、師匠はくすくすと笑った。

「いいですか？　私たちが走ったり跳んだりする時、体は〝方角〟を目指して動いています。あちらへ走る、こちらへ向かうというように。しかしそれでは移動のプロセスに時間がかかりすぎる。だからそのロスを無くすため、直接〝点〟に跳ぶのです」

「直接……って。どういうことなんですか？　どうすればそんな真ま似ねが……」

「点へ跳ぶ自分を強くイメージする。そして、そのイメージを体で追いかけることです」

「追いかける……と、言ったって……」

「ただ漠ばく然ぜんと追うのではありません。重心の傾きや空気の流れを読んで、ほんの僅わずかでも速く動くように。そして全身の筋肉、関節、細胞……自分の物質的存在全てを一つの意思のもとで統率し、動く」

　一瞬のうちに数メートルも後ろへ跳んで、師匠はふんわりと笑った。

「そうすれば、ソーヤくんにもこれくらいの芸当はできるようになりますよ」

「……はあ」

「あっ、その顔は信じてませんね？　わかりました。一つコツを教えてあげましょう」

「コツ……ですか？」

「さっきも言った通り、この技を使うためには全身を一つの意思で統率する必要があるのですが、緊張しているとうまくいきません。まずは脱力することです。そのために」

　にこにこと笑顔を振りまきながら、師匠は無む造ぞう作さに両手を広げた。

「今から、ソーヤくんの体に、決して消えない記憶を刻みつけてあげます」

「……はい？」

「知っての通り、笑っている間の体からは力が抜けています。もしも点縮地を使うべき時が来たら、これからの記憶を思い出して大笑いしてください。さあ、行きますよ──」




　──全身がぞわりと総毛立ち、ソーヤの意識は現実に返った。

「……とうとう、実戦で使うべき時が来てしまったようです。師匠」

　練習は何度も積んできた。いけるはずだ。

　覚悟を決めて心に念じ、あの日の記憶を呼び起こした──。




　──羽のように優しく、毒のように深々と、強烈なくすぐったさが全身を這はい回る。




「ぶっふはあぁああ……っ!!」

　たまらずソーヤが噴き出すと、メリッサは一瞬びくりとして動きを止めた。集中が乱れたらしく、魔力が霧む散さんする。

　その間にもソーヤはイメージを強固にし、思い出す。師匠の指にただひたすらにくすぐられ、悶もん絶ぜつし、失神しても無理やり起こされて再びくすぐられ、全身の痙けい攣れんが数日も止まらなくなったあの日のことを──。

「……ぷふっ。ぷっ、くふっ、くははは……ふっはっはっはっは!!　あはははははっ!!」

　腹がよじれ、全身の筋肉から力が抜ける。緊張から弛緩へ、細胞の色が変わる。

　いきなり本気で笑い出したソーヤに、さすがのメリッサもぽかんとしていたが、やがて不機嫌そうな半眼になった。

「何かの作戦？　それとも私をナメてる？　……だとしたら、ちょっと怒った」

　再びメリッサが呪文を唱えた。氷のつぶてが襲いかかってくる──。




　その瞬間、ソーヤの全細胞はひとつの意思によって結ばれ、点に跳んだ。




　ソーヤはメリッサの真横にいた。十数メートルの距離が数十センチに縮まっている。

「……えっ？」

　メリッサが状況を理解できない様子で、こちらを見る。

　ソーヤは手を動かそうとしたが、さっきの脱力が仇あだになっていた。弛緩していた筋肉が緊張を取り戻し、意のままに動くまでタイムラグがある。

　それでも奇襲の効果が幸いし、メリッサが跳び退くよりも一瞬早く、ソーヤの右手はメリッサの脇わき腹ばらを撫で上げていた。

「ひゃふぁっ!?　……い、今のは何っ。予想外の動き！」

　声が漏れたのが恥ずかしいのか、口許を掌てのひらで覆おおいつつ、メリッサは跳び退いた。

　このまま逃がしてなるものかと、ソーヤは追いすがる。だが、メリッサの機転はソーヤの速さを上回っていた。

「昇魔！　全てを薙なぎ払い吹き荒れろ、凍てつく嵐あらしよ！　氷結嵐フリーズ・ストーム！」

　足元から、吹雪のような強烈な嵐が吹き荒れ、ソーヤの体は吹き飛ばされた。

「……くっ。あと少しのところで……！」

「油断大敵。もう同じ手は通じない、ソーくん！」

　メリッサが呪文を唱える。ソーヤは次の攻撃に備え、再び師匠のくすぐりを思い出す。笑いすぎて脇腹が痛くなりそうなほど笑う。

「──今だっ！」

　次の魔術のタイミングに合わせて、再び点縮地でメリッサの懐ふところに飛び込んだ。しかしメリッサもそれを読んでいたように身をかわし、再びソーヤを魔術で迎撃する。

「どんな手品を使ってるのか知らないけど、あの大笑いの後に跳んでくるってわかってれば、いくらでも対処できる。そんな手は私に通用しない」

　メリッサの言うとおりだった。いくら瞬時の移動が可能とはいえ、タイミングがバレてしまっては奇襲として使えないし、移動した直後、全身が自由に動かせるようになるまでのタイムラグがあまりにも痛い。

　やはり、実戦で使うにはまだ難しい技なのか？

「……いや」

　発想を逆転させればいいのだ。

　自分の攻撃が間に合わないなら、相手の攻撃を利用すればいい。

「くくっ、くっ……ぷははははは！　ふははは、ひぁははははははっ!!」

「何度やっても無駄。降魔！　氷と風の刃よ、吹き降ろせ──」

　──今だ。

　詠唱が終わる寸前のタイミングで、ソーヤはメリッサの目の前に跳躍した。

「氷烈斬ザン・ブリザー……波ドっ!?」

　メリッサはとっさに詠唱を止やめることができなかった。

　直後──無数の氷のつぶてがソーヤと、その間近にいるメリッサへ降り注ぐ。

「見誤ったな。メリッサ」

　ソーヤは脱力した体のまま、再び点縮地で魔術の効果範囲から逃れる。

「あっ……きゃああああぁぁっ!?」

　後に残されたメリッサに、氷のつぶてが襲いかかった。

　自分の魔術の直撃を受け、メリッサは深いダメージを負って膝をついた。耐力ゲージが一撃で半分を切っている。形勢逆転だ。

「う、くっ……まさか、こんな……」

「俺を確実に捉とらえるため、広範囲の魔術ばかり使っていたのが裏目に出たな。そのダメージじゃ、もう戦えないだろう。負けを認めろ」

　メリッサは足に傷を負っているようで、立ち上がれない様子だった。それほどひどい外傷はないが、氷のつぶてで服がずたずたにされ、下着や素肌がほとんど露あらわになってしまっている。観客がルルファだけなのは幸いだった。

　この状態なら、負けを認めてくれるだろう──そう思っていたのだが、ソーヤの読みは外れた。

「……まだ、負けてない」

「それ以上意地を張ると、俺にくすぐられることになるが。それでもいいのか？」

「……私は負けてない」

　意固地だった。それでは仕方がない。

「降参する時は地面を二回叩け。それを合図にする。──行くぞ」

　両手の指を蠢かせ、まずは腋の下に手を突き入れた。

「はうっ……！　や、ひゃっ……んん、んーっ……！」

　メリッサは唇くちびるを嚙かんで声を堪こらえた。が、その唇の端が既にぴくぴくしている。

　白く柔らかな肌に指を沈め、背中を優しくくすぐると、その背が徐々に反っていく。

「ひゃふ……っあ、はっ、ぷっくくく……ま、負けな、ひいぃっ……」

「意地を張ってどうする？　もう魔術を使う余裕はないぞ」

「ぷぁ、ふっ！　わ、私が、ソーくんに負けるなんて、ありえな……にゃ、はふふ！」

　抑えきれなくなってきた声を聞きながら、ソーヤは更にくすぐりのペースを上げる。

　腰を両サイドから爪つめの先で優しく擦こするようにくすぐると、メリッサの体が跳ねた。

「んぁふっ、うううっ!!」












　既にぼろ切れのようになっていた服が、音を立てて真っ二つに裂ける。

　その下から飛び出したのは──淡いピンクの下着に包まれ、今にもこぼれ落ちそうに柔らかく揺れる、ふたつの膨らみ。

「……っ！」

　小ぶりなメロンほどもある白い双そう丘きゆうが瑞みず々みずしく弾み、さすがのソーヤも息を呑んだ。

　視線を下げれば、無駄な肉などひとかけらもついていないのに軟らかそうな、艶なまめかしい曲線を描いてくびれた腰が目に入る。

　ソーヤが驚かされたのは、ギャップゆえのことだった。

　今までメリッサには七年前の、少年のようだった頃の姿を重ねていた──しかし今、露わになった肢体を目の当たりにして、幼い頃の面おも影かげは吹き飛んでしまった。

（……そうか。そうだな。俺もお前も、本当に大きくなったんだな……）

　年月の経過を確かに感じて、心の中でひとり呟く。

　しかし、気を取られている間に、メリッサは唱えていた。

「我が掌に集え、初霜の冷感よ……氷霜掌フロスト・ハンド」

「……っ？　しまった！」

　詠唱する隙すきを与えてしまった。ソーヤは反撃に備えるが、時既に遅く──。




　ひやりと氷のように冷たい指先に、脇腹をこしょこしょされた。

「ぬほぉおおあっ!?」




　奇声をあげて引っくり返ったソーヤの上に、すかさずメリッサが覆いかぶさる。

「ソーくんも、脱ぐ」

「な、メリッサ、何を……くはっ！　ははっ、ふっ、やめ、ろっ……!?」

　冷たい手が強引に脇腹から腋の下をまさぐり、ぞくりとくるような刺激を与えてくる。それと同時に反対の手でシャツを剝はぎ取られた。

「ん……ソーくん、昔よりずっとたくましくなった。素敵」

「そりゃ、当たり前だ……っくふ、くはははっ……！　お、おいっ……！」

　氷のような手で素肌を撫でられ、こみ上げるくすぐったさにソーヤは翻ほん弄ろうされた。

　メリッサの手がこうも冷たいのは、さっきの僅かな隙に唱えた魔術の効果だろう。しかし、何故くすぐりで反撃してくるのか。

「でも、弱いところはあんまり昔と変わってない。ちょっと可愛い」

「む、昔……？」

「覚えてない？　昔、何度かソーくんとくすぐりっこした」

　そう言われてもはっきりとは思い出せなかったが、子供の遊びとしての範はん疇ちゆうでそんなことをやったかもしれない。

「術を唱える隙がないなら、いっそのこと真っ向勝負する。あの時は勝てなかったけど……今なら、私が勝つっ」

　メリッサは意気も強く宣言し、更にソーヤの腋を中心に指を這わせてくる。その度、ソーヤは自分の意思と関係なく、身をよじらずにはいられなかった。

　冷たい手に触れられただけで、皮膚感覚がぴりぴりと刺激される。しかもメリッサの技術自体もそれなりのものだ。ソーヤの弱点を探り当て、確実に追い詰めてくる。

「かはっ！　くふふふっ、ふぁっ、か、ふふふは……ぁ！」

　笑いすぎて呼吸が苦しい。肺がしぼみ、全身がぞわりと総毛立つ。

　ソーヤは流されそうになる自分を叱しつ咤たし、きつく歯を食いしばった。

「負けるか……っ、くすぐりで負けたとあっては、師匠に顔向けができん……！」

　くすぐったさを堪え、メリッサの肋ろつ骨こつをなぞるように指を這わせて反撃した。

「ひにゃふっ！　やぅんっ、ぷ、くくくっ……ま、まだまだっ……」

「うくっ！　くっ、ふふっ……こ、この程度……師匠の仕置きに比べればっ……！」

　めまぐるしく攻守を入れ替えながら、互いをくすぐり続ける。一歩も退けない苛か烈れつな戦いが続いた。

　均衡が崩れたのは、ソーヤがメリッサのブーツを脱がし、足の裏を撫で始めた瞬間だった。それまでとは明らかに異なる反応があったのだ。

「んくっ!?　ひ……はっ、ソーくん、だめっ……！」

　見逃すことなく、靴下越しの足裏を集中的にくすぐった。メリッサの体が、びくんと大きく仰のけ反ぞった。

　それまでかろうじて平静を保っていた表情が、堪え切れずに笑みを形作る。

「ひにゃ──あはっ、あはははっ！　きゃははははっ!!　りゃめ、ソーくん……っ！」

　攻めどきだ。そう判断したソーヤは反対側のブーツも脱がし、両の足裏をくすぐる。

「きゃふっ!?　やぁ、ははっあははは！　だめ、はぁっ、もう、無理っ……かふっ！」

　目尻に涙まで浮かべて身み悶もだえていたメリッサが、大きくむせ返った。それが最後の一線を越える合図ででもあったかのように、耐力ゲージがゼロになった。

『メリッサ・ヒューバートの戦闘不能を確認。ソーヤ・ディオスの勝利です』

　響く音声が試合終了を告げた。

　見下ろせば、メリッサは全身しっとりと汗に濡ぬれていて、白銀の髪は乱れ、豊かな胸が上下するたび吐き出される息はかすれていた。

「俺の勝ちだな、メリッサ……いい戦いだった……」




「何の戦いじゃあああァァッ!!」

　試合場の扉から一直線に突っ込んできたルルファの拳こぶしが、ソーヤの頰に突き刺さった。




「ごぶふっ!?　な、何をする、ルルファ……」

「あんたたちがナニをしてんのかってこっちが訊きたいわよッ!!　いや、そんなことよりソーヤ……あんた、メリッサの服が破れた時、明らかに見惚れてたわよね？」

　物もの凄すごい剣幕で睨まれている。よくわからないが、見惚れていたというのは誤解だ。

「見惚れていたんじゃない。ギャップの大きさに衝撃を受けただけだ」

「うるさい、私との試合ではこれっぽっちも動じなかったくせに！　変態くすぐり魔の分際で、私には魅力がないって言いたいわけ!?」

「冷静になれ。確かに、お前とメリッサの性徴に大きな差があるのは事実だが、それとこれとは関係が──ぐはっ！　おい、蹴るな！」

　怒りの炎は冷めやらず、ルルファはメリッサにも食ってかかった。

「あんたはいつまでも寝てないで、さっさと服を着ろっ!!」

　ルルファに無理やり上着をかぶせられながら、メリッサはのろのろと身を起こした。

「……なに。せっかく人が気持ちよく寝てたのに」

「なにじゃない！　あんたたち、ランキング戦であんないかがわしい真似して……！」

「私もソーくんも真剣勝負だった。いかがわしいと思う人がいかがわしい」

　地団駄を踏むルルファを受け流して、メリッサはソーヤを見上げる。

「ソーくん……」

「久しぶりに見たな、メリッサの笑う顔。お前、もっと笑った方がいいぞ」

「……笑ってない」

「え？　いや、でもさっき笑ってたじゃ……」

「笑ってないって言ったら笑ってないっ。ぷいっ」

　思い切りそっぽを向いてしまった。その耳が赤くなっているのを見て、メリッサなりの照れ隠しなのだとわかった。

「……ソーくん、強くなった。認める。あれならきっと、この学院でも通用する」

　メリッサの言葉に、ルルファはようやく毒気を抜かれた様子で瞬きをする。

「何？　……あんたたちってそんなことのために戦ってたの？　この私に何度も勝ってるんだから、ソーヤの実力は本物に決まってるでしょ。まあ、戦法はかなりアレだけど」

「それだけだと、実はバーシュメルドが弱いだけって可能性もあった」

「……いい根性ね、半裸女。あんたが望むなら今すぐにでも証明してやるけど？」

　二人の間に電流が走り、火花が散る。

「おいおい……勘弁してくれ、二人とも……」

　少ない友人二人が犬猿の仲では、これからの学院生活も前途多難だ。そう思いながら、ソーヤは二人の仲裁に入った。

　本当の〝難〟はこの先にこそ待っているのだということも、今は知らずに。












　その日は朝から天候が優れなかった。

　分厚い灰色の雲が空一面を覆おおい、時折思い出したように雷鳴が轟とどろく。

　寮りようから校舎までは大したことのない距離だが、雨が降り出す前に教室へ入ってしまおう。そう思って、駆け足で昇降口をくぐった直後のことだ。

「おはようございます、学院生さま」

　廊下で、見知らぬ女性から、鈴の転がるような声で呼び止められた。

　ショートボブに揃えられた真紅の髪が、薄暗い廊下を照らす灯火のように艶つやめいている。穏やかな微笑ほほえみと気品に満ちた立ち姿から、一目で高貴な印象を受けた。

　私服でいるし、学院の生徒ではなさそうだ。しかし、教師なら入学式で見ているはずだが、そのような記憶もない。

　今日は早めに登校したせいもあり、近くに他の生徒の姿はない。彼女がソーヤを呼び止めたことは疑いようもなかった。

「……俺のことですか？」

「はい。わたくし、親切そうな方が近くを通りかかるのを、ずっと待っていましたの」

　彼女の喋しやべり方はゆったりとしていた。言っていることが事実なら、性格もゆったりしているのだろう。こんな朝早くから突っ立っているだけなんて、気の長い話だ。

「わたくし、学院長室に行きたいのです。案内していただけませんか？」

　ぽややんとした優しい空気を振りまいて、彼女は小首をかしげた。

　……この人を放ほうっておいたら、いつまでもここで立っていそうな気がする。

「わかりました。案内します」

「まあ。ありがとうございます、学院生さま。わたくし、シアラと申しますわ」

「よろしく、シアラさん。俺は……」

　言いかけた時、空一面をまばゆい光が貫いた。

　天が崩れ落ちたような轟ごう音おん。

　大気が震え、静まり返る──ほんの数秒の間を置いて、ぽつぽつと雨粒が地を叩たたく。

　雨は急激に勢いを増し、たちまちバケツをひっくり返したような土砂降りになった。

「あらあら……ひどい天気ですわね」

「そうですね。何だか厭いやな感じだ……早く行きましょう」

　ソーヤはシアラを先導して歩き出した。

「シアラさんはうちの生徒には見えませんが、学院に何かご用なんですか？」

「わたくしは学院長のお友達ですの。少しお話があって参上したのですわ」

　なるほど──と、ソーヤはシアラの様子を見ながら軽く納得した。学院長とどういう繋つながりがあるのかは知らないが、おそらくどこか良家の出身なのだろう。

　学院長室は一階にあるため、それほど時間もかからずに到着した。都合のいいことに、ちょうど学院長が出てきたところだった。

「学院長、おはようございます。お客さまですよ」

「およ、どうしたんだい？　お客さんって……え？　シアラくん？」

　学院長が怪け訝げんそうに首を傾かしげる。シアラはスカートの端を摘つまんで丁寧にお辞儀した。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、学院長。今日は少し、お話に伺いました」

「……ふうん？　いいよ、シアラくんは入って。少年、わざわざご苦労様」

　あの学院長にしては真剣な顔つきで、シアラを部屋に招き入れた。

「ご案内ありがとうございました、ソーヤさま。それでは、失礼致しますわ」

　丁寧な会え釈しやくをくれて、シアラは学院長室に消えた。

「ん……？」

　ソーヤはシアラのことが少し気にかかったが、学院長との話の最中に首を突っ込むわけにもいかない。まだ早い時間だが、素直に教室へ向かうことにした。

　窓の外を見ると、遠くで稲妻が走り、雨はより一層激しさを増したようだった。




　昼休み。ソーヤはルルファと席をくっつけ、当然のようにやってきたメリッサと三人で昼食を摂とっていた。

　いつもと違うその出来事は、メリッサの口から語られた。

「そういえば、うちのクラスに転入生が来た。可か愛わいい女の子」

「転入生？　まだ四月なのに？」

　ルルファが怪訝そうに聞き返す。ソーヤも少し不思議に思った。

「元いた学校でめざましい結果を出したから、特別に転入を許可された……らしい。私もあんまり詳しくは知らない……ルルファ、そのソーセージちょうだい。あむ」

「あっ!?　ちょっと、人のランチボックスから勝手に取ってくのやめなさいよ！」

　めざましい結果を出した……ということは、魔術の実力がかなり高いということなのだろうか。そうすると、いずれ相まみえることになるかもしれない。

「メリッサから見た感じ、どうだった？　どこか変わったところのある女子か？」

「んー……見た目、大人しそうな感じ。あんまり争い事はしなそう。うちの学院でやっていけるのかちょっと心配。ルルファ、りんごのウサギさんちょうだい。はむ」

「こらあ!?　ひ、人がせっかく取っておいたのに……よくもーっ！」

　二人が取っ組み合いの喧けん嘩かを始めたので、話はそこで中断された。

　他のクラスメイトが迷惑そうに見ているので、二人に代わって軽く全方位へ頭を下げておいたが、ソーヤが顔を向けると誰もが目をそらした。これもいつも通りだ。

（……しかし、良かったな。ルルファは）

　ここ最近のルルファを見ていると、殊ことにそう思う。

　感情を露あらわにしてソーヤやメリッサと接しているルルファは、入学直後の傲ごう慢まんで好戦的だったルルファとはまるで別人だ。無理をしている様子がまったく見られないので、本人にとっても今の状態の方がずっと気は楽だろう。

　ランキング最下位に転落し、ソーヤの前で号泣したあの日、ルルファはひどく取り乱していた。バーシュメルド家にいられなくなる、というようなことまで言っていたが、今こうして何事もない以上は、きっと杞き憂ゆうに過ぎなかったのだ。

「……ちょっと、ソーヤ？　何にやにやしてんのよ、気持ち悪いわね」

　こちらの様子に気づいたルルファが、率直な言葉を投げかけてくる。

「いや、何でもない。ただ、こういう毎日も良いなと思っただけだ」

「何よそれ？　……変なの」

　そう言いながら、ルルファも小さく笑った。全すべてとは言わないまでも、ソーヤの思いのいくつかは伝わっているのだろう。そう思える笑顔だった。

「……うん？　なんだかあっちの方、騒がしい」

　メリッサが教室の入り口を向いて呟つぶやいた。見れば、何やら人だかりができている。

　廊下から、人垣越しにちょこちょこと背伸びをして、教室の中を覗のぞきこんでいる小柄な影があった。

「す、すみませんっ。通してください……！」

　遠慮がちな声に、ゆっくりと人垣が割れる。その向こうから一人の生徒が現れた。

「あっ。あの女の子、転入生の……」

　メリッサが小さな声で反応した。

　転入生は、大きな瞳ひとみを伏し目がちに、細い脚を震わせながら１組の教室に踏み込んだ。緊張を紛まぎらわすようにショートカットの毛先をいじりながら歩いてくる。おどおどとした姿勢のせいで、ただでさえ小柄な体が余計に小さく見えた。

「……あの子、こっちに来るわよ？」

　ルルファが怪訝そうに言った。その間にも転入生はこちらに歩み寄ってきて、手が届かないくらいの距離で立ち止まった。

「あ、あの……ソーヤ・ディオスさん、ですか？」

　何かにすがろうとするように、ぎゅっとスカートの端を握って、転入生は尋ねた。

　まさか自分に用があるとは思っていなかったので、ソーヤの反応は少し遅れる。

「……そうだが、何か用か？」

「えっと……わ、わたし、ティエル・サイラーグといいます。初めまして」

　ティエルは丁寧に頭を下げてから、少しの間を挟んで、意を決したように言う。




「……ソーヤさん。わたしと、試合してくれませんか……？」




　教室中が一斉にざわめく。中でも、真っ先に反応したのはルルファだった。

「ちょっと待って、ええと……ティエル？　転入初日から、初対面の相手にいきなり、しかもこのくすぐり魔を指名して試合を申し込むって、どういうつもりよ？」

「ふむ。俺としても疑問だな」

　ソーヤが魔力無しゼロと知って勝ち目がありそうだと思ったのだとしても、ティエルは転入初日からわざわざ別のクラスまで来て試合を挑むようなタイプには見えない。

　だが、ティエルは質問には答えず、もう一度繰り返した。

「……ソーヤ・ディオスさん。わたしと戦ってください」

　揺れるその目に、何か固い意志が宿っているのを感じる。断っても納得してもらえそうな雰囲気ではなかった。

「わかった。今日の放課後でいいか？」

「ちょっと!?　ソーヤ、あんた本気なの？」

「何か事情がありそうだ。それにどのみち、挑まれた試合を避けるわけにもいかない」

　困惑するルルファを抑え、ティエルの様子を窺うかがう。ティエルは真剣な顔で頷うなずいた。

「それじゃ、放課後に……よろしくお願いします」

　深々とお辞儀をしてから、ティエルは立ち去った。周囲のクラスメイトたちが、小声でティエルを哀れむ言葉を交わしているのが聞こえる。

　メリッサとルルファも訝いぶかしげに顔を見合わせていた。

「意外と大胆。ソーくんを巡るライバルの予感……めらめら」

「違うでしょ。でもなんだか怪しいわね、あの子……何なのかしら」

「まあ、放課後になればわかることだろう」

　考えても答えは出そうにないし、あまり気にしても仕方がない。ひとまず割り切って、自分のコンディションを整えることだけ考えるようにした。




　帰りのホームルーム。クレア先生はまたプリントを忘れたとかで、慌ただしく教室を出て行った。

　入学式の時といい、忘れ物の多い先生だ──と他ひ人と事ごとのように構えていると、先生はすぐ戻ってきて「プリント運ぶの手伝ってくれませんか？」とソーヤを誘った。

　その様子からあることに気づいたソーヤは承諾し、後について教室を出た。

「ありがとうございます、ソーヤさん。わたし一人じゃなかなか大変で……」

　三歩先を歩きながら振り返り、困ったような顔をこちらに向ける。

「いいえ、気にしないでください。きっと俺に何かご用なんでしょう？　学院長」

　尋ねると、クレア先生──の姿をした学院長が、残念そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「ありゃりゃ、即バレかぁ。見た目はカンペキなはずなんだけどなー」

「歩き方と重心の置き方が、クレア先生とはまるで違います」

「ふふん、よく観察してるじゃないか。ま、とりあえずこっちおいでよ」

　学院長は変身を解かないままで、近くの教室に入った。

　ソーヤが後ろ手に戸を閉めると、学院長は緩ゆるい笑顔でこちらを見ていた。

「言っておくことがあるのさ、ソーヤ少年……ボクはキミのことがけっこう好きだ」

「唐突ですね。どういう意味です？」

「そのままの意味だよ。個人的にはね。だが、いくら好きでも、キミだけの味方になってやることはできないんだ。ボクは学院長だからね」

「……何か、あったんですか？」

　学院長の言葉にただならぬものを感じて、問い返した。

「ボクは注意を促うながしに来ただけさ。気を抜くなよ、ってね……今まで通り、応援はさせてもらうよ。まあ、一線は越えないように助けてあげるから踏ん張りな。じゃあね～」

　言いたいことだけ言って、学院長は教室を出て行った。

「ちょっと！　学院長……」

　ソーヤは後を追おうとしたが、それより先に、学院長と出くわしたらしいクレア先生の小さな悲鳴が廊下に響いた。

「ま、また勝手にわたしに変身してる！　学院長ーっ！」

「ふははは、捕まえてみろクレアくん！　さもなくば、この姿のまま恥ずかしい恰かつ好こうをして男子寮に突入してやるぞ！」

「やめてぇええ──っ!?」

　全力疾走する大のオトナふたりの足音と絶叫がこだました。

「……結局、何が言いたかったんだよ、あの人は」

　取り残されたソーヤは、溜ため息いきとともにそう漏もらすしかなかった。




　教室に戻ると、既にティエルが来ていた。

「悪いな。待たせたか？」

「い、いえ！　わたしが急に誘ったんですから……」

　ティエルは慌てて否定すると、そわそわと落ちつかなそうに周囲を見た。

　ルルファやメリッサはもちろんのこと、ソーヤと転入生の戦いを観戦しようとする他の生徒たちも集まり、既にちょっとした人だかりができている。

「本当にやるつもりなの？　あんたがそう言うなら、これ以上は止めないけど……」

「ソーくんなら大丈夫。心おきなくくすぐり倒してきて」

　ソーヤの応援らしき声はこの二人だけで、あとはティエルに同情あるいは好意を抱いているらしい者（特に男子）が、こちらに非難がましい目を向けているのが大半だった。

　人だかりをぞろぞろと引き連れて、練れん魔ま場じように向かう。

　この雨で他にすることがないせいか、練魔場は混こみ合っていた。あちこちの試合場が使用中になっていて、なかなか空いた部屋が見つからない。

　それでもどうにか空いている試合場を見つけ、そこを使うことにした。ついてきた生徒たちは二階席へ移動する。

　所定の位置につけば試合開始だ──と思った時、唐突にティエルが声をあげた。

「ああっ！　ご、ごめんなさい……ちょっと、忘れ物をしちゃいました……」

　そう言ってソーヤに駆け寄り、深々と頭を下げてくる。

　──と同時、観客から見えないように、折り畳んだ紙片を手に握らせてきた。

「えっ……？」

「できるだけ早く戻ってきます……ごめんなさいっ」

　皆に何度も頭を下げて、ティエルは慌ただしく試合場を出ていった。

　……わざわざ隠すように渡してきたということは、この紙は人目につかないところで確認した方がいいのだろう。

「すまない。今のうちにトイレに行ってくる」

　ソーヤもそう告げて、廊下へ出た。

　辺りに人目がないことを確かめてから、紙片の中身をあらためる。

　中には練魔場の地図が記してあり、試合場のひとつが赤く塗ぬり潰つぶされていた。ソーヤが今出てきたのとは、ほぼ反対側の部屋だ。

　ここに来いということなのだろう。そう判断して、印がついた試合場へと向かう。

「……ん？　おかしいな……」

　来てみれば、扉に「術式水晶故障中のため使用禁止」と札がかかっていた。手元の地図に示された部屋は、確かにここのはずなのだが……。

　試しに扉に手をかけると、易やす々やすと開いた。

　広々とした試合場の中心に立っていたティエルが振り向く。

「あっ……来て、くれたんですね。ソーヤさん」

「誘われたと思ったんでな。ただ、ここは故障中だと書いてあったが……」

「……いえ、ごめんなさい。故障なんてしていません。ただ、人目のないところで、ソーヤさんと話がしたくて……」

　ティエルは小さな胸を掌てのひらで押さえ、落ち着かない様子で何度も深呼吸を繰り返していたが、やがて意を決したように顔を上げた。

「ソーヤさんっ。……お、お願いです。わたしに、負けてくれませんか？」

「……なに？」

　普通に聞き返したつもりだったが、凄すごんだように思われたのか、ティエルはびくっと肩を震わせ、涙目になって身を縮めた。

「ご、ごめんなさい！　ごめんなさいっ！　本当はわたしも、こんなことっ……」

「落ち着け。別に責めてるわけじゃない。ただ、話が摑つかめない」

　できるだけゆっくりとした口調で、落ち着かせるように言う。

「負けろとはどういう意味だ。事情も知らずに、はいわかりましたとは言えないな」

「……わたし、ある人に頼まれたんです。ソーヤさんを倒して欲しいって」

「俺を？　いったい誰が……何のために」

「そ、それは言えないんです。ごめんなさい。でも……ソーヤさんを倒せば、お金がもらえるから……弟をちゃんとした病院に入れられるって言われて、わたし……」

　ティエルは小さな肩を震わせ、涙を溢あふれさせて、嗚咽おえつ交じりに話す。

　その言葉から、ソーヤの脳裏に浮かんだのは、妹の──シリンのことだった。

「……家族が病気なのか？」

「はい……五年前に、弟が魔力喰いマジツク・イーターに襲われて、魔力核コアを奪われたんです……その後、魔力無しゼロの人しかかからない、重い病気にかかってしまって……」

「魔力喰いマジツク・イーターに、襲われた……？　それに、その病気は……」

　思わぬ偶然に驚いた。その病気は、きっとシリンの病やまいと同じものだ。

「……ん？　待ってくれ。魔力喰いマジツク・イーターの被害者に、サイラーグという姓の少年はいなかったはずだが」

「えっ？」

　ティエルが目を丸くして、やや低い声を発した。

「俺は魔力喰いマジツク・イーターを追っている。ヤツの関与が認められた事件は全て調べているが、被害者の中にサイラーグという姓の少年はいなかった。間違いない」

「……いえ、弟は母方の姓を名乗っているんです。幼いころに両親が離婚して……」

　目をそむけつつ告げるティエルの様子に、ソーヤは軽はずみな発言を悔くやんだ。

「……家庭の事情だったのか。すまない」

　悪気はなかったのだが、疑うような言い方になってしまった。魔力喰いマジツク・イーターが絡んでいるとはいえ、これ以上深入りはするまいと、自戒とともに謝罪する。

　ティエルは「いいんです」と力なく微笑んで、こちらを見上げた。

　すがるようなその視線に、改めて気がついた。

　ソーヤが負けてやりさえすれば、ティエルの弟は満足な治療を受けられる。完治は不可能だとしても、今の環境よりは遙はるかに楽になるのだろうと。

「……無理なお願いなのはわかっています。でも、弟のためなんです。お願いします、ソーヤさん。わたしに勝たせてください！」

「いや……だが、ランキング戦で負けるわけには……」

　ソーヤは躊ちゆう躇ちよしたものの、涙ながらに告げるティエルの決意は本物のようだった。同じ苦しみを背負った者として、力になってやりたいと思った。

「……負ける、というのは……一度負ければ、それでいいのか？」

　尋ねると、ティエルの表情にぱあっと光が射さした。

「ありがとうございます、ソーヤさん！　一度だけでいいんです。この一度だけで……」

「……そうか」

　たった一度、負ければいいだけだ。こちらは何も命がかかっているわけではない。普通に考えれば、承しよう諾だくするべきだろう。

　──だが、本当にそれでいいのか？

　ソーヤが今の順位にあるのは、ルルファや他の生徒たちを実力で倒した結果だ。誰もが望んだ勝利を、力ずくで奪い取ったものなのだ。

　その中でわざと敗れることは、今まで戦った相手を侮ぶ辱じよくする行為のように思えた。

「……いや、ダメだ。他のことならまだしも、ランキング戦で負けることはできない」

「……え……っ」

　ティエルの瞳が絶望の色に染まる。ソーヤの胸が重く痛んだ。

「そんな……ソーヤさん。どうしてですか!?」

「すまない。だが、どんな理由があっても不正は不正だ。故こ意いには負けられない」

　きっぱりと理由を告げると、ティエルは悲しげにうつむいた。

「……そう……ですか……」

　ソーヤもティエルの苦しみはよくわかるだけに、かける言葉が見つからない。

　やがて何かを吹っ切ったように、ティエルが顔を上げた。

「……わかりました。じゃあ……正々堂々の勝負なら、受けてくれますか？」

「ああ、それなら構わない。だが、手加減はできないぞ。いいのか？」

「っ……で、できれば、お手柔らかに……お願い、します」

　びくびくしながらも戦意はあるようで、ティエルは所定の位置についた。

　少しやりにくさを感じつつも、ソーヤも向き合って水晶板の上に立つ。足元がせり上がり、戦いの舞台が形成された。




『１年１組、ランキング一八位、ソーヤ・ディオス。１年３組、ランキング一○二位、ティエル・サイラーグ。術式生体認証が完了しました。──試合を開始してください』




　試合開始の合図と同時に、ティエルは後ろへ跳んで距離を取った。だが跳び過ぎたらしく、着地した足がふらつき、バランスを崩している。

「ひゃわわっ……！」

　あまりにも隙すきだらけだ。だが、手加減しないと決めた以上、見逃すつもりはない。

　体勢を立て直しているティエルに向かって、ソーヤは一直線に突進し──。




　三歩目に踏み込んだ足が、石の舞台リングにめり込み、突き刺さった。




　突き刺さった箇所を中心として放射状の亀き裂れつが走り、足元が決けつ壊かいする。

「な……にっ!?」

　落とし穴──？　石の舞台リングに？

　予想外の事態に反応できないまま、ソーヤは腰の高さまで瓦が礫れきに埋まった。

「砂よ塵ちりよ、土よ水よ、集いて彼かの者の棺ひつぎを成せ──石棺ストーン・コフイン」

　直後、ティエルの呪じゆ文もんによって瓦礫が細かい石の破は片へんと化し、次の瞬間には再び岩盤を成して固まる。

「これは……どういうことだ!?」

「あはっ」

　動けないソーヤを見下ろし、ティエルは嗤わらった。先ほどとは別人のような嘲ちよう笑しようだった。

　つま先すら動かせない状態で、ソーヤは自分が罠わなにかけられたことを悟った。

「やれやれ。舞台リングそのものが魔術で形成されるっていうのに、その上から罠を張るのはちょっと面倒でしたよ。ああ、本来の舞台リングの外へ出ない限りリングアウトにはなりませんから、そのへんは安心してください」

「ティエル、お前……まさか、最初からこのつもりで……！」

「あなたがいけないんですよ、ソーヤさん？　黙って従ってくれるなら、腕の一本コナゴナにするくらいで済ませてあげるつもりだったんですけど」

「どういう意味だ。俺が負ければ済む話じゃなかったのか」

「あれ、言ってませんでしたか？　依頼はあなたを負かすことじゃなくて、あなたを再起不能にすることなんですよ。二度と戦えなくなるまで、ギタギタのズタズタのメタメタにしてあげないと、お金もらえないんです」

　けらけらと愉たのしそうに嗤って、ティエルは次の呪文を唱えた。ティエルの足元の石が削り取られ、宙に舞い上がりながら形を変えて、無数のナイフを形作る。

「石刃ストーン・エツジ──さあて、どこからズタズタにしてあげましょうか？」

　石のナイフが、一斉にこちら目掛けて放たれた。

　ソーヤは歯を食いしばった。両腕は自由に動く。ならば──。

「そこだっ!!」

　反射神経を研とぎ澄すませ、左肩めがけて飛んできた最初のナイフを宙で摑んだ。

　手にしたナイフを振り回して後続のナイフを全て切り払い、打ち落とす。

「な……ウソっ!?」

　ティエルが目を剝むいて仰天する。この隙にナイフを投げ返して反撃するという手もあるが、そうはしなかった。聞きたいことがあったからだ。

「一つ、確認させろ。お前の弟が病気だというのは本当か？」

「は？　大ウソに決まってるじゃないですか。わたしに弟なんていませんよ。あーあ、会心の演技だったのに、自分の妹と同じ病気で苦しんでる人を助けないなんて、ソーヤさんって最低のクズですよね」

　馬鹿にしきった笑みさえ浮かべて言うティエルに──ソーヤの中で、熱く重い感情が渦を巻き始めた。

　つまりティエルは騙かたったのだ。実際に苦しんでいるシリンの存在を知った上で、目的を果たすために、ソーヤの感情を利用したのだ。

「……そうか、わかった。なら、もう容よう赦しやする必要もないな」

　腹の底から押し上げてくるような怒ど濤とうの感情が、力となって四肢に漲みなぎる。

　かつて師匠は言った。ソーヤの脚力、下半身のバネは、既に常人を陵りよう駕がする域に達していると──。

「っ……おぉおおおおおおッ!!」

　咆ほう哮こうする。

　全身に漲る血と力が一体となり、うなりをあげる。

　ソーヤの腰から下を拘束していた舞台に、幾いく重えもの亀裂が走った。

「なっ!?　ま、魔術も使わずにどこからそんな力が……っ!?」

　ティエルが狼ろう狽ばいの声をあげたのと、ほぼ同時だった。

　舞台を砕いて抜け出したソーヤは、ティエルへ突撃した。

「くうっ、まだ……！」

　ティエルが呪文を詠唱し始めるが、もう遅い。挙動を見れば、おおよその弱点は見切ることができる。

「はあぁああっ!!」

　胸の下の肋ろつ骨こつから、腹、腰へと指を滑らせ、寸分の狂いもなくくすぐる。

　まともにくすぐりを受けたティエルは、びくんと大きく身を震わせた。

　これで詠唱は止まる──その一瞬、ソーヤは気を抜いてしまった。




　ティエルが小さな声で呪文を唱え続けていることに気づいた時には、もう遅かった。




「──石嵐ストーン・ブラスト!!」

　魔術が発動し、至近距離から石つぶての雨が放たれる。

　避ける間などなかった。

　肩、腕、胸、腹、脚──全身を貫かれたような衝撃と熱が走る。

　頭の中が真っ白になるほどの激痛を感じた次の瞬間には、ソーヤの体は吹き飛ばされ、舞台リングに叩きつけられていた。

「がは……っ!?」

　何が起こったのかわからなかった。

　確かにくすぐったはずだ。詠唱を止められたはず。それなのに、何な故ぜ──？

「……えよ」

　のたうつソーヤを、近づいてきたティエルが見下ろし、何事か呟いた。

「えっ……？」

　転がったままティエルを見上げ、ソーヤは息を呑のんだ。

　ティエルは、まるで悪鬼のような形ぎよう相そうへと変へん貌ぼうしていた。




「金も払わずに触んじゃねェーよッ!!　殺すぞ!!」




　激げき昂こうとともに胸を踏みつけられる。体重の乗った一撃に、胸骨が軋きしみをあげた。

「ぐあぁぁ……ッ!?」

　呻うめきを漏らすソーヤを、ティエルは何度も容赦なく踏みつけてきた。とても小柄な少女のそれとは信じられないほどの力だ。

「調子づくのも大概にしろよ、このくすぐり魔のド変態の虫ケラがよォ!!　タダでわたしに触ろうだなんて、そんなクソみてぇな手は……封じちゃいますよ？」

　急に柔にゆう和わな笑顔に戻って、ティエルは呪文を唱えた。

　石が溶け出して泥と化し、ソーヤの両手を包み込み、再び石化する。両手を枷かせで完全に封じられてしまった。

「ぐっ……しまっ……」

「こうすれば、もうくすぐりはできませんよね？　つまり、ソーヤさんは……何もできねぇタダのブタに成り下がったってこったよ!!　ほら、ブーブー鳴けェ!!」

　側頭部に重い蹴けりの一撃。転がされて、ソーヤはようやく体勢を立て直す。

「ぐ……っ、う……こ、いつ……」

　かろうじて立ち上がるが、思った以上にダメージが深い。体中が悲鳴をあげていた。耐たい力りよくゲージも、もう三分の一も残っていない。

　至近距離から魔術の直撃を受けたのが、あまりにもまずかった。

「ククッ、弱ったって顔だなァ？　じわじわといたぶりながらブッ壊してやるよ！」

　再び無数の石のナイフが形成され、ソーヤめがけて放たれる。

　ソーヤは自分の両手にかかった枷でナイフを弾はじき、あるいは身をかわして避よけるが、先ほどと違って万全でないぶん反応が遅れ、時折肩や脚を刃やいばがかすめてしまう。

　このままではまずい。反撃に移らなければ……そのためには、枷を壊す必要がある。

「うおおっ！」

　足元の舞台リングに全力で枷を叩きつける。破壊的な音がして、枷に亀裂が走った──だがそれは一瞬だけで、すぐに亀裂は修復されてしまう。

「無駄ですよ、ソーヤさん。その枷は、わたしの集中力が途切れない限り自己修復を続けるんです。壊したければわたしをくすぐってみたらどうですか？　あっ、枷を壊さないと手が使えないんでしたね。これが本当の手詰まりってヤツですか？」

　くすくすと嘲笑を交えながら、ティエルはなおも攻撃を続けてくる。本当にソーヤをいたぶるつもりのようで、即座に決着をつける気が感じられない攻撃だった。

　必死に回避を続けながら、ソーヤが考えたのは、何故先ほどのくすぐりが効かなかったのかということだった。

　実際の反応はくすぐってみなければわからないとはいえ、ソーヤは相手の体格、性別、姿勢、クセなどつぶさに観察した情報から、正確に弱点を絞り込む技術を有している。

　それでも弱点を外したということは、何かが……前提が、間違っている？

（そうだ……だとすれば、考えられるのは……）

　その結論が見えかけた時──ふいに、視界の端で動くものがあった。

「ソーヤ！」「ソーくん!?　……ひどいケガ！」

　二階の観客席から、声を張り上げたのはルルファとメリッサだった。

「お、お前ら……どうしてここに？」

「いつまでも帰ってこないから、もしかして他の試合場に行ったんじゃないかと思って、抜け出してきたのよ！　それより、どういうこと!?」

　ソーヤとティエルを交互に見ながら、ルルファが狼狽する。

　その声を聞きながら、ティエルがくすくすと可か憐れんに笑った。

「あーあ、見つかっちゃいましたね。そして、見られちゃいますね。これからソーヤさんが、わたしの魔術で……ミートハンマーでブチ殴られたステーキ肉みたいに、全身の筋をブチブチ叩ッ切られて肉汁ブチ撒まけるところをよォ!!」

　ティエルが呪文を詠唱する。舞台リングが削り取られ、先ほどよりも遙かに大きい、人間の頭ほどもある石くれが無数に形成されていく。あんなものをまともに食らったら……！

「ソーくん、舞台リングの外に逃げて！　戦いを終わらせて、早く！」

　メリッサの叫びに、ソーヤは選択を迫られた。逃げ出すか、それとも──。

「遅せぇんだよ、ウジ野郎が！　脳のう漿しよう吹っ飛んでから降参してなァ!!」

　石の雨が襲いかかってくる。絶体絶命の危機──だが。

　決着をつけるつもりの一撃を放った相手は、それを凌しのがれた時、致命的な隙を晒さらす。

（今だけでいい……動いてくれ！）

　自身の脚に念じ、ソーヤは突撃した。

　直線的に飛んでくる石の軌道を見切り、最小限の動きでかわし、前へ、前へ──。

「突っ込んでくる!?　ハッ、手が使えねェのにどうすんだよ、マヌケが！」

　こちらの手を封じたティエルは自身の優位を疑わず、兇きよう悪あくに嗤う。

　ソーヤは臆おくすることなく、ティエルに肉薄して──。




　その首筋に、れろぉっと舌を這はわせた。




「うひぃぇッ!?」

　ティエルが思いっきり肩を跳ね上げて、素すっ頓とん狂きような声をあげる。












「やはり……お前の体の謎なぞは見切ったぞ、ティエルッ！　ちゅっ、ぴちゅ、れるっ……」

「や、ひぃやぁぁっ!?　あふっ、ひははははぁ！　な、嘗なめるのやめっ、くすぐっ……あひゃひゃひゃひゃっ、きひゃひゃひゃひゃ!?」

　首筋をなぞるように何度も上下に舌を這わせ、ゆっくりと鎖骨へ下りていく。うっすら骨の浮いた柔やわ肌はだを舌先でなぞると、笑い声のトーンがひときわ高くなった。

　今なら……そう確信し、両手にありったけの力を込めると、今の責めで既にティエルの集中力が途切れていたのか、枷はあっさりと砕け散った。

　両手が自由に動く。手が届く。ならば、必要なのは一瞬だけだ。

　振り下ろす両手に必殺の気合を込め、ティエルの体に指を滑すべらせる。




「ゼットー流奥義──絶ぜつ笑しよう金きん縛ばく斬ざんッ!!」




「──ッグ!?」

　打ち上げられた魚のように、ティエルの体が何度か激しく痙けい攣れんする。

　その後は、首から下は全く……まるで石像のように、指の一本さえも動かなくなった。

「な……っ、う、動かない……いったい、何故……う、おわぁっ!?」

　ティエルの軽い体を抱き、舞台リングの端まで運んでから、外に放り投げる。「ぎゃっ」と短い悲鳴があがった。

『ティエル・サイラーグのリングアウトを確認。ソーヤ・ディオスの勝利です』

　決着を告げる音に、ソーヤはようやく肩の力を抜き、ティエルを見下ろした。

「……超絶くすぐり技巧とは、ただ笑わせるだけの技じゃない。使いようによっては、身体的反射を利用して、身動きだけを奪うこともできる。お前にはいくつか訊ききたいことがあるからな……」

　とはいえ、今の戦いでかなりの体力を消耗してしまった。

「ルルファ、メリッサ。降りてきて、少し手伝ってくれないか……」

　と、観客席を見上げれば──ルルファは蒼あおざめた顔と怪け訝げんな表情でこちらを見下ろし、メリッサは鼻息を荒くして観客席から身を乗り出そうとしていた。

「……どうしたんだ、お前ら」

「いや、どうって……私もそろそろあんたのくすぐりは見慣れてきたけど、舌は……舌はないわ……さすがにヒくでしょ、あれは……」

「ソーくん、その子だけずるい。私もソーくんにぺろぺろして欲しい。ふんすふんす」

　メリッサは鼻息を荒くして飛び込んでこようとしたが、何かに激しく頭をぶつけた。

「……観客席からは、透明の壁があって直接試合場へ行けないみたい。乱入禁止用の魔術障壁？　廊下に出てくるから、少し待ってて」

　二人は一いつ旦たん廊下に出てから、試合場に入ってきた。

「もう一度言うけど、さっきのは絶対ないわよ。いくら何でも、今日会ったばかりの女の子を嘗め回すなんてもう犯罪級よ、犯罪級！　絶対アタマおかしいわ！」

　今の光景がよほどショックだったのか、ルルファは顔を真っ赤にして詰め寄ってきた。

「手が封じられていたんだから仕方ないだろう。それにルルファ、お前はひとつ勘違いをしているぞ……ティエルは女の子じゃない」

「……は？」「……ほぇ？」

　ルルファとメリッサが同時に首を傾げ、顔を見合わせた。

　やがて何かに気づいたメリッサが、仰あお向むけに転がったままのティエルのスカートを捲めくり上げた。

「……なるほど。下着は女物だけど、この膨らみはどう見てもジェントルマン」

「ひ、人のスカート捲ってんじゃねーよこの変態女ァ！」

「女子のフリして転入してきた男に、変態呼ばわりされる筋合いない」

　これ以上ないというほどの正論で言い返され、ティエルは口を閉ざした。

「どうりで、くすぐりのポイントが微妙にずれていたと思ったんだ。まあ……そういうわけで、男だと承知のうえで嘗めたんだから、大目に見てやってくれ」

「それはそれで嫌なんだけど……」

「そんなことよりソーくん、怪け我がしてる。救護室で治癒魔術をかけてもらうべき」

　メリッサに指摘され、自分が負傷していたことを思い出した。メリッサが率先して肩を貸してくれたので、今は好意に甘えて体を預ける。

「……ん？」

　ふと、上の方から視線を感じたような気がして、観客席を見上げた。しかし、ルルファとメリッサがいなくなったことで、席は空っぽのままだった。

　……気のせい、だろうか？

「おい！　これで勝ったと思うんじゃねェぞ、くすぐり魔！　お前の首には金がかかってんだ！　この程度でわたしが諦あきらめるとでも……んごっ!?」

　威勢よく喚わめき散らしていたティエルの口を、ルルファが踏みつけて塞ふさいだ。

「こいつの尋問は私に任せて。今の言い様からすると何かあるみたいだし、できるだけ詳しく話を聞いてみるわ」

「尋問って……あんまり手荒にはするなよ？」

「善処はするわ。ただ、私も友達を傷つけられて平然としていられるほど慈愛に満ちてはいないのよね……ふふっ……」

　黒い笑顔でティエルを見下ろすルルファの様子が気にかかりつつも、ソーヤはメリッサとともに救護室へ急ぐことにした。

　学院長の不自然な忠告といい、自分の首に賞金がかけられていることといい……間違いなく何かが起きている。

　ただ、その〝何か〟がいったい何なのかわからないまま、この時のソーヤはただ漠然とした不安を抱えていることしかできなかった。












　練れん魔ま場じようには、負傷した生徒の応急処置を行う施し設せつとして「救護室」が設置されており、どんな重傷でもたちどころに治癒魔術で回復できる環境が整えられている。

　だが、今日は練魔場を利用している生徒の数が多く、手が回らないとのことで、比較的軽傷だったソーヤは、校舎の保健室で治療を受けることになった。

　養護の先生に治癒をしてもらい、念のため少しベッドで休んでいくことにした。

　先生は職員会議があるとかで出ていってしまい、メリッサと二人保健室に残される。

「安心して寝てていい。あとは私がベッドの上でくんずほぐれつ看病する」

「その看病の仕方はおかしいが。それより、気になることがある……」

　ティエルの発言が全すべて事実だと仮定すると、ソーヤを狙ねらう何者かは、わざわざ刺し客かくを学院に転入させてまで、試合の上でソーヤを倒そうとしたことになる。

　形式にこだわってそんなことをする理由は、意い趣しゆ返がえしとしか考えられない。

　つまり、ソーヤに試合上で著しく名誉を傷つけられた者。あるいはその関係者だ。

「……メリッサ。ルルファを呼んできてくれないか？　確かめたいことがある」

　メリッサは不思議そうに小首を傾かしげたが、ソーヤの真剣さは伝わったようで、頷うなずくと練魔場へ戻っていった。

「……さて。どうしたものか」

　ベッドから身を起こして窓の外を見ると、未いまだに激しい雨が降り続いている。ただでさえ心配事を抱えているのにこの天気では、どうにも気が滅め入いってしまう。

　こういう覚悟もしていたとはいえ、厄介なことになったと、思わず溜ため息いきが漏もれた。

「溜息をついていると、幸せが逃げてしまいますわよ？」

「……えっ？」

　廊下の方から突然声が聞こえて、ソーヤは振り向いた。

　見覚えのある、ふんわりした雰囲気の女性が顔を出して手を振っている。

「シアラさん？　どうしてここに……学院長とのお話、長引いたんですか？」

「その件でしたらもう済んでいますわ。ただ、このお天気ですから帰るのも大変ですし、雨宿りを兼ねて校舎の中を散策していたんですの」

　にこにこと笑顔を振りまきながら、シアラはソーヤのベッドに腰を下ろした。

「何かお悩み事ですの、ソーヤさま？」

「……ええ、少し。悩んでも仕方ないことではあるんですが……」

「よろしければ、わたくしがお伺いしますわよ？　そういうことは、誰かに話すだけでもずいぶん気が楽になるものですわ」

　柔やわらかく提案され、ソーヤは少し思案する。

「……そうですね。じゃあ、話す前に、ひとつ訊きいてもいいですか？」

「はい。なんなりとお答えいたしますわ」




「あのティエルを俺に差し向けたのは、あなたなんですか？」




　直球の問いを投げかけても、シアラの笑みは崩れなかった。

「……どういう意味ですの？　わたくし、何のことかよくわかりませんわ」

「確証があるわけじゃないんです。ただ、あなたは今朝、俺が名乗っていないのに、俺のことを名前で呼んだ。あなたは最初から俺を知っていたんでしょう」

「……記憶力がよろしいんですのね。では、わたくしの正体にもお気づきですか？」

「おおよそは」

　シアラがくすくすと声をたてて笑った時、廊下から近づいてくる足音が響いた。

「ソーヤ？　私に用って、何かわかったことでも……」

　保健室に入ってきたルルファは、言いかけた言葉を呑のみ込んだ。

「……う、そ」

　驚きに見開かれた目は、まっすぐに──シアラを捉とらえていた。




「……姉様。シアラ姉様……？」




　ルルファの言葉に、ソーヤの胸中は納得が半分、驚きが半分を占めていた。

　バーシュメルドの関係者だろうとは思っていたが、ルルファの姉だとは──。

　シアラは、ソーヤに向けていたのと全く同じ微笑ほほえみをルルファに向けた。

「久しいですわね、ルルファ。寮での暮らしに不自由はありませんか？」

　戸惑っているルルファの後ろで、メリッサがわずかに驚いたような仕し種ぐさを見せた。

「あなたは……シアラ・ウィンディ・バーシュメルド。バーシュメルド家の跡取りで、稀き代たいの天才と言われる魔術師。本で肖像を見たことがある」

「まあ、お恥ずかしいですわ。わたくしはそれほど大それた者ではありませんのよ」

　慣れた口ぶりで謙けん遜そんするシアラの前で、ルルファが不安げに眉まゆ尻じりを下げた。

　ルルファはランキング戦での連敗を隠している。その後ろめたさがあるのだろう。

「……ね、姉様、どうしてここに？」

「わかっているのでしょう？　あなたの戦績は、既に耳に入っていますわ」

　静かな声で告げるシアラに、ルルファは臆おく病びような小動物のように身をすくませた。

「ご……ごめんなさい、姉様。で、でも、今は挽ばん回かいしつつあります！　バーシュメルドの名に恥じない成果を残してみせます、だから……！」

「ルルファ。もういいのです、そんなことは」

　シアラは静かに立ち上がり、優しく包み込むように、そっとルルファを抱きしめた。

　まるで我が子をいとおしむように、そっと頭を撫なでる。

「ずっと、一人で抱え込んできたのでしょう。今までつらい思いをさせましたわね」

「……姉様……」

　ルルファが安あん堵どと感激の表情を見せる。

　しかし、二人を見ながら、ソーヤは自分が複雑な立ち位置にあることを認識していた。

　シアラがソーヤを敵とみなしているのは明らかだ。ルルファがこのままソーヤと友好的であり続ければ、家との関係が悪化しかねない。

「ところでルルファ。先ほど、ソーヤさまのことを気軽にお呼びしていたようですが、あなたとソーヤさまはどのようなご関係なのですか？」

「……えっ？」

　問いに、ルルファは一瞬黙り込んだ。答えをためらっているようにも見えた。

「ルルファ。俺のことなら気にするな。お前自身のことを第一に考えて──」

　しかしルルファはすぐに、迷いを吹っ切った表情になって答えた。

「──その通りです、姉様。ソーヤは私の大切な友達です」




　破裂音に似た乾いた音が、室内に響いた。




　崩れ落ちるルルファは、自分の身に何が起こったのか理解できていないようだった。

　何度も瞬まばたきを繰り返し、平手打ちを受けた頰ほおに手をやってから、緩かん慢まんな動作で目の前の姉を見上げた。

「……ねえ、さま……？」

「あなたには失望しましたわ、ルルファ。心から残念に思います」

　シアラはもう笑ってはいなかった。第三者であるソーヤから見ても、その目はまるでさっきまでとは別人のように、氷のように冷たかった。

「薄汚い魔力無しゼロごときに敗れただけでなく、あまつさえその相手を、大切なお友達だなんて……バーシュメルドとしての誇りはどこへ消えたのですか。恥を知りなさい」

「ね、ねえ、さま……？」

「あなたはバーシュメルド家の名に傷をつけた。だから、その後始末のためにわたくしが来たのですわ」

「そ、れは……でも、わたし……これから、がんばって……」

「言ったはずですわ。そんなことはもういいと。あなたはもう、何の努力もしなくていいのですよ」

「なに、言ってるの……？　わたし、わからない……わからないよ……」

「では、愚おろかなあなたにもわかるように説明してあげましょう」

　呆あきれたように溜息を零こぼしてから、シアラは告げた。




「当主の命により、あなたからバーシュメルドの名を剝はく奪だつします。あなたは今日から何者でもない、ただのルルファです」




　それは冷酷な──他に解釈のしようもない、放ほう逐ちくの通告だった。

　ルルファは顔色を失い、震える手でシアラにしがみついた。

「う、そ……噓うそよ。だって、姉様がそんなこと言うわけない。私が家でどんなに迫害されても、姉様だけはいつも優しくしてくれたのに……なのに……きゃ、っ！」

　まるで野良猫でも追いやるかのように、シアラはルルファを振り払った。

「わたくしがあなたに優しくしてきたのは、あなたがわたくしの妹として優秀だったからですわ。優秀でないあなたになど、何の価値もありません」

「何の……価値も……」

　繰り返し呟つぶやくルルファの瞳ひとみから、生気が抜けていく。

　これ以上黙って見ていることができず、ソーヤはベッドを飛び降りた。

「おい、ふざけるな！　自分が何を言ってるかわかってるのか!?」

「あら。ソーヤさま、他人の家の事情に口を挟むなんて……」

「知ったことか！　ルルファは血を分けたあんたの妹じゃないのか。なのにどうして、そんな酷ひどいことが言える!?」

　摑つかみかからんばかりの激情を込めて叫んだ──が、シアラは今まで以上に冷酷な目でこちらを睨にらみ返してきた。

「……ルルファのことを深く知りもしないで、よくそんなことが言えるものですわね」

「何だと……？」

「いずれにせよ。バーシュメルドの名を汚す者を、そのままにしておくわけには参りません。ルルファも──もちろん、あなたもですわ。ソーヤさま」

　静かな威圧感に満ちたシアラの視線を、ソーヤは正面から受け止めた。

「……ティエルは退しりぞけた。今度は何を仕掛けてくるつもりだ？」

「手段を選ばなければどうとでもできますわ。でも、それでは魔力無しゼロのあなたごときに敗北したと認めるようなもの……公正なランキング戦の上であなたを叩たたきのめし、あなたの思い上がりを塵ちりと砕いてあげなくては、意味がありませんわね」

　シアラは震えるルルファにもはや目もくれず、踵きびすを返した。

「ソーヤさまの戦いは見せて頂きました。やはり対策は必要なようです。次の相手は、今日のように簡単にはいきませんわよ……それでは、ごきげんよう」

　ゆったりとした足取りで、シアラは去って行った。

　ソーヤ、メリッサ、そしてルルファ──残された三人は、しばらくそのまま、一言も口を利くことができなかった。




　翌日、ルルファは学校に来なかった。

　メリッサに様子を尋ねてみたが、詳しいことはわからなかった。

「寮りようの部屋にいるのは間違いない。でも、私が呼んでも出てきてくれない」

「……今のルルファを放ほうっておくわけにはいかないな。仕方ない。強きよう硬こう手段だ」

　放課後、ソーヤはメリッサを伴って、女子寮に乗り込んだ。

　ソーヤの姿を見た女子たちの黄色い悲鳴がこだまする。

「キャアアァッ！　〝神を冒瀆せし魔指デイシクレイシヨン・フインガー〟よ!!」

「みんな、早く逃げて！　捕まったら最後、悶もん絶ぜつするまでくすぐられるわよ！」

　共用スペースにいた女子たちは全員、すさまじい速さで自室へ逃げ込んだ。

「……よそのクラスにまで知られているのか、俺は」

「ライバルの心配がなくて助かる。ソーくん、ルルファの部屋はこっち」

　メリッサに案内されて、突き当たりの部屋の前に立つ。

「ルルファ、いるんだろう？　少し話がしたい。出て来られないか」

　ドア越しにも響くように声を張り上げたが、中から返事はない。

　気持ちが焦り、強めにドアをノックしようとした手を、メリッサにそっと抑えられた。

「ソーくん、ここは私に任せて。女の子同士の方がわかることもある」

「……頼む、メリッサ」

　冷静さを欠いた今の自分の言葉では、ルルファに届かないかもしれない。自信ありげなメリッサに任せた方が良いだろう。

　メリッサは軽く咳せき払ばらいをしてから、深く息を吸い込んだ。そして──。

「……んっ。あんっ。はぁっ、ひぁあんっ……！」

「……!?」

　もじもじと身をよじりながら、艶なまめかしい声をあげ始めた。

「ソーくんっ、ダメ……誰もいないからって、そんなにくすぐっちゃ……んぁ、っ、ルルファに、聞かれちゃ……んんっ！」

「……メ、メリッサ？」

「あふぅっ、そこ……もっと、こちょこちょしてっ……！　ソーくん、ふぁあっ、ソーくんっ……！」

　聞いているこっちが恥ずかしくなるような声をあげ続けるメリッサに、ソーヤの混乱が頂点に達しかけた──刹せつ那な、蹴け破やぶられるような勢いでドアが開いた。

「──人の部屋の前でナニしてんのよ、アンタらぁぁぁっ!!」

　憤ふん怒ぬを漲みなぎらせたルルファが飛び出してきた。が、ソーヤとメリッサの様子を見比べると、はめられたと気づいたのか、呆ぼう然ぜんとした顔になった。

　ぷー、とメリッサがルルファを指差して、表情を変えずに笑う。

「ナニもしてない。ナニかしてるところを想像してたの？　ルルファのすけべ」

「ア～ン～タ～はぁぁぁっ!!」

　怒りに燃えたルルファがメリッサに摑みかかろうとするが、それより先にメリッサがルルファの頭を手で押さえてしまった。身長差のせいで、いくら振り回してもルルファの手はメリッサに届かない。

「やあい、やあい。ルルファのおチビ」

「うが～～っ!!」

「……おい……俺たちはルルファをからかいに来たわけじゃないだろう」

　半ば目的を見失っている気がしたので、制止の言葉をかけた。

　はっと我に返ったルルファが、気まずそうに目を伏せる。

「……何をしに来たのよ。私のことなら放っておいて。私はどうせ、もうすぐいなくなるんだから……」

「たぶんそんなことだろうと思った。これだから貧乳は」

「今それとこれとは関係ないでしょ、メリッサぁ……!!」

　ルルファは殺意すら感じさせる目でメリッサを睨みつけたが、メリッサは涼しい顔で受け流した。

「関係ある。そんな小さな体で背伸びして、そんな小さな胸に苦しみを抱え込むのはおバカのすること。おバカだから、ルルファは子供っぽいの」

「っ……ど、どういう意味よ」

「ソーくんはあなたを助けるために来た。どうしてソーくんを頼らないの」

「そんなことできるわけないでしょ!?　これ以上ソーヤを巻き込むことなんて……」

「あなたが一人で全部抱えて、いなくなれば、それでソーくんが傷つかずに済むとでも思ってるの？」

「……え、っ」

　虚きよを衝つかれたように、ルルファが言葉を失った。

「頼られるのが常に迷惑だと思ってるなら、それは間違い。私が子供の頃、いじめっ子からソーくんを守ることができた時、私は嬉うれしかった。誇らしかった。大切な人の笑顔を、自分の手で守ることができたから。そして、その後、ソーくんが私の前からいなくなった時は……寂しかった」

「……メリッサ？」

　昏くらい声音に、今度はソーヤが驚かされる番だった。

「ここでソーくんと再会できるまで、まるで世界が灰色に凍いてついたみたいだった。何もできずに大切な人を失うのは、すごく寂しくて悲しい。ルルファがそんな思いをソーくんにさせるつもりなら、私が許さない」

　告げたメリッサの瞳は、今までのどの瞬間よりもまっすぐに真しん摯しな光を宿しているように見えた。

　ソーヤは自分の考えの至らなさを恥じた。メリッサがそんな気持ちで自分を待っていたなんて知らなかった。

「メリッサ……すまなかった、俺は……」

　頭を下げようとした時、メリッサは不意に「あっ」と声をあげた。

「そうは言ったけど、私がソーくんを想おもう気持ちの方が、ソーくんがルルファを友達として思う気持ちより何億倍も強い。そこはハッキリさせておく。ふふん」

「…………」

　どうだ、と言わんばかりに背を反らすメリッサの様子で、最後は台無しだった。

　ルルファも一瞬苦々しげな顔をしたものの、メリッサの言葉には思うところがあった様子で、沈痛な面持ちに戻って頷き返した。

「……話すだけなら、いいわよ。私も少しだけ、ソーヤと話したかったから……」

　静かに、ルルファの部屋へと招き入れられる。

　振り返ると、メリッサは廊下でひらひらと手を振っていた。

「私、部屋の外にいる。終わったら呼んで」

「……メリッサ？　どうしたのよ」

「ルルファには前に、ソーくんと二人で話をさせてもらったから、お返し。でも、二人きりだからって、ソーくんに変なことしたら後で怒る」

「するわけないでしょっ」

　ルルファに睨まれながら、メリッサが廊下側からドアを閉めた。

　部屋の中は暗く、整然としていた。元々あまり物を持たない方なのかもしれないが、それだけではなく、ここから立ち去る準備を進めているように見えた。

　しばらく重い沈黙が部屋を満たしたが、やがてソーヤの方から口を開いた。

「……悪かった。俺のせいで、こんなことになってしまって」

「……そこで謝るのって、ちょっとズルいんじゃないの？」

　苦笑して、ルルファはベッドの端に腰を下ろした。

　他に座るところがなかったため、ソーヤも隣に座る──と、ルルファがソーヤの肩に頭を乗せ、肩を肩に触れさせて、もたれかかってきた。

「お、おい……！」

　ソーヤは反射的に声を上ずらせたが、ルルファの顔を見て黙り込んだ。

　ルルファは悄しよう然ぜんと、ただ遠くを見るような目をしていた。

「いつか……こんな日が来るんじゃないかって、ずっと怯おびえてたわ。七つの時にお母さんが病死して、バーシュメルド家に引き取られたその日から、ずっとよ」

「……引き取られた？」

　首を傾げるソーヤに、ルルファは苦笑を返した。

「私、妾めかけの子なんだ。私を産んでくれたお母さんだけが、唯一の家族だった……ただ、私は強い魔力を持っていて、バーシュメルド家に有益な存在だから引き取られたの」

　──それは、ソーヤが今まで予想だにしていなかった事実だった。

　魔術師六祖の家系で、類たぐい稀まれな魔力の持ち主であるルルファは、さしたる苦労も知らずに育ってきたのだろうと思い込んでいた。だが、たった今語られた事実は、ソーヤの予想とは全く異なっていた。

　そして、ルルファが最下位に転落したあの日、吐と露ろした言葉の意味がわかった。敗れることを極度に恐れ、取り乱していた理由も……。

「お父様も、新しいお母様も、私を愛してはくれなかったわ。だから私は、家族と認めてもらうため、常に優秀でいなくちゃいけなかった。負ければそれで終わり。その恐怖から逃れるため、必死に自分を鍛きたえたわ……誰にも弱みを見せないように……」

　ルルファはそこで言葉を切ってソーヤを見上げると、くすっと苦笑いを浮かべた。

「どこかの誰かさんに、ボロボロに打ち負かされた挙句お風呂に乱入されるなんて衝撃的な出来事があったおかげで、ぜーんぶ吹っ飛んじゃったけどね」

「うっ……そ、そのことも、悪かったと思ってる……」

「別にいいわ。あの時から私、なんだかすごくスッキリした気持ちになれたの。それまで自分を包んでいた殻が、粉々に砕け散ったみたいな……そんな身軽な気持ち」

　ルルファの視線はまた遠くへ。

　自分自身を見つめるように、虚空へと向けられる。

「いつか誰かに敗れて、私がバーシュメルドでなくなる日が来る運命だったのなら、その相手があんたで良かったって思う。ほんの短い間だったけど、あんたとメリッサと、シリンちゃんと……何人も素敵な友達ができて、嬉しかったわ」

　音もなくルルファは立ち上がった。決してソーヤを見ようとせず、一歩前へ出る。

「お別れよ。今までありがとう、ソーヤ……さよなら」

「……ルルファ！」

　歩き出そうとするルルファの背へと、ソーヤは追いすがるように手を伸ばし──。

　腋わきの下に手を差し込んで、こちょこちょっとくすぐった。

「ぶ──っ!?」

　不意打ちを食らったルルファが思いっ切り噴き出して崩れ落ちる。

「ちょ、ちょっとあんた、このタイミングで何すんのよ!?　って……え、まだ動いて……ひゃふっ!?　にゃははは、あはっ、やめ、やめぇえははははっ、あはははははっ!?」

「そうだ。もっと笑え、ルルファ」

　耳元で囁ささやきながら、ソーヤはひたすらにルルファをくすぐる。

「落ち込んだ時には笑うんだ。笑っていれば、気持ちは後からついてくると師匠が言っていた。俺はこの手でお前に笑顔を取り戻してみせる。そのためのくすぐりだ」

「これっ、笑顔じゃな……やふっ、くふふふふ!?　ひはっ、あひぁふふくははっ……!!」

　床をばしばし叩きながら、抵抗するようにルルファは身を反らせたり転がったりを繰り返した。もちろんその程度のことではソーヤは手を緩ゆるめなかった。

　しばらくして、ルルファの呼吸音が苦しげになってきたところでようやく手を止める。

「ぜーっ、ぜーっ……な、なぁにすんのよっ、人が真剣に話をしてるのにっ!!」

「真剣なのはいい。だが、自分の感情を隠しながら話すのはやめろ」

　真紅の瞳をじっと覗のぞきこみ、問いかける。

「ルルファ。お前は本当に、このまま学院を去ってもいいと思っているのか？」

「……それは……でも、家から見放されたら、私は……」

「そんなことは訊いていない。お前の気持ちはどっちなんだ？　このままでいいのか？　それとも、よくないのか？」

　ソーヤの問いに、ルルファは虚を衝かれたような表情をした。

　何かを堪こらえるように唇くちびるを嚙かんで、声を絞り出す。

「……ない」

「聞こえないぞ。もう一度言ってくれ」

「……よく、ない」

「もっとハッキリ言うんだ。自分の中の自分に聞こえるように、声を出せ！」

　ルルファがまっすぐに、潤うるむ瞳でソーヤを睨み返した。

「──良くないわよっ！　私だって、まだ学院に通っていたい。ソーヤと離れ離れになりたくない。もっと、あんたたちと……楽しいこと、たくさんしたいんだから!!」

　腹の底からの声だった。心の底からの言葉だった。

「うっ……うっ、ぐすっ……言わせないでよ……ばかぁっ……」

　ソーヤはできる限り優しく、泣き出したルルファを抱き寄せた。

「よく言ってくれた。後は任せろ」

　頭で思っているだけの思いとは違う。言葉の力がソーヤに決意を宿してくれた。

「俺が何とかしてやる」




　翌朝、ソーヤは学院長室を訪れ、学院長に事情を説明した。

　いつかと同じ幼い女の子の姿でいた学院長は、ソーヤの話を聞くと、あどけない顔で渋じゆう面めんを作った。

「……話はわかった。でも、ルルファくんのためとはいえ、ボクが乗り込んで話をつけるのはなあ。クレアくんあたりならまだしも、ボクが説得に動けばバーシュメルド家だって無視はできない。余計に話がこじれたらどうするんだい？」

「話は俺がつけます。学院長には、シアラに会う機会を作って欲しいんです」

「会ってどうする？　シアラくんがキミの頼みを素直に聞き入れるとでも？」

「頼みはしません。取引をします」

　ソーヤの答えに、学院長は「ほほう」と楽しげに笑った。

「何か考えがあるようだね。まぁいいだろ。そのくらいなら何とかしよう」

「ありがとうございます、学院長」

　礼を言って辞じ去きよしようとして──ドアの前で、ソーヤは立ち止まった。

「……前に学院長が仰おつしやっていたことの意味、ようやくわかりました。ルルファは……あいつは、本当に俺のことが羨ましかったんですね。力を持つことでのみ存在を許されているあいつにとって、魔力無しゼロの俺がのうのうと暮らしていけることが」

「ほっほーう？　いやぁ、まだまだブルーヒップな若造だと思っていたけど、それに気づけたならちょっとは男として育ったってことかねい。──ん。来客のようだね」

　よく意味のわからないことを喋しやべりながらも何かに気づいた様子で、学院長が立ち上がると同時、ドアが軽くノックされた。

　学院長が「入りたまえよ」と声を張り上げると、すぐにドアが開いた。

　入ってきたのは、鴉からすを連想させるような漆黒の髪の女子生徒だった。メリッサよりも更に背が高い。一七○はあるだろう。尖とがった顎あごと切れ長の瞳が、近づきがたい雰囲気を醸かもし出していた。

「イヴ・ティルクレッド。シアラ様の命により、害虫駆く除じよに参りました」

　女子生徒は背をまっすぐに伸ばし、よく通る声を響かせた。

　その口から出たシアラの名前に、ソーヤは真っ先に反応していた。

　この女が……次の刺客？

「ふうん。どうやらキミは害虫らしいぞ、ソーヤ少年」

　学院長が皮肉交じりに告げると、女子生徒──イヴの目がこちらへ向けられた。

「貴様がそうか……シアラ様に刃向かう虫けらめ。ならば話が早い。これからランキング戦とやらを受けてもらう」

「待ちなよ、イヴちん。キミって１年２組に転入する手はずになってるんだけどね。ランキング戦はうちの生徒だけが参加できるんだ。物には順序ってものが──」

　コツコツとデスクを叩きながら学院長は苦言を呈したが、イヴは折れなかった。

「私がシアラ様より賜った任務は、この害虫を叩たたき潰つぶすことです。それ以外の行動は全て、任務遂行のための手段に過ぎない。無用な寄り道をするつもりは毛もう頭とうありません」

「……学院長、どのみち遅いか早いかの差です。後で戦うことになるのなら、今やっても結果的には大差ないでしょう」

　ソーヤも意見を述べると、学院長は拗すねたように頰を膨ふくらませた。

「ああもう、わかった！　好きにしたらいいじゃないかっ。ボクは止めたぞ、少年」

「……？」

　何な故ぜソーヤだけに忠告を──と不思議に思ったが、ともかく戦わせてもらえるというのなら話が早い。

「練魔場はこっちだ、転入生。ついて来い」

　ソーヤの先導で、二人は練魔場へ向かった。




　試合場のひとつに入り、ソーヤはイヴと正対した。

「私はまだ、この学院の生徒として登録が完了していない。ゆえに、ランキング戦には影響しない、ゲスト参加として術式生体認証を行う」

「いいのか？　俺をランキングから引きずりおろすことが仕事のはずだろう」

「違うな。私の任務は、シアラ様に刃向かう愚おろか者を再起不能にすることだ。心も体も、二度と戦えなくなるまで痛めつけてしまえば、もはやランクなど関係あるまい」

　物騒に言い捨てて、イヴはじろじろとソーヤを上から下まで眺め回した。

「ところで、貴様──超絶くすぐり技巧、とやらの使い手だそうだな」

「そうだ。悪いが、お前の体もくすぐらせてもらうぞ」

　ソーヤの宣言に、イヴは無表情のまま「ふん」と鼻で笑った。

「では、楽しみにしておこう」

　舞台が形成され、ソーヤは身構えて試合開始に備える。




『１年１組、ランキング一八位、ソーヤ・ディオス。ランキングなし、ゲスト参加者。術式生体認証が完了しました。──試合を開始してください』




　合図の声が響く──が、イヴは動かなかった。呪文を唱える様子もなく、ただ突っ立っているだけだ。

「……どういうつもりだ？」

「魔力無しゼロの貴様にハンデをくれてやろうと言うのだ。好きに先手を取るがいい」

　あまりにも堂々としたその態度に、ソーヤの中の本能が警戒を覚えた。あれは罠わなではないか──？

　だが、そこに罠があろうとなかろうと、ソーヤの行動に変わりはない。

　全身のバネを活いかし、前へ跳躍して一気に距離を詰める──。

「もらった！」

　相手を腕の射程内に捉えたのとほぼ同時。左右の手が奔はしる。

　だが──その腋から腰にかけて指を滑すべらせた瞬間、指先に引っかかった硬かたい感触に違和感を覚え、即座に飛とび退のいた。

　なるほど。あれだけ自信満々だった理由がよくわかった。

「……制服の下に、何か着ているな？　素す肌はだまで触感を届かないようにすることで、くすぐりの効果を軽減させようというわけか」

　ソーヤが指摘すると、イヴは嘲あざけるようにわずかに口の端を歪ゆがませた。

「なかなか良い感度だ、魔力無しゼロ。だが、半分はハズレだな。貴様のくすぐりごとき、わざわざ対策を講じるまでもない」

「言ってくれるじゃないか。何を着ているのかは知らないが、ランキング戦のルールに則のつとって俺を倒すつもりなら脱いでもらうぞ。武器や防具の使用は禁止されている」

「ふん……防具だと？　私が着ているのは防具などではない。これは我が主あるじ、シアラ様が授けてくださった信頼の証あかし……ふふっ……」

　そう答えるイヴの瞳が、ほんの一瞬、恍こう惚こつめいた色に染まったのをソーヤは確かに見ていた。何かわからないが、嫌な予感がする。

「何なら、もっと触れて確かめればよかろう。そして、私の言葉の真意を知るがいい」

　イヴは腕を広げ、更に無防備な姿勢をとった。先ほど探り当てた感触からすると、あの腋はカバーされていないはず──。

「なら……お望み通り、そうさせてもらうぞ！」

　ソーヤは一足飛びに距離を詰め、がら空きの両腋を十指でくすぐり立てた。

　確実な手て応ごたえがあった。

　渾こん身しんのくすぐりを受けたイヴは、くすぐったさに身み悶もだえして崩れ落ちる──、




　ような、ことはなかった。




　イヴはただ立っていた。虫けらを見るような冷めた目でソーヤを見上げていた。

「……ぬるいな。その程度か」

　よく通る凜りんとした声には、寸分の乱れもない。

　耐たい力りよくゲージも微動だにしていなかった。痩やせ我慢をしているのではない。

「……ばか、な」

　いや、違う。今のはポイントを外しただけだ。そうに決まっている。

「その程度かと訊いているんだ、超絶くすぐり技巧の使い手よ」

　イヴの瞳に浮かんでいたのは、嘲あざけるような冷笑の色だった。

「くっ……おぉおおっ！」

　ソーヤは自分を奮い立たせ、くすぐりの速度を更に上げた。

　弱点は捉えているはずだ。ティエルの時のような見誤りもなく、確かにくすぐりを感じるはずのポイントをなぞっている。

　だというのに──イヴは唇の端すら動かすことなく、静かに詠唱を始める。

「彼かの者に付きて従う一条の闇やみよ……我が力、我が意思を得て、叛はん逆ぎやくの道を歩まん──」

　その間にどれだけくすぐり続けても、詠唱は途切れない。イヴの集中を、微み塵じんも乱すことができない。

「だったらこれでどうだ！　ゼットー流奥義──烈れつ破ぱ指し弾だん殺さつ!!」

　超高速の奥義を繰り出す。

　その技は完かん璧ぺきにイヴの弱点を捉え、常人ならば丸一日は笑いが止まらなくなるほどのダメージを与える──はずだった。

　耐力ゲージは、試合が始まった時点から全く動かないまま。

　イヴは涼しげな顔で、詠唱を終えていた。




「影よ、貫け！　逆影黒槍シヤドウ・ランス!!」




　ソーヤの足元の影が揺ゆらぐ──そう気づいた時には、わずかに遅かった。

　自身の影が純黒の槍やりを成して、ソーヤの腰を斜め上に貫いていた。

「ぐ……あぁああぁっ!!」

　予想だにしない直撃を受け、ソーヤは膝ひざをついた。

　何故だ。何故、詠唱が止やまない？　何故、くすぐったさを感じない？

　疑問と激痛に苛さいなまれてのたうつソーヤに、観客席からの声が降り注いだ。

「ソーヤ!?　また戦ってる……あの相手も、姉様の放った刺客なの？」

「ソーくん、しっかり！　救護班には待機してもらってる。今だけ全力を出して！」

　ルルファとメリッサの声だ。この場所は、学院長から聞いたのか？

　イヴはさっきの位置から動いていない。ソーヤの手が届く距離のままだ。だが……。

「く……っ。まだだ。まだ俺は技の全てを出し切ったわけじゃない……！」

　半ば自分に言い聞かせるように叫んで、ソーヤは更に技を繰り出した。イヴはその全てを無防備に受け切り、そのうえで、顔色一つ変えることはなかった。

「……つまらん。所しよ詮せんは魔力無しゼロの小細工など、この程度ということか」

　嘲る瞳でソーヤを見上げ、イヴは嗤わらった。




「何も感じないぞ。下へ手た糞くそめ」




　ソーヤの腕は、凍りついたように動きを止めた。

「あ……ぁ……」

　通じない。これまでのソーヤの半生を捧ささげて磨き抜いてきた技が、全く通じていない。

　ウソだ。そんなはずはない。そんなはずは──。

「なんで……なんでソーヤのくすぐりが効かないの!?　どういうこと!?」

　ルルファの取り乱す声が聞こえる。ソーヤも全く同じ思いだった。

「ソーヤ・ディオス。私はお前を倒すために選ばれた。それが何故だかわかるか？」

　イヴの問いが、ソーヤの心を更に激しくかき乱す。

　ソーヤの技に失敗はないはずだ。それはソーヤ自身が、誰よりもよく知っている。

　ならば、何故──。

　その時、ソーヤの脳裏に、電流のごとき閃ひらめきが走った。

「まさか……まさか、お前は……!!」

「──双影黒槍ツイン・シヤドウランス」

　次の詠唱は終わっていた。

　ソーヤは自問に没頭するあまり、致命的な隙すきを晒さらしていたことに気がついた──無論、気づいた時には遅すぎた。

　影が二本の槍と化して、ソーヤの背と脚を貫いた。

「がぁああぁ……っ!!」

　膝をつくことすらできず、崩れ落ちた。

　感じたのは痛みではなく熱だった。貫かれた箇所がまるで焼けているかのようだ。頭の中が真っ白になり、精神までも焼き切られる感覚がする。

　陰る視界の端、急激にゼロに近づいていく自身の耐力ゲージが映る。

　ダメだ、立たなければ──そう思っても、体が動かない。

　薄れゆく意識の中で、イヴの呟きが聞こえた。

「どうやら、貴様のくすぐりが通用しない理由に気づいたようだな」

　衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。ソーヤは地に伏したまま、歯を食いしばってイヴを見上げた。

　ソーヤの予想は的中していた。

　イヴは制服の前をはだけ、露あらわにしていた。無駄のない引き締まった体たい軀くを。年齢以上に大人びた夜色の下着を。そして──胴体を亀きつ甲こう縛しばりにきつく締め付ける荒縄を。




「私はくすぐりを感じない。何故なら、より強い刺激が……くふっ、はぁはぁ……素肌を刺してきつく食い込む荒縄の痛みが、絶えず私に甘かん美びなる喜びをもたらしてくれるからだ。くすぐりなど、肌への刺激として……ぬるすぎるわ!!」

　興奮に吐息を荒らげながら、イヴは高らかに宣言した。















「…………変態だ……」

　ルルファがかろうじてその一言だけ呟いた。

「変態ではない！　私はシアラ様に縛られたり、鞭むちで打たれたり、踏まれたり蹴られたり罵ののしられたり抓つねられたりすることでしか悦よろこびを得られない体質なのだ。今も、身をよじる度に荒縄がチクチクと刺してきて、肌がかゆくてかゆくてゾクゾクする……くすぐったさなど感じるどころではない！　たまらんっ！」

　口の端から涎よだれを垂らしながら、イヴは興奮に声を上うわ擦ずらせた。ルルファとメリッサはもはや完全に言葉を失っているようだった。

「元々、私はくすぐりを感じない体質だ。毎日毎日鞭で打たれ続けた私の肌は、もはやくすぐり程度の刺激など、風がそよいだほどにも感じぬ。貴様のくすぐり如ごとき、児じ戯ぎに過ぎぬということだ！　ははははははっ!!」

　ソーヤを見下ろし、イヴは高らかな笑い声をあげた。

　哄こう笑しようの中、ソーヤの意識は急激に遠のいていった……。












　ソーヤは混こん濁だくの闇やみの中にいた。

　強くなるために、妹を救うために、心を磨みがいた。技を学んだ。体を鍛きたえた。

　だというのに、結局自分は無力な存在だった。妹を救うどころか、大切な友を悲しませる奴らに一いつ矢し報むくいることさえできなかった。

　暗闇の中、師し匠しようの姿が浮かんだ。いつもと変わらぬ柔にゆう和わな笑顔だった。

『どうしました、ソーヤくん。目をそむけるなんて、あなたらしくありませんよ』

　師匠は優しく語りかけてくる。

　ソーヤは、自分が敗れたことを、自分への罰のように詳つまびらかに伝えた。

『なるほど……確かに一般的には、痛みや痒かゆみの方が、くすぐったさよりも遙はるかに強い刺激です。ですが、それはあくまで一般論に過ぎません。私の手にかかれば、何の関係もありませんよ』

　それはそうなのだろうと思う。師匠はくすぐりだけで人を殺あやめることさえできるほどの達人だ。ソーヤとは力量があまりにも違う。

『ですが、ソーヤくんが対処するというのなら……〝氷ひよう炎えん合ごう一いつ破は〟を使いなさい』

　相変わらず師匠は、さらりと笑顔で無茶苦茶なことを言う。

　俺にはまだ、そんな高度な技は使えません、師匠──。

『いいえ。今のソーヤくんにはできるはずです。何な故ぜなら……』

　師匠がそう言いかけた時、急に強い光が射さし込み、師匠の輪りん郭かくが光に溶けた。

　ソーヤは反射的に手を伸ばしたが、その手も光の中にかき消えて──。




　真っ白な天井を見上げる形で、ソーヤは目を覚ました。

　自分がベッドに横たわっていることに気づく。意識を失う直前、ソーヤは試合場にいたはずだが……。

「ソーくん。気がついた？」

　ベッドの傍そばから聞こえた声に首を動かすと、メリッサがこちらを覗のぞき込んでいた。

「……ここ、は？」

「練れん魔ま場じようの救護室。ソーくん、あれから救護班に緊急治療された」

「そうか……俺は……」

　意識を失うまでの記憶が、鮮明に蘇よみがえってくる。

「……負けたのか」

　メリッサは無言で頷うなずいた。

「もう夕方。ソーくん、半日近く気を失ってた」

「……そうか」

　天井を見上げたまま、ソーヤは空くう虚きよな思いで呟つぶやいた。

「心配かけて悪かった。メリッサには、勝ち続けるなんて言っておいて、こんな情けないザマを見せることになって……すまない」

「だから言ったはず。奴らは何でもする。きっと、本当にソーくんを排除するまで」

　以前に忠告されていた身としては、返す言葉もない。

「本当にすまない。怒っているだろう」

「……怒りたくても怒れない。そこの子が泣きじゃくって大変だったから」

　微妙にムスっとした様子で、ソーヤが寝ているベッドの足元近くを指差す。

　そちらに目を向けると──ベッドに上半身を突っ伏して眠っているルルファがいた。泣いていたのだろう、目の周りが赤みがかっている。

「ルルファは責任を感じてる。もうやめてほしいって言ってた。諦あきらめさえすれば、それ以上バーシュメルドがソーくんに手出しすることはないはずだからって」

「……だろうな……」

　ソーヤはルルファが目を覚まさないように、そっと身を起こした。治癒魔術のおかげか、体は完全に回復している。

「メリッサはどう思う。今でもまだ、俺は戦いから身を引くべきだと思うか？」

　靴を履きながら尋ねると、メリッサは何かを思案するように黙り込んだ。

「……私から先に質問させて。私の答えは、ソーくんの答えによっても変わる」

「なんだ？」

「今、ソーくんが戦っているのは誰のため？　ルルファを救うため？」

「俺のためだ。ルルファという友人を救いたいと思っている俺のためだ」

　素直な気持ちのままで答えると、メリッサの口くち許もとが微かすかに緩ゆるんだ。

「ソーくんらしい。……前にも、同じこと言ってた」

「前に？」

「そう。昔、ソーくんが私を助けてくれた時のこと、覚えてる？」

「助けた？　……俺が、メリッサを？」

　逆ならともかく、子供の頃、ソーヤがメリッサを助けたことなどあっただろうか？

「私がソーくんをいじめっ子から守ってたのは、最初はただなんとなく、お隣のよしみでそうしてただけだった。でも、あの日から変わったの」

　メリッサの目は遠く、あたたかな記憶を思い出すようだった。

「その日、私にやっつけられたいじめっ子たちの兄さんや姉さんが集まって、私が一人の時に、十数人で襲ってきた。私は一方的にいたぶられて、痛めつけられてた」

「……あ、っ」

　ソーヤの記憶にも引っかかるものがあった。そうだ、あの時は確か──。

「そこに、ソーくんが割って入ってきた」

「……その後、俺がそいつらにボコボコにされたんだよな。覚えてるぞ」

「ソーくんもめちゃくちゃ殴り返してた。魔術で攻撃されて、額ひたいからだらだら流血してるのに何度でも立ち向かってくるから、最後にはそいつらの方が泣いて逃げちゃって」

　くすっ、とメリッサは珍しく声を漏もらして笑った。

「お礼を言った私に、ソーくんは〝俺がそうしたかっただけだ〟って答えた。その時、私は思ったの。ソーくんは、どんな強敵にでも臆おくせず立ち向かう強さを持ってる。才能に恵まれていた私とは違う。本当に強い心を持っているんだって」

　メリッサは自身の胸に掌てのひらを押し当て、心の吐息を感じるように目を瞑つぶった。

「だから、私はソーくんの眩まぶしい心を守ろうって決めた。今も、ソーくんが本気だっていうのなら、もう止めない。私にできることなら何でも協力する」

「……ありがとう、メリッサ。何よりも心強い言葉だ」

　心からの礼を述べて、頭を下げる。夢の中で弱気になっていた自分を張り倒してやりたいくらいだ。

「私は答えを出した。ルルファも寝たフリはやめて、何か言うべき」

　メリッサが名を呼ぶと、突っ伏していたルルファがびくっと肩を跳はねさせた。

「…………起きてたのか？」

「……う、ぅ……だって……どんな顔して、あんたに会えばいいのよっ……」

　観念したように身を起こしたルルファは、今にもまた、泣き出しそうだった。

「ごめん……姉様があんな変態を飼ってたなんて、知らなかった……まさか、ソーヤのくすぐりが通じないなんて思わなかった……」

「気にするな。俺が未熟だっただけだ」

「気にするわよっ。私のせいで、あんたが……友達が傷ついたのよ？　いくらあんたが自分のために戦ってるって言ったって、私の責任に変わりはないじゃない……！」

「……ルルファ」

　ルルファの言うことはよくわかった。もしも立場が逆であれば、ソーヤも責任を感じていたことは間違いないだろう。

「……それでも、俺の道を選んでいるのは俺だ。そのことでお前が気に病むっていうのなら……そのぶん、俺を支えてくれ。友達らしくな」

「……友達、らしく……？」

　ルルファはソーヤの言葉を繰り返し、反はん芻すうするような間を置いて、力なく微笑ほほえんだ。

「……わかった。そうよね。あんたが頑固だってことは、散々わかってたことなんだから……」

「そうだろう？」

「私はもう、あんたの前で本音を晒さらしてるんだもんね。意地を張るのはやめる。私がこの学院にいられるように助けて、ソーヤ。私も全力であなたを助けるから」

　答えたルルファの表情に、迷いはなかった。感情に従って行動しているのだと、確かにそう感じさせてくれた。

「……二人とも、待っていてくれ。学院長のところへ行ってくる」

　ルルファとメリッサ、二人の想おもいに背中を押されるように、救護室を後にした。

　状況は何も変わってはいない。ソーヤがイヴに勝つ方法は思いつかないままだ。

　それでも、応援してくれる仲間がいるだけで、気持ちは楽になる。そのことを実感したソーヤの足取りは軽かった。




　学院長室に戻ってくると、待ち構えていたかのように二人の先客がソーヤを出迎えた。

「来たか……何度立ち上がろうと同じことだというのに……」

　得意げな冷笑を浮かべるイヴと、

「ソーヤさまがわたくしにご用と聞きましたので、馳はせ参さんじましたわ。さあ……どんな愉快なお話をしてくれるんですの、ソーヤさま？」

　一見純真にも見える、可か憐れんな笑顔を振りまくシアラだった。

　学院長は子供の姿のまま、椅い子すにどっかり座って寝こけていた。

　ひとまず学院長の存在は無視することに決めて、ソーヤはまずシアラと向き合った。

「あんたに言いたいことがある。ルルファの件だ」

「そうだろうと思っていましたわ。けれど、今更何を言ったところで決定は覆くつがえりませんわよ。あの子がバーシュメルド家に恥をかかせたのは事実なのですから」

「それが恥ではないのだとしたら、どうだ？」

「……はい？」

「俺は今のところ、ランキング戦では無敗で通っている。ついさっきイヴに敗れこそしたが……それ以外は、どんな相手でも倒してきた。これからもそのつもりだ。だから、俺に敗れたことは、決して恥じるべきことじゃない」

　ソーヤの説明に、シアラは肩を小さく揺らして笑った。

「魔力無しゼロに敗れたことが、恥ではないと言うのですか？　面白い話ですね」

「何も面白い事は言っていない。俺は強い、それは事実だ。仮にだが、俺とシアラが戦っても俺が勝つだろう」




　──シアラの瞳ひとみに、背筋が震えるほどの強烈な殺気が宿った。




「……なるほど。大きく出ましたわね、ソーヤさま」

　瞳から殺気を消して、シアラはくすくすと笑った。ソーヤは冷や汗を押おし留とどめるので精一杯だった。今の一瞬、感じた殺意は……圧倒的すぎる。

　それでも引き下がれない。自分の後ろには、ルルファがいるのだ。

「現に、こうして対策を打たなければ俺を倒せないと判断したんだろう？　だからわざわざイヴを寄こした。違うか？」

「それはそうです。ですが、対策を取られただけで敗れてしまうのなら、あなたさまの提案に説得力などまるで伴ともないませんわ。……では、こうしましょう。ソーヤさまがもう一度イヴと試合をして、勝てたならあなたの主張を認めて差し上げます」

　願ってもない提案だった。

「いいだろう。俺が勝ったら、今回の命令を出した当主とやらに俺の実力を伝えろ。そして、ルルファへの処分を取り消すように働きかけるんだ」

「ええ、構いませんわ。──ところで、イヴ？」

　シアラが手招きすると、イヴは傍らに跪ひざまずいて頭を下げた。

「はっ。いかが致しましたか、シアラ様」

「少し……話が違いますわね」

「は……？」

　イヴが不思議そうに聞き返す──その頭をシアラは摑つかみ、ぎりぎりと締めつけた。

「ぐ、あっ……あ、ぐぅああっ……！」

「わたくしは、ソーヤさまを再起不能にしろと申し上げたはずですのに、どうしてあんなにお元気でいらっしゃるのかしら？　それとも、あなたの故郷ではあのようにピンピンした状態のことを再起不能と言うんですの？」

　シアラの目は笑っていた。シアラの声は笑っていなかった。

　頭を締め上げられながら、イヴの瞳は潤うるみ、吐息は弾はずんでいた。

「あっ、ああっ、シアラ様っ……！　もっと強くお願いします！　いえ、むしろ踏んで！　踏みにじってください！　命令を果たせなかった愚おろかな犬めにお仕置きしてください！」

「……あなた、わざとやりましたね？　だから、できればあなたを使いたくなかったんです……いい加減にしないと焼却処分しますよ」

「焼いていただいても構いません！　ああっ、でもできれば治癒のできる魔術師を連れてきて、私を焼いては治し、焼いては治しで、無限に業ごう火かで焼かれる痛みを与えてくださ……ぎゃひぃん!!」

　シアラが笑顔のまま拳こぶしをぶち込むと、イヴはみぞおちを押さえて転がりながら苦痛と歓喜の喘あえぎ声をあげた。

「では、ソーヤさま。試合はいつになさるご予定ですの？」

　ソーヤはイヴを直視したくなかったので、できるだけシアラの顔を見ながら答えた。

「……あんたが立ち会いのもとでやった方がいいだろう。できれば、他の生徒が下校してからの方が邪魔が入らなくて済む。二時間後に練魔場で、っていうのはどうだ？」

「かしこまりましたわ。……聞きましたか、駄犬」

　シアラがイヴを踏みつけると、「きゃいんっ」と服従の声があがった。

　ぎらぎらと目を輝かせたイヴが、幽鬼のようにゆらりと身を起こす。

「ふ……ふふっ。自分自身に引導を渡すとは愚かだな、ソーヤ・ディオス」

「何とでも言え。俺は必ずお前を倒してみせる」

「ふん。元バーシュメルド家のルルファ様を倒したくらいでずいぶんと調子に乗っているようだが、あの方も所しよ詮せん、魔術師としては未熟。いや、貴様のような無能の魔力無しゼロに敗れたのだから、むしろ無能以下とでも評すべきかな？」

　どこまでも蔑さげすむようにイヴはあざ笑う。挑発だとわかっていても、ソーヤはその言葉に怒りを抑えることができなかった。

「何だと……イヴ、今の言葉、もう一度言っ──」

　空気の爆はぜるような音が、ソーヤの言葉を遮さえぎって響いた。

　ソーヤがイヴに詰め寄るよりも早く、横合いからの拳がイヴの頰ほおを打ち据えていた。

　全身をねじらせて昏こん倒とうしたイヴを、たった今鉄てつ拳けんを食らわせた張本人──シアラが、黒い笑みを湛たたえて、容よう赦しやなく踏みつけた。

「いつからあなたは、無駄口を叩たたくことが仕事になったのですか、イヴ？」

「ぐ……ぐっ、はぁはぁ……も、申し訳ありませんっ、シアラ様っ……うへへ……」

　気持ちの悪い声を漏らして興奮するイヴに、シアラは唾だ棄きするように言い放つ。

「いいですか、イヴ？　もう一度だけ言います。ソーヤさまを、二度と戦えない体にして差し上げなさい。これ以上言いつけを守れないようなら、私は金こん輪りん際ざい、あなたの体に指一本たりとも触りません」

「えっ……!?」

　ガバッと身を起こしたイヴは、この世の終わりのような絶望の表情を浮かべていた。

「私に見捨てられたくなければ、全力を尽くすことです。……では、ソーヤさま。二時間後を楽しみにしていますわね」

　慇いん懃ぎんに頭を下げて、シアラは学院長室を辞じ去きよした。

　イヴはシアラの出て行った廊下を、目を丸くして見つめていたが、やがて抜ぬけ殻がらのようにふらふらと立ち上がった。

　──すれ違う瞬間、ソーヤはイヴの小さな呟きを聞いた。

「……確実に……二度と戦えなくなるほどの、重傷を……」

　その背を見送りながら、ソーヤは何か、得体の知れない悪お寒かんが全身にまとわりつくのを感じていた。

「……ふーむ」

　寝ていたはずの学院長が、片目だけ開けて小さく声を漏らした。




　ソーヤは迷信を信じる方ではない。だが、第六感や虫の知らせといったものは違う。

　そうした感覚がある時は得てして、頭よりも先に体が、理性よりも先に本能が、何かを察知している時なのだ。

　地平線の彼方かなたへ落ちていく太陽を教室の窓越しに見つめながら、先ほど救護室で見た夢も、そうした第六感の類なのかもしれないと思った。

「氷炎合一破……か」

　それは、かつて師匠に教わったことのある、ゼットー流の奥おう義ぎの一つだ。だが──。




　そもそもそんな技を教わる予定はなかったのだろうと、今でもソーヤは思う。ただ、その日はたまたま師匠が酒に酔って帰ってきて、有う頂ちよう天てんで「奥義を教えちゃいますよ！」と深夜にもかかわらずソーヤを叩き起こして絡んできたのだった。

　酩めい酊てい状態なのか、師匠は上体をゆらゆらさせながら、ソーヤに両手を差し出した。

「触ってみなさーい」

　そう言われたので、右手に触れてみる──と、師匠の右手はまるで氷のように冷たくなっていた。

「つめたっ！　ちょっと、いくら秋口とはいえ、この手は冷えすぎじゃないですか？」

「ふふふっ。じゃあ、次はこっちですよぉ」

　今度は左手を触れという指示だ。仕方なく触ってみる──と。

「あっつ！　……な、なんですかこの手は。明らかに人間の体温を超えていますよ」

「わたしほどのー達人ともなればぁー、体内の気をコントロールして体温を自由自在に調節することくらい、朝飯前なのれすよ！　ひくっ」

「なんですか、気って？　魔力とは違うものですか？」

「わたしの故郷、東洋に伝わる神秘の技れすよぉ。魔力とは別のものれす。まあ、こっちの国の人はインチキ呼ばわりする技れすから、知らないのも無理はないれふね？」

「別……ということは、訓練すれば俺にもその気とやらが使えるんですか、師匠!?」

「ソーヤくんは才能がないから無理れすねぇ」

「…………」

　満面の笑みで一刀両断された。

　そういうあなたは気の前に体内のアルコールをコントロールできるようになるべきじゃないんですか、と思ったが、そんな指摘をしている余裕はなかった。

　師匠の冷たい手が、ソーヤの腹筋をするんと撫なで上げていたからだ。

「うひぁっ!?　し、師匠、何を──」

　非難しかけた時、今度は熱い方の手が、まったく同じ箇所を撫で上げてきた。

　その瞬間──まるで冷えた皮膚を熱で蕩とろかされ、直接神経を撫でられたような、未知のくすぐったさが脳天からつま先までを突き抜けた。

「～～～～っ!!」

　膝ひざががくがくと震え、肺の奥から強制的に空気が搾しぼり出される。

　声も出せないまま、ソーヤは尻しり餅もちをついた。

「わかりましたかぁ、ソーヤくん。人間の皮膚は熱いものや冷たいものに触れたとき、体組織がダメージを受けることを避けるため、本能的に感覚神経が強烈な反応を示すようにできてるのれす。それが痛みに達しないギリギリのラインで上下に振られた時、神経はすさまじく鋭えい敏びんになります。そこへくすぐり技を乗せれば、どーなるかー」

　ぱちん、と指を弾はじいて、師匠は無邪気に笑った。

「くすぐり技に加えて、強い温度差による刺激を与えることでダメージを激増させる技……その名も〝氷炎合一破〟れす！」

「た……しか、に……っ、はぁ、ひっ……すごい威力、ですけども……」

　そもそも体温を自由に変化させられる技術がないと、使えない技なんじゃないのか。

　教わったはいいものの、ソーヤが使える技のようには全く思えない……。

　などと考えている間に、師匠はソーヤに乗っかってきた。酒くさい吐息がかかる。

「と、ゆうわけで～っ。今夜はこのまま、レッツえんじょい♪」

「え？　……え、ちょ、まさかその手でくすぐり!?　ま、待ってください師匠ッ、それは死ぬ──」

　……そこから先は、思い出すのもおぞましいことになったのだった。




「氷炎合一破……もしも使えるなら、あのイヴですら破れるかもしれないが……」

　しかし、使えない奥義のことなど考えていても仕方がない。

　あの夢の事はひとまず忘れ、今の自分が扱える武器だけで戦う覚悟を決めた。




　約束の時間が迫り、ソーヤは練魔場へ向かっていた。

　この試合に勝てば、ルルファは今のままでいられる。だが、もしもソーヤが再び負けることになれば──。

「……考えるな。ソーヤ」

　戦う前から、負けた時のことを考えてどうする。逃げ腰になったら終わりだ。

　自分で自分を叱しつ咤たし、練魔場へと続く一階の渡り廊下を歩いていく。と──。

「……ん？」

　ふと、渡り廊下の外、練魔場の外周沿いに人影が動いたのが見えた。

　既に日が沈んでいるため、ハッキリとは見えなかったが……イヴのようだった。

　練魔場への入り口を探しているのなら、外周沿いに歩いても見つからない。お節介を焼くような間柄ではないが、待ちぼうけにならないよう、追いかけてみることにした。

　少し行ったところで、立ち止まっている後ろ姿を見ると、確かにイヴだった。

「おい。そっちからは練魔場には入れないぞ──」

　後ろから近づき、声をかける。




　──ソーヤの背後で、何者かが動く気配がした。




　ソーヤは反射的に横へ跳んでいた。

　何かしらの確信があったわけではなく、直感からの行動だった。しかし、結果的にその行動は正しかった。

　ほんの数瞬前にソーヤが立っていた地点を、一条の雷撃が貫いていた。

「……雷魔術!?」

　振り向くと、黒いマントを羽は織おった男が驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。その後ろには、同じくマントを羽織った女の姿。どちらも、学生のようには見えない。

「どうして足音を立てた！　奇襲だと言ったはずだ！」

　イヴが叱咤し、二人が背筋を正して身構える。

「……試合なんてするつもりはなく、ここで俺を消そうというわけか」

「貴様が悪いのだ。身の程をわきまえて大人しくしていれば長生きできたものを……」

「そんなにシアラから見捨てられたくないのか」

「当然だ。あの人のお仕置きなくして私は生きていけない……覚悟しろ、ソーヤ・ディオス。治癒魔術などでは完治できぬよう、その手足を寸断してくれる」

　物騒極まるイヴの台詞せりふを、ソーヤは一笑に付した。

「……ルール無用か。そちらがそのつもりなら、俺も遠慮する必要はないな」

「見苦しいハッタリはやめろ。この私にくすぐりが効かないのはもちろんのこと、体のラインが見えなければ他の二人もくすぐれまい！」

　勝利を確信した口調でイヴが言い放ち、三人は同時に詠唱を始めた。

　なるほど、とソーヤはマントの男女を交互に見み遣やって思う。

　いかにも素人の考えそうな浅知恵だ、と。

「雷撃刃サンダー・エツジ!!」「爆炎弾ブラスト・ボム!!」「逆影黒槍シヤドウ・ランス!!」

　三人の魔術が放たれる。しかし詠唱の時点で、その攻撃は読めている。

　ソーヤは地を蹴って高く跳んだ。雷撃がソーヤのいた空間を射抜き、ソーヤの遙か下方で小規模な爆発が起こる。続けて影が槍やりの形を成すが、空中までは届かない。

　爆風を追い風のように浴びて宙返りしながら、並び立つ二人の敵を眼下に捉とらえた。

　まずは、イヴ以外の二人を──倒す!!

「ま……まずい！　逃げろ、貴様らっ！」

　何かを察知したイヴが叫ぶが、黒マントの二人は唖あ然ぜんとしてこちらを見上げたまま、身動きできずにいる。

　ソーヤは両腕と十指を大きく広げ、二人へと同時に襲いかかった。




「ゼットー流奥義──噴ふん気き逆げき震しん掌しようッ!!」




　マントの上からえぐり込むように鋭く、優しく、そして速く──指を擦こすらせ、突き立て、這はわせ、なぞり、撫で上げる。

　渾こん身しんの一撃が炸さく裂れつした瞬間、二人は直立したまま同時にピンと背を反そらせた。

「……な……っ!?」

　イヴが小さく驚きの声を漏らした、その直後だった。

「──ぶっふぉああああああああぁぁッ!?」

「──へぶっふぉおおおおおおおぉぉッ!?」

　およそ人間の発するものとは思えない、異様に長くけたたましい悲鳴が重なる。

　やがて黒マントの二人は同時に白目を剝むいて、ぶっ倒れた。

　イヴはあごが外れそうなほどあんぐりと大口を開けてのけぞった。

「……なっ……な、にっ……!?」

「ゼットー流奥義、噴気逆震掌。肺が裏返るほどの猛烈なくすぐったさにより、相手の体内の酸素を全すべて吐き出させ、酸欠によって失神させる危険な技だ。試合で使うつもりはなかったが……先にルールを放棄したのはお前だ。悪く思うな」

　二人が失神しているのを確かめてから、ソーヤはイヴに向かって身構える。

「……もしかしたら、この二人も縄で縛られているかもしれないと思ったが、本当にマントで体を隠していただけらしいな」

「試しに縛ってはみた。しかしそいつらは、荒縄で縛られたら痛くて歩くことすらできない、などと泣きごとを漏らしてきたのだ。まったく、軟なん弱じやくな奴らめ……」

「安心したぞ。お前の仲間といっても、変態ばかりではないんだな」

「黙れ、くすぐり魔が！　貴様に変態呼ばわりされる筋合いなどないわ！」

　動揺を振り払うように一喝して、イヴが再び詠唱を始める。

「彼かの者に付きて従う一条の闇よ──」

「遅いぞ、イヴ！　ゼットー流奥義──」

　ソーヤは瞬時に間合いを詰めていた。イヴは後退しようとするが、もはや遅い。

「噴気、逆震掌ッ!!」

　ソーヤの振るった腕、十本の指が、完かん璧ぺきな精度でイヴの体を撫でつけた。

　だが、イヴの詠唱は止まらなかった。

「逆影黒槍シヤドウ・ランス!!」

　ソーヤはとっさに高く跳んで逃のがれた。苛いら立だたしげな舌打ちが耳に届いた。

「おのれ、ちょこまかと！　だが無駄なことだ。貴様のくすぐりは私には通じぬ！」

「今の奥義でもダメか……」

　イヴの攻撃をかわすことはできる。だが、ソーヤの攻撃はイヴには通じない。

　どうすればいい？　そう自問した瞬間──こちらへ駆けてくる足音に気がついた。

「ソーヤ！　さっきの爆発は……えっ？　イヴ!?」

「周りに倒れてる人がいる……これは、ソーくんが襲われてる？」

　ルルファとメリッサは駆けてくるなり状況を把握した様子で、怒りのこもった瞳をイヴに向けた。

「ル、ルルファ様!?　違うのです、私はただ、この害虫を駆く除じよしようと……」

　狼ろう狽ばいするイヴに向かって、ルルファとメリッサが一歩踏み込む。

「……弁解は後で聞くわ。もっとも、私に焼き尽くされてまだ口が利ければね」

「駆除されるべきは、ソーくんじゃなくてあなたの方。骨の髄ずいまで凍らせる」

「ちょっと待て、お前ら」

　血の気に満ちた言葉を遮って、ソーヤはイヴと二人の間に立たち塞ふさがった。

「……シアラは、どこだ。練魔場の中にいるのか？」

「ここにいますわ、ソーヤさま」

　シアラは優雅にすら思える足取りで、ルルファとメリッサの後から姿を見せた。

「……さて。説明して頂きましょうか、イヴ。あなたはいったいどんな権利があって、わたくしに何の断りもなく、こんな真ま似ねを仕出かしたのですか？」

「ひっ……！　お、お待ちください、シアラ様！　私はただ、この魔力無しゼロを確実に二度と戦えない体にするために……！」

「──わたくしの質問が、聞こえなかったのですか？」

　シアラはにっこりと笑みを深めた。

「もう一度訊ききます、イヴ。あなたはいったいどんな権利があって、わたくしに何の断りもなく、こんな真似を仕出かしたのですか？」

「あっ……う、ぁっ……！」

　イヴは何も答えられず、ただ立ちすくんだ。

「答える気がないのなら、もう結構です。あなたと話すのは時間の無駄ですわね」

「ちょっと待ってくれ。ひとつ確認がある」

　ソーヤはイヴをかばうようにしながら尋ねる。自分を罠わなに嵌はめたイヴに情けをかけるつもりなどないが、どうしても訊いておかねばならないことがあるのだ。

「お前は俺と約束したはずだ。このイヴとの試合に勝てば、俺の実力を──ひいては、ルルファが俺に敗れたことも仕方ないとして、ルルファの実力も認めてくれると」

「ええ。確かにお約束致しましたわ。ですが、この状況では──」

「イヴが俺を襲ってきたのは予定外の行動だが、だからといって、約束を破棄する理由にはならないはずだ」

「わたくしは申し上げたはずです。公正なルールの上であなたを叩たたき潰つぶさなくては意味がないと。ソーヤさまは既に二人を退け、消しよう耗もうされている身。こんな騙だまし討うちのような真似をして勝ったところで、バーシュメルドの名に泥を塗るようなものですわ」

「奴らは一瞬で片づけた。俺は大して消耗などしちゃいない」

　この機を逃せば、シアラとの約束自体がうやむやになってしまうかもしれない。ルルファの名誉を回復させるためには、ソーヤの実力を認めてもらわねばならないのだ。

　ソーヤに乗じるように、イヴも震える声を張り上げた。

「そ、その通りです、シアラ様！　あるいは私の反則行為に、何らかのペナルティを科して頂いても構いません！　その上で勝利をご覧に入れてみせましょう！」

　必死ですがりつくようにイヴが提案する──その言葉を聞いた瞬間、ソーヤの脳裏にある閃ひらめきが浮かんだ。

「そうだな。……そうか。そういうことか」

　……先ほど見た夢の意味がわかった。あれは間違いなく、天啓だったのだ。

「シアラ。ペナルティということなら……俺から、ひとつ提案がある」

「……なんですの？」

　シアラの目は訝いぶかしげだった。ソーヤは臆することなく続ける。

「試合の開始直後、ルルファとメリッサが俺にひとつずつ魔術をかける。それを許可してもらいたい」

「魔術を……ソーヤさまにかけるのですか？　ルルファと、メリッサさまが？」

「そうだ。ひとつずつでいい。もちろん、その後は俺とイヴだけの戦いになる」

　提案が終わらないうちに、イヴが鼻息も荒く割り込んできた。

「相手がこう言っているのです、シアラ様！　どうかご決断ください！」

「あなたは黙っていなさい。……ですが、ソーヤさまご自身がご提案された以上、それを呑のまない理由もありませんわね。いいでしょう」

　シアラの了承を得て、話はまとまった。が、詰め寄ってきたのはルルファだった。

「ソーヤ、本気なの!?　イヴには全くくすぐりが通用しなかったのよ？」

「もちろん承知の上だ。メリッサも、こちらへ来てくれ」

　こちらの意図を摑めない様子でいるメリッサを呼び寄せる。

「……魔術をかけるって言ったけど、ソーくんが何を考えてるのか、私もわからない。ソーくん、何を狙ねらってる？」

「すぐにわかる。お前たちに使ってほしい魔術は──」

　説明すると、メリッサは即座にソーヤの意図を理解した。ルルファはまだよくわかっていない様子だが、了承はしてくれた。




　いつまでも外で戦っていては、誰かに見み咎とがめられるかもしれない。邪魔が入ることを避けるため、五人は練魔場内部の試合場に移動した。

　試合を行うソーヤとイヴに加え、魔術をかけてもらう都合上、ルルファとメリッサもすぐ後ろにいる。シアラも、イヴの遙か後ろに立っていた。

「シアラ様、そこにいるのは危険です。観客席にお移りください」

「構いませんわ、イヴ。ソーヤさまは魔術を使えないのですから、巻き添えになる心配はないでしょう。仮に余波が来たとして、わたくしに処理できないとでも？」

「い……いえ。失礼いたしました」

　慌ててイヴが頭を下げる。ソーヤは既に所定の位置についていた。

「二人とも、打ち合わせ通りに頼むぞ」

「いいけど……あんな魔術を使って、いったい何するつもりなのよ？」

「私たちはソーくんに従えばいい。私の予想通りなら、ソーくんの狙いはすぐわかる」

　そんな話をしている間に、イヴが戻ってきた。

　ルルファ、メリッサ、シアラ──三人が見守る中、ソーヤとイヴは位置についた。

　足元の水晶板が輝きを帯びる。戦いの舞台がせり上がる。




『１年１組、ランキング一八位、ソーヤ・ディオス。ランキングなし、ゲスト参加者。術式生体認証が完了しました。──試合を開始してください』




　試合開始の声を合図に──ソーヤは両手を広げた。

「ルルファ、メリッサ！　最大魔力でやってくれッ!!」

　二人の詠唱が重なる。

「彼の掌に集え、炎のぬくもりよ──焦熱掌ヒート・ハンド」

「彼の掌に集え、初霜の冷感よ……氷霜掌フロスト・ハンド」

　ルルファの魔術が、ソーヤの左手に。

　メリッサの魔術が、ソーヤの右手に。

　火炎の熱と、氷ひよう霜そうの冷気が宿る──。

「何をしているのか知らないが、無駄な事を……何度でも串くし刺ざしにしてやる！」

　イヴが詠唱を始める。数時間前には止められなかった詠唱。だが──。

「今なら……使えるッ!!」

　弾かれたようにソーヤは飛び出した。

　一人では奥義を使えずとも──勝てなくとも、今のソーヤは一人ではない。

　だから。




「ゼットー流、奥義！　氷炎合一破ッ!!」















　それはすれ違いざまの一撃──いや、一撫で、二撫でだった。

　イヴの詠唱は止まっていた。立ち尽くしたまま、ただ、虚こ空くうを見つめていて──。

　その頭上に浮かぶ耐たい力りよくゲージが、突然、大きく縮まった。




「ぶふっ……くふっ、か、ふふっ……！　な、なん、だっ……この、感覚は……っ」




　イヴは膝から崩れ、未知のくすぐったさに打ち震えているようだった。

「……師匠が言っていた。痛みに達する寸前のラインで温度感覚を上下に振られた時、神経は最大級に鋭敏になる」

　ソーヤは無防備なイヴに歩み寄り、氷霜の右手を腋わきの下に突き入れた。

「──ひぃあっ!?」

　冷たさに反応した体が、反射的に跳ねる。

　更に同じ箇所へ、今度は炎の左手を突き入れる。

「あっ……ふぁ、あぁあぁっ……！」

　冷えた皮膚へと熱が染み入り、がくがくとイヴの体が震え出す。

　耐力ゲージは既に半分を切って、なおも急激に削れていく。

「この温度差の上に、くすぐり技を乗せれば──どうなるかッ!!」

　右手と左手、冷却と熱を交互に。

　掌で、指先で。それこそ全身を撫で回すように、敏速かつ柔やわらかなタッチでくすぐる。

　イヴが真っ白な喉のどを反らせた。




「あ……あはっ、ひっ、やふふふっ、あ、はははははっ！　ひぁはははははっ、きゃふぁははははははは、ひぃあっはっはっはっはっはっはぁ!!」




　──時間にすれば、わずか二○秒にも満たない試合だっただろう。

「あ、ひっ……ひく、くっひ、ひぃ、ひひ、ひっ……！」

　四し肢しを投げ出し、涙と涎よだれを垂れ流して痙けい攣れんを繰り返すイヴを、ソーヤはかろうじて見下ろしていた。

　完全に制服がはだけ、ほとんど半裸のイヴを縛っていた縄が、激しすぎる身じろぎに摩ま耗もうしたのか、ぶつりと音を立てて切れ、ほどける。

　亀きつ甲こう縛しばりの痕あとが残る素す肌はだを晒して、イヴは恍こう惚こつ極まる表情を浮かべていた。




『ゲスト参加者の戦闘不能を確認。ソーヤ・ディオスの勝利です』




　音声が試合終了を告げると、ようやくソーヤは肩の力を抜いた。

「……すごい……さすがソーくん。想像を絶する威力……どきどき」

「……わ、私もあんなひどい顔させられてたのかしら……すごいヤなんだけど……」

　何やら衝撃を受けたメリッサとルルファが小声で囁ささやき合っているが、それはひとまず置いておく。

「……シアラ！　イヴは戦闘不能だ。俺の勝ちだな」

　壁際で戦いを見届けたシアラに、堂々と宣告する。

　シアラの顔には表情がなかった。

　イヴは混濁した瞳でシアラを見上げ、涙声を漏らす。

「ひきっ……こ、こんな、の、知らにゃ……シ、シアラ、しゃまぁ……ごめんなひゃい……わたひ、あたらひぃ、きもちよさに……めざめ、させられ──ぎゃぷ!?」

　喋しやべっている途中のイヴに、シアラは容よう赦しやなく蹴りを入れて転がした。

「どうした。何か言いたい事でもあるのか？」

　不ふ穏おんなものを感じてソーヤが問うと、シアラは深い、とても深い溜ため息いきを吐き出した。

「……誰も彼も……魔力無しゼロごときに敗れる無能ばかり。本当に、わたくしをどこまで失望させれば気が済むのですか」

　その声は、隠しようもない、どす黒い殺気で満ち満ちていた。

「もはや、ランキング戦の上であなたを倒そうなどと、体面にこだわっている場合ではございませんわね。バーシュメルド家の名誉のため。魔術師の威信のため──あなたにはここで死んでいただきます。ソーヤさま」

　シアラがこちらに手をかざし、詠唱を始める──瞬間、辺り一帯の大気が熱を帯びて震え出したのがわかった。

　──まずい。

　他の誰を相手にした時とも違う、本能的な危機感が走った。

「ダメ……ソーヤ、逃げて！」

「昇しよう魔ま！　氷よ、絶壁を成して我が敵を阻め──氷護壁アイス・ウオール!!」

　ルルファの悲鳴と同時にメリッサが放った魔術で、ソーヤの前に氷の壁が現れる。体当たりを食らわせてもびくともしないだろう、大きな壁だ。しかし──。

「二人とも、伏せろぉっ!!」

　直感があった。この攻撃は防げない。判断と同時に、全力で横へ跳んでいた。

　──シアラは詠唱を終えていた。




「烈火葬奏インシネレート・レクイエム」




　最初に感じたのは、紅あかい光の奔ほん流りゆうだった。

　氷の壁を一瞬で蒸発させ、猛もう火かが巨大な渦を巻いて襲い来る──背中にチリチリと焦げるような熱を感じた直後、轟ごう音おんが響いた。

　振り向けば、試合場の壁が一面吹き飛ばされ、廊下は火の海と化していた。

　試合場は、魔術の撃ち合いをする場所という前提のもとで設計されている。今までどれだけ激しい試合を経ても、完全に壊れることはなかったはずだ。それを一撃で……。

　……いや、驚いている場合ではない。

「自分が何をやっているかわかってるのか！　こんな真似をすれば、すぐに人が集まってくる。大騒ぎになるぞ！」

「わかっていないのはあなたの方ですわ。イヴとあなたの試合のために、学院長に頼んで、既に練魔場の人払いは済ませてあります。あなたはもはや逃れる術すべもなく、ここでわたくしに殺されるのです」

　シアラの目に迷いはない。もはや常識を盾に説得できる状態ではないようだ。

「ソーくん、私なら火を消せる。時間を稼いでくれれば、廊下から逃げられると思う」

「……気取られると危険だ。シアラの注意が一カ所に向いたら、動いてくれ」

　耳打ちしてきたメリッサを、小声で押し留める。

「今更、何の相談ですか？　……何であろうと同じことですわ。たとえあなたが額を地面に擦り付けて許しを請こうても、わたくしは、絶対にあなたを許しません」

　殺意に満ちた声色で告げて、シアラがこちらに掌をかざす。

「やめてください、姉様！」

　ルルファがソーヤたちをかばうように腕を広げ、シアラに正対した。

「これ以上、私の友達を傷つけないで。私はどうなってもいいから……お願い、姉様」

「あなたはもうバーシュメルドではないと言ったはずです、ルルファ。わたくしはあなたの姉ではありません。そして、家名を汚したあなたの願いを聞く筋合いもありません」

　シアラの声は淡々としていた──が、気のせいか、ソーヤには一瞬、その瞳が迷いに揺れたような気がした。

「……ですが、一度だけチャンスを与えましょう。あなたが自分の汚名をすすぐ覚悟があるのなら、バーシュメルド家に残れるよう取り計らいましょう。あなたの手でソーヤさまに引導を渡しなさい。そうすれば──」

「絶対に、嫌です」

　ルルファの答えは、かつてないほど断固とした意志に満ちていた。

「……負けることは、恥ではありません。再び立ち上がることさえできれば、人は前に進めます。いいえ、負けることで初めて見えてくるものだってある。私はソーヤに敗れたおかげで、今まで忘れていた気持ちを思い出せました。自分の気持ちに従って生きることの大切さを教えられました。

　私は……学院に入る前の私よりも、ずっと強くなれた。そのことを恥だなんて、決して思わない!!」

　自らの身を顧かえりみず。決して勝てない相手を前に。

　ルルファは自分の意志を貫き、示してみせた。

　シアラは何も言わなかった。感情のない──あるいは感情を押し殺した瞳で、ただ、ルルファを見つめていた。

　自分でも気がつかないうちにソーヤは踏み出し、ルルファの傍かたわらに立っていた。

　先ほどシアラの奥底に感じた、揺れる感情──その正体を摑めた気がしたのだ。

「シアラ、答えてくれ。お前にとって、ルルファは何だ？」

「……質問の意味がわかりかねますわ」

「お前の大切な妹なのか？　それとも赤の他人か？」

「言ったはずですわ。その子はもう、わたくしの妹などでは──」

「噓うそをつくな」

　シアラの返答を断ち切って、ソーヤは半月ほど前の記憶を呼び起こした。

「少し前、同学年の男子にルルファを侮ぶ辱じよくされたことがある。俺はルルファの友人として、奴の態度を看過できず、争いになった。あの時の俺と、お前が重なって見える」

「……何が言いたいのですか」

「大切な友人や家族を悪く言われれば誰だって怒る。シアラ、学院長室でお前がイヴを殴った時のことを覚えているか？」

　イヴがソーヤへの挑発としてルルファを愚ぐ弄ろうした時、シアラはイヴを殴りつけた。

　シアラがイヴを折せつ檻かんするという行為自体があまりにも自然だったので気づかなかったが、よく考えれば妙なタイミングだ。

「それに、俺がルルファの母親の事情を知らずに無神経なことを言ってしまった時も、シアラは明らかに苛立った態度で言ったな。『ルルファのことを深く知りもしないで、よくそんなことが言える』と。これがルルファを気遣う言葉でなくて何だ？」

「……黙りなさい」

「そして今の提案。お前が本当に家の名誉を最優先に考えているなら、ルルファも家名を貶おとしめた一人だ。たとえ噓でも、ルルファを許すようなことは言わないだろう」

　傍らのルルファが、何かに気づいたようにこちらを見上げる。ソーヤはシアラの方に目を向けたまま頷き返した。

「シアラが俺を憎んでいるのは、家名のためじゃない。俺がルルファを破り、追放の原因を作ったからだ。シアラ個人はルルファを見放してなどいない。むしろ──」

「黙りなさい、ソーヤ・ディオス!!」

　シアラが初めて声を荒らげた。

　その声は怒りの雄お叫たけびのようにも、痛ましい悲鳴のようにも聞こえた。

「……あなたに何がわかるのですか。魔力無しゼロのあなたに、わたくしたちの何が……！」

「少なくとも、家族を想う気持ちはわかる。俺にも大切な妹がいる。だから、お前たち姉妹の気持ちがすれ違いそうになっているのを、見過ごすわけにはいかない」

　ソーヤは臆せず、シアラと対たい峙じする。

「今から、俺がお前の体に敗北を刻み込んでやる。そうすれば、ルルファが言ったことの意味もわかるはずだ」

「……本気で、わたくしに勝てると思っているんですの？」

　シアラの纏まとう空気に、再び強い敵意が宿ったのを感じ、ソーヤは身構えた。

「ちがうな、シアラ」

　腰を落とし、腕を広げ、踏み込んだ足に全体重を乗せる。

「〝勝てる〟か〝勝てない〟かじゃない。俺は〝勝つ〟と言ってるんだ!!」

　ソーヤが地を蹴るのと、シアラがこちらに掌をかざしたのは同時だった。

「──────」

　交錯する瞬間、シアラは確かに躊ちゆう躇ちよした。

　その一瞬がすべてだった。

「はぁぁぁっ!!」




　すれ違いざまに、シアラの両腋にえぐり込むように、ソーヤの指技が炸裂した。




　シルクの生地を通して、確かな手て応ごたえがあった。

　振り返ると、シアラはすれ違った体勢のまま、微動だにせず立っていた。

「…………ふっ」

　シアラが嘲ちよう笑しようめいた声を漏らした。

　まさか、こいつにもくすぐりが効かないのか──!?

　ソーヤは驚愕した──が、焦ったのはその一瞬だけだった。

　シアラの体は小刻みに震えていた。ふらつく足で、ゆっくりとこちらに振り返る。

「……こ、の程度……はぁ、全く……効きません、わっ……ふ、ふふふっ……」

　火が点ついたように真っ赤な顔で、口の端をひくひくさせながらシアラは応えた。

「……ガマンは体に毒だぞ？」

「はぁっ……はぁーっ……何のこと、ですの？　わたくしが、このシアラ・ウィンディ・バーシュメルドが、その程度で参るとでもっ……」

　ソーヤはつかつかと歩み寄り、シアラのくびれた腰をこしょこしょとくすぐった。

「わひゃぅっ!?　……こ、のっ!!」

　体をびくつかせて奇声をあげながらも、シアラは怒りに任せて殴りかかってくる。

　ソーヤは冷静に拳をかわして、無防備な腋を三本の指先で優しく引っかくように擦り立てた。

「んんんっ！　っく、～～～～……ッ!!」

　シアラは唇くちびるを嚙かみ、声にならない声をあげて膝から崩れ落ちる。

「ずいぶん強ごう情じようだな。意地でも声をあげて笑うつもりはないか？」

「と、当然、ですわ……っ、誰が、あなたの、指なんかで……」












　あくまで気丈に振る舞うシアラに、ソーヤもプライドを刺激された。

「……ならば、俺も全ての力を出し尽くして相手をするしかないな」

　既に立てない様子のシアラに手を伸ばし、全身に指を這わせていく。

「んんっ！　ぷ、くく……っふ、はぁ、あ、くっ！　ん～……ッ！」

　しかしシアラの精神力も並ではなく、くすぐったさを全力でこらえている。

　このままではただ疲労させるだけだ。何か、もう一押し、何かがあれば──。

「ソーくん」

　突然の声に振り返ると、メリッサだった。何故か、赤面したルルファを抱えるようにして立っている。

「ソーくんが注意を引いてるうちに火を消してきた。また氷炎合一破、やる？」

「わ、私は協力しないわよ!?　っていうか、姉様がくすぐられてるところなんて、私に見せないでよっ……！」

　ルルファが泣きそうな声を漏らすと、シアラが全身を大きく跳ねさせて反応した。

「ま、待ちなさい！　ルルファの前で、このような……っ、くふ、は……っ！」

　シアラが急に暴れ出したので、ソーヤはくすぐりを再開させた。

　その様子を見ていたメリッサは、何かを思いついたようにポンと手を打った。

「ルルファ、もっと顔を近づけて。今のおねえさんを見てあげて。さあ、早く」

「え？　ええっ？　ちょ、ちょっとメリッサ!?」

　ぐいぐいと押されたルルファが、手を伸ばせば届くほどの距離でシアラを見下ろす。

「あ、あなたたち──はふっ!?　ん、あは、あははっ！　ぁは、ひゃふふっ……！」

　シアラの反応が急によくなった。何かの作用で全身が敏感になったかのようだ。

　ルルファはうろたえつつもシアラから目を離せず、メリッサはそんなルルファの耳元で囁きかける。

「ね、ねえさま……うう、こんなにくすぐられて……」

「しっかり見て。ルルファの憧あこがれ、稀き代たいの天才魔術師にしてバーシュメルド家の跡取りであるおねえさんが、魔力無しゼロのソーくんに組み伏せられて、くすぐられて、大声あげて笑わされてる、とっても恥ずかしいところを見てあげて」

　ルルファに見守られながら、シアラの声は一段高くなった。ソーヤの指先から伝わってくる体温も、ひときわ高くなったように感じられた。

「ぁふっ、ははは、や、はは、ふふふふっ！　……や、めっ……なさ、ソーヤ……っ、ふふふ、あは、あはははははは、はは、やっ、はははははは……っ!?」




　シアラがまともな言葉を発せなくなったあたりで、ソーヤは手を止めた。

　既にシアラの目には光が無く、意識の有無すら定かではなかった。乱れた胸元には、下着を着けていないらしく、しっとりと汗の浮かんだ珠たまの肌が露あらわになっている。

「ね、姉様までこんな目に……でも、ソーヤに助けてって言ったのは私だし……」

「結果オーライ。この人もソーくんに負けた以上、ルルファを非難できないはず」

　頭を抱えるルルファの横で、メリッサが無表情のままガッツポーズを決めた。

　その時、二人の脇からふらふらと近づいてくる影があった。

「ふ……ふふふふっ。シアラ様が倒されるとは、千載一遇の好機……！」

　いつの間にか復活していたイヴが、動けないシアラを見下ろし、不敵に笑った。

「……おい、何をする気だ。シアラはお前の主人のはずだろう」

「ふっ。貴様に敗れた私は、今後シアラ様にいじめてもらえなくなるかもしれん……なればこそ、この機にシアラ様を開発し、二度と私に逆らえぬよう教育する！　その上で未来永えい劫ごう、私をお仕置きしてもらうのだ──ごぼはっ!?」

　寝た状態からのシアラの蹴りが、イヴを一撃でぶっ飛ばした。

「…………はぁ……」

　シアラは気だるげに起き上がり、服の乱れを直すと、身み悶もだえしているイヴにもう二、三発蹴りをくれてから、非難の目でソーヤを睨にらんだ。

「……最低の気分ですわ。本当に、最低」

「一度最低まで落ちたところを見られたんだ。もう自分を偽る必要もないだろう？」

「あなた……こんなことまでして、結局何がしたいんですの？」

「ルルファを救いたい。その一点において俺たちの目的は共通しているはずだ。必要ならお前の一族郎党全員くすぐり倒してでも納得させてやる。だから、力を貸してくれ」

　シアラは少しの間、正気を疑うような目でまじまじとソーヤの顔を見つめていたが、やがて何かを諦めたように深い溜息をついた。

「……ルルファが勝てないはずですわね。こんな、非常識の塊のような人が相手では」

「褒ほめてるのか？　呆あきれてるのか？」

「どちらかといえば呆れています。この件に関しては、わたくしは使者に過ぎません。これ以上続けるつもりなら、本当にバーシュメルド家全体を敵に回すことになります。あなたの家族や友人にまで危険は及ぶでしょう。それでもいいのですか？」

「……なんだって？」

　それはソーヤの考えの及ばないことだった。

　ソーヤ自身に危害を加えてくるのなら、いくらでも対処の仕様はある。だが、家族や友人を人質に取られてしまえば……。

「……それは……その時は……」

　どうする？　どうすればいい？

　答えの出ない問いに、自問を繰り返す──その時だった。

「その難問に答える必要はないぜ、ソーヤ少年？」

　廊下からひょっこりと顔を覗かせた、少女の姿をした人影は──。

「……学院長？」

「あーあ、シアラくんだな？　こんなに派手に壊してくれちゃって。土魔術を使えばいいとはいっても、人件費はタダじゃないんだからね？　まったく」

　大おお仰ぎように肩をすくめながら、学院長はソーヤたちに近づいてきた。

「学院長。今のはどういう意味ですか？　答える必要はないって……」

「ん？　そのままの意味さ。難問の前提がなくなったんだからね」

　学院長はまずルルファを、次にシアラを一いち瞥べつして、はっきりと告げた。

「バーシュメルド家当主に代わって伝える。今度の命令は取り消しだ。ルルファ・アーリア・バーシュメルドには、今後もフィーゼフト魔術学院に通ってもらう」












　ソーヤ、ルルファ、メリッサ、そしてシアラは、学院長室へと戻り、学院長から事の次第を聞いた。

「……つまり、学院長がバーシュメルド家に直接話をつけてきた、と？」

　シアラの質問に、学院長は「そうそう」と頷うなずいてソーヤを指差した。

「彼がシアラくんに吹っかけた取引ね。アレを聞いてピンと来たから、その直後にひとっ飛びしてきたのさ。ルルファくんが負けた相手はただの魔力無しゼロじゃない。ルルファくんを見放すのは愚ぐ策さくだってね。〝ゼットー流〟楓かえで子この弟子だってことを伝えたら、ようやく納得してくれたよ。無論、説得力が出たのは彼が不敗だったおかげだが」

　学院長は朗らかに言ってのけたが、ソーヤには聞き捨てならない話だった。

「……前に俺が相談した時、バーシュメルド家と直接話をつけるわけにはいかないって言ってませんでした？　余計に話がこじれるからって」

「だから、ソーヤ少年の話を聞いて思いついたんだってば。ボクだって全知全能なわけじゃないんだから、そんなに怒らないでくれよぅ」

　愛らしい少女の笑顔で誤ご魔ま化かされそうになるが、本当にこの人が思いつかなかったとは思えない。しかしこれ以上の追及もできず、仕方なくソーヤは引き下がった。

　どちらにしても、ソーヤの目的は達せられたのだから。

　学院長の言葉を聞いて涙ぐむルルファの姿に、ソーヤは心からそう思った。

「……本当に……本当に、私は学院にいても……バーシュメルド家に残っても、いいんですか？」

「もちろんさ。何なら後日、一いつ旦たん家に戻って直接話を聞いてくればいい」

「私は……まだ、バーシュメルドでいていいんですね。姉様……」

　ルルファの眼まな差ざしを受け、シアラは気まずそうに目を伏せた。命令あってのこととはいえ、自分が今までルルファへしてきた仕打ちを思っているのだろう。

「……ルルファ。わたくしは、あなたに……きゃっ!?」

　シアラが何かを言い終える前に、ルルファはシアラの胸に飛び込んだ。

「姉様っ……ううっ、よかった……よかったよぉ……ひくっ、ふぇぇぇんっ……」

「ル、ルルファ！　およしなさい、人前で……はしたないですわよ……もう」

　胸に顔をうずめて泣きじゃくるルルファに、シアラはどこか安あん堵どに似た声を漏もらして、慈母のように優しく頭を撫なでてやった。

　うんうん、と満足げにメリッサが頷く。

「そんなの気にする必要ない。姉妹揃そろって、私たちの目の前でもっとはしたないところを晒さらしてる以上、ちょっと泣くくらいどうってこと──うぐっ」

　フォローのつもりらしいことを言っていたメリッサの頭を、シアラは空いている方の手で鷲わし摑づかみにした。羞しゆう恥ちからか怒りからか、その頰ほおに赤みがさしている。

「……そういえばあなた、わたくしがくすぐられている時、よくもルルファを連れてきてくれましたわね？　おまけに何やら好き勝手なことを言っていたようですが」

「い、痛い。頭ず蓋がい骨こつがミシミシいってすこぶる痛い」

　メリッサが珍しく苦しげな声をあげている。ソーヤとルルファが仲ちゆう裁さいに入って、どうにかメリッサを解放してもらった。

「いくらルルファのお友達といっても、二度目はありませんわよ。まったく……」

　シアラは不服そうに漏らしていたが、やがて居住まいを正すとソーヤを見つめた。

「……ソーヤさま。今回の件、あなたには色々と借りを作ってしまいましたわね」

「気にしなくていい。すべて俺が俺の意思でやったことだ」

「あら、わたくしを恩知らずにするつもりですの？　遠慮は受け付けませんわよ。何か困った時には、わたくしを頼ってください。必ずや、お力になりますわ」

　胸に手を当て、シアラは微笑ほほえむ──その笑みが、急にどす黒い瘴しよう気きをはらんだ。

「それに、別の意味でも借りができましたもの。あんな恥ずかしい思いをさせてくださったお礼は、いずれ必ずしますから。そのつもりでいてくださいね？　ふふっ」

「…………あ、ああ。そうだな……」

　そう答えるしかなかった。

　強引に話を打ち切るように、学院長が手を叩たたいた。

「はいはい。もう夜だ、話はそれくらいにしようじゃないか。三人は寮りようだからいいとして、シアラくんはどうする？　泊まっていくなら、職員の宿舎を貸してもいいが」

「いえ、長居しすぎました。わたくしは家に戻って、今日のことを報告してきますわ」

　シアラは立ち上がると、学院長、ソーヤ、メリッサへと順番に、丁寧な礼をして、学院長室から出て行った。

「私、姉様を見送ってくるわ。みんなは先に帰ってて！」

　返事を待たずに、ルルファも飛び出していってしまった。

「……さて。まさかシアラくんまでねじ伏せてしまうとは思わなかったぜ、ソーヤ少年。どうだい、今の気持ちは？　向かうところ敵なしって感じかな？」

　嫌味ったらしい言い方に、流石さすがにムッとしてソーヤは言い返した。

「実力で勝ったわけじゃありません。人の悪い言い方をしないでください」

「にゃはは、わかってたか。いやなに、もしも調子をこいてるようならお尻を蹴け飛とばしてやるつもりでいたが、その必要はないみたいだねい」

　ニタニタと笑う学院長の言葉に、メリッサが首を傾かしげた。

「どういうこと、ソーくん？」

「俺も、後から気づいたことだが……シアラは最初の一発しか魔術を使わなかった。いや、使えなかったんだ。あの時、俺のすぐ近くにはルルファがいた。本気で戦えば、必ずルルファを巻き込んでしまう」

「そーゆーこと。結局シアラくんは憎まれ役に徹しきれなかったわけだ。突き放したのは、ルルファくんがバーシュメルド家に未練を残さず済むように、っていう彼女なりの親心だったらしいが……不器用な子が無理するもんじゃないね」

　やれやれと言いたげに肩をすくめて、学院長はニヤリと笑う。

「とはいえ、事情を差し引いてもキミの戦いぶりはなかなかだったぜ、少年。これなら及第点くらいはあげてもいいかな？」

「えっ……じゃあ、もしかして……！」

「魔力喰いマジツク・イーターのことなら教えないよ？　それは約束通り、キミが一位になってからだ」

　一瞬期待に胸を躍らせたソーヤだったが、キッパリと跳ね返されてしまった。

「……学院長、けち」

「エライ人は大抵ケチなんだよ、メリッサくん。さあ、キミたちもさっさと帰りな」

　追いやるように手で払われ、仕方なくソーヤとメリッサは席を立った。

「ああ、ソーヤ少年。ちょい待ち」

　メリッサが先に部屋を出てから、学院長はソーヤだけを呼び止めた。

「核心に触れさせるつもりはないが、キミの頑張りに免じて、特別に一つだけ教えてあげよう。ボクはキミに注意を促うながす立場でもあるからね」

「何です？」

　学院長は頷き、ソーヤの前で初めて真剣な面持ちを見せた。

「魔力喰いマジツク・イーターは年々、強い魔力の持ち主を襲うようになっている。最初は弱者しか狙わなかったのに、今や学院の生徒を……中でも、特に優秀な成績の生徒を襲っている」

「優秀な……？」

「例えば、昨年末に襲われた子は、当時の１年生の中ではトップを争っていた。──ボクが何を言いたいか、そして何故キミにそれを話したか、わかるね？」

　ソーヤははっとして息を呑のんだ。

「……ルルファや、メリッサが狙われるというんですか？」

「ボクも奴を阻止するために動いてはいる。だが、キミたちに四六時中べったりくっついているわけにもいかない。だから……」

「わかっています、学院長」

　みなまで言われるまでもない。

「二人は俺が守ります。シリンと同じ目には絶対に遭わせない」

　満足のいく答えだったのか、学院長はニカッと白い歯を見せて笑った。

「頼むぜ、少年」

　見送る言葉を背に受けて、ソーヤは学院長室を後にした。

　廊下に出るとルルファが戻ってきており、メリッサが退屈そうに壁にもたれていた。

「あ、ほんとに出てきた……あんたたち、まだ帰ってなかったのね」

「ソーくん、学院長と何かお話ししてた？　はっ……もしかして女教師特有のイケない個人指導の誘惑……？」

「このアホは置いてさっさと帰りましょうか、ソーヤ」

　軽く受け流したルルファが背を向け、メリッサが不服そうにしつつもそれに従う。

　二人の背を見つめて、ソーヤはもう一度、心の奥深くで誓いを立てた。

　戦い続ける限り、今後もソーヤの行く手には幾重もの壁が立たち塞ふさがるだろう。

　壁を乗り越えた先には、より大きな危険が待ち受けているのだろう。

　それでも、この大切な仲間を、絶対に守り抜いてみせる。

　この手で、必ず。

「──帰ろう。みんなで一緒に」

　二人と並んで、ソーヤは歩き出した。


──了











　　あとがき






　初めまして。仁に科しな朝あさ丸まると申します。この度は、拙著『くすぐり闘士の無魔術乱舞ゼロ・ランブル』をお手に取って頂きまして、ありがとうございます。

　あまつさえ本をレジに運び、眼鏡ソバカス三つ編みの読書好き女子高生店員（願望）に「何この人……くすぐりフェチ……？」という蔑さげすみの目で見られながらご購入頂いた皆様、本当にありがとうございます。私も買いに行くのでその書店教えてください。




　本作は、ファンタジーなバトルものに若干のいかがわしさを振りかけることで誕生しました。

　当初の構想はかなり違っていて、全すべての人物がくすぐり合いで勝敗を決する感じのバトルものだったのですが、明らかに世界が狂っていたせいか執筆は難航していました。
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　せっかく場を頂けたので、執筆時のお話をします。

　本作に限ったことではないのですが、私は執筆時、初稿の大部分は通勤中の電車内で執筆しています。

　慌あわただしい通勤ラッシュに揉もまれ、どこに人の目があるのかもわからない中でゲームか何かをやっているフリをしつつ、女の子（一部男）をくすぐったりお風呂に突入したり舐なめ回したりする文章をスマホに打ち込んでいくのは、一種のスリルにも似た高揚感があって素晴らしい経験でした。

　ところで人というのは自分を基準に常識を計りがちなため、「自分がやっていることは他の人もやっているかもしれない」と思うものです。
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　などと、デビュー作のあとがきからこんなことばかり書いていると人間性を疑われそうな気もするのですが、そもそも主人公があらゆる敵（主に女子）をくすぐりで倒していく小説など書いている時点で、いくら取とり繕つくろっても無駄なのです。

　だから今更純情ぶって恥ずかしがったり、社会的地位を顧かえりみたりせずに、今後も口に出すのもはばかられるようなあんなことやこんなことを書かき綴つづって、皆様にお楽しみ頂ける作品を追求していきたいと思います。




　本著の執筆および出版にあたって、たくさんの方に大変お世話になりました。

　より良い作品づくりに向けて様々な助言をくださり、また、ついつい社会常識をぶん投げて暴走しがちな私にいつも的確なツッコミを入れてくださる担当の和田様。

　美麗なイラストでキャラクターに命を吹き込んでくださったもじゃりん様。

　選考委員の皆様、広報の皆様、印刷所の方々。その他、本著の出版に携たずさわって頂いた全ての方々に、この場を借りて厚く御礼を申し上げます。

　そしてこの本を手に取って頂いている貴方あなたに、改めて、心から感謝いたします。
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大阪府在住。ライトノベルの挿絵のお仕事は今回がはじめてとなります。よろしくお願いします。普段はむふふな漫画や絵を描いて楽しんでいます。

http://kmojarin.blog.fc2.com/
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